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エルガク

ひとりブツリガクのチョウセン

　

エイゾウ

　

　

はじめに

　

　わたしは、ズイヒツをネンにニカイテイドシュッパンしている。はじめは、みのまわ

りのヘンカなどをかいていたが、ダンダン、シャカイケイザイのはなしや、ブツリガク

テキなはなしがおおくなってきた。ニュートンがりんごのみがおちるのをみて、ホウソ

クをみいだしたのにちかい。わたしは、センタクキをみて、ウチュウをかんがえた。

　それが、ロクサツシュッパンするなかで、イッサツのブンリョウにタッしたので、ま

とめてみた。このあともギロンはつづく。だから、またまとめなおすか、ツイカシュッ

パンすることになろう。

　はっきりいってここでのギロンはカッテリュウである。わたしは、コウコウでブツリ

をまなばなかったし、ダイガクもリケイガクブにかよわなかった。しかし、シャカイや

ニンゲンをケンキュウするよりも、もののホウがタンジュンである（カガクシキをかい

てみたらよい。）。だから、イチからケンキュウするにはとっつきやすいとおもっている。

それなりにまじめにギロンしているつもりである。しかし、たまに、あとでそうではない

ということがある。まちがうのもギロンをすすめるためにユウコウとおもっている。テ

イセイはしたいとおもうが、かならずしもされているとはかぎらない。

また、このケンキュウブンヤをかりに、「エルガク」となづけた。「ブツリガク」でもよ

いのだが、わたしがカッテにやっているのだから、「ブツリガク」ではない。といわれる

のをあらかじめふせいでいる。

　また、このチョショは、タイケイカされていない。ジケイレツでギロンをならべただ

けである。いずれできたらそういうチョショもだしてみたいとおもうが、いまはまだそ

のときではないとおもう。

　

　　ニセンジュウキュウネンハチガツなのか

　

　

　

　

イチ、『アルクカラカンガエル（イカ、「ア」）』ヒャクジュウゴ

　

きのうにてがみを おくることを かんがえたり、あしたなら ジョウケンシダイでタッセ
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イカノウだ。だが、きのうのジブンがいないからとどかないだろうとか。ジカンってい

うのはウンドウリョクなんだとおもう。だからイチ「ロコモーティブ」ではかれると。そ

ういうのはむかしからで　チキュウのカイテンではかっている。そこまでおおきなウン

ドウだと　なかなか　イチニチすすめるのは タイヘンだがまぁ、イチニチたつだろう。

ま、ひかりなんかでおなじようにかんがえている。

　

ニ、『ア』ヒャクジュウロク

　

ウチュウのレキシをカセットテープが サイセイするとしたら、「オートリバース」にし

たらウチュウはおわらない。シィディだとちょっとまがあく。ただ、カセットテープの

ばあい、ギャクむきにカイテンさせないといけない。エンドレステープがもっともよい

かもしれない。

　

サン、『ア』ヒャクゴジュウイチ

　

なぜウチュウがひろがるか。タブン ウチュウのなかでのダンスがはげしすぎて、ウチュ

ウのそとにもエイキョウをおよぼし、おどることを、ヨウセイしてしまうのだろう。だ

から「ダンスする」ウチュウはひろがっていくと。チキュウジョウでも、「ジンセイ とい

うダンス」がくりひろげられている。

　

よん、『ア』ヒャクロクジュウサン

　

「ジュウリョク」というのは そもそもないのだとおもう。じゃあなぜ　りんごが きから

おちるんだという。それは カイテンのチュウシンに　むかうちから だと セツメイする。

チキュウが ジテンしているカイテンジクのチュウシンにむけて うごいた と いえるだ

ろう。それをわたしは「うずまきリョク」という。しおのうず（うみの）のヨウリョウ

だ。そうすると、なぜチキュウや カセイなどのワクセイが タイヨウのまわりを　まわる

かセツメイでできる。つまり うずをまいている ということだ。でも それじゃワクセイ

は タイヨウのホウに イドウして ぶつかるじゃないかというかもしれない。しかし、タ

イヨウは エネルギーというかひかりをはなっている。そのひかりのちから、おもさとい

うか、でキョリをたもてる。だから、タイヨウがエネルギーをハッしなくなったら、そ

れを「ブラックホール」というかもしれないが、チキュウをはじめ、タイヨウケイのワ

クセイは、シダイにヘンカしたタイヨウに ちかづきショウトツしてしまうだろう。つま

り、「りんご」もチキュウの ジテンにヒッテキするちからがくわわればおちない。ただ、

それがないだけだ。だから、チキュウのジテンがなくなれば、ひとはチュウにうくよう

になるだろう。でも、ニュートンのジダイには、テンドウセツがまだはばをきかせてい

て そういうことをいいづらかったのだとおもう。だから、ダキョウとしての、「ジュウ
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リョク」だったのではないだろうか。もっとも わたしはニュートンについてくわしくな

いので、ジカンがあったら しらべようとおもうが、ニュートンがどうかんがえたかは セ

イカクにはわからない。

でも、こうかんがえるようになって、なぜ ワクセイが カイテンするのかというなぞがと

けた。「かみ」の なせるわざだとかかんがえなくてすむようになった。

　

ゴ、『ア』ニヒャクキュウ

　

「クウチュウテイエン（そらにうかぶ テイエン）」など できるものか、などとおもってい

たが、できるのがわかるといろいろモンダイがでてくる。ニッショウケンとか。ま、カ

イケツはカノウとおもうが、というより、クウチュウはだれのものか、というギロンに

なる。ま、いまのところ、クウチュウのいえのケンセツヒヨウが ヒャクオクエンはかか

るとおもうので、あまりモンダイにならないが。

　

ロク、『むしのツゴウ ニンゲンのツゴウ（イカ、「む」）』ジュウシチ　

　

ベツに「かみ（さま）」はヒテイしないが、わかいころは、なぜ チキュウがまわっている

かセツメイできなかった（そのセツメイは、●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン）。そ

ういうバカになんかわるいことをふきこめば、いい（よくないが）キョウキになってい

たかもしれない。だから、なんかをふきこまれても、「わからない。」といい、わかるま

で まつのがかしこいとおもう。たしかに、だれかにきけばおしえてもくれるだろうが、

まぁ、そのひとに「でしいり」するようなものだ。

　

なな、『む』ニジュウ

　

「なんで いきているのか」ととわれたとき、「なぜ」というイミなら、「なにかをたべるか

ら」とこたえ、「なにが」「いきさせるのか」なら、「ブッシツがうごけるから」とこたえ

る。そのこたえだと、もし、ブッシツがうごかないようだったら、「いきられない」んだ

ろう。たとえばまわりのオンドがひくいとか（それだとブッシツのジョウタイがコタイ

ばかりになる）。そういうブッシツが「うごける」ジョウケンがあるからいきられると。

エキタイやキタイだとブッシツはうごけるカノウセイがある。だからタイヨウからとお

い カセイより、スイセイ、キンセイのホウがセイブツはみつかりそうだとおもうが、そ

ういう、エキタイセイブツとかキタイセイブツはソウテイガイなのだろうか。

　

ハチ、『む』サンジュウヨン
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ジカンを「エル（アルファベット）（ロコモーティブ）（●イチ、『ア』ヒャクジュウゴ）」

ではかるとしたら、キオンがとてつもなくひくくなれば、セイブツはウンドウが（つま

り、キタイ、エキタイがトウケツして）テイシされるだろうから、いきられない（●な

な、『む』ニジュウ）というかジカンがそのコタイについてはながれない。だから、ある

テイドのキオンのたかさがあれば、ニンゲンは（いきられる）うごける、つまり「エル」

であるが、きびしいジョウケンでは「エル」にはならない。

ニンゲンのイッショウをかりに「エル」とすると、そのナイヨウは、ニジュウヨン（ジ

カン）かけるサンビャクロクジュウゴ（ニチ）かけるハチジュウ（ネン）になる。ケイサ

ンすると、ナナジュウマンハッピャクである。

このスウジを、ウンドウのおそいジョウケンでかんがえてみる。たとえば、ハチわりの

はやさだったら（さむいところなどで）、「エル」はドウイツジョウケンとしてかわらな

い（ウンドウのソウリョウはかわらない）が、ソウリョウがナナジュウマンハッピャク

としても、そのウンドウ（ソウリョウ）をカンリョウするのに、ハチジュウナナマンロ

クセン（ヒャクサイ）かかることになる。つまり、テイオンでセイゾンしたほうが、ウ

ンドウのソウリョウはかわらないとしても、ニジュッサイながくいきられるカノウセイ

がある。つまり、さむいくにのホウが、ながくいきられるということである（ジッサイ、

みなみのくにより、キタのくにのホウがながいきである。）。

　

キュウ、『む』ハチジュウハチ

　

ビーダマをなにかのまわりでシュウカイ（まわる）させようとすると、タイヘンなエネ

ルギーがヒツヨウであろう。デンキでうごくくるまをつけてまわす ではいけない。その

ものを まわすのだ。チエシャならもっといいアンをかんがえるかもしれないが、タブン

センタクキのようなところにいれてしまえば、まわりつづけることができるだろう。そ

れだって ケッコウなエネルギーだが。つまり、あるクウイキがまわっているというかん

がえかたをすれば、チキュウのコウテン（レヴォリューション）をセツメイできる（チ

キュウが「まわっている」のではなくて、クウイキが「まわる」とかんがえる。これが

わたしのチョショ『アルクカラカンガエル』でとなえたクウカイロンである。ダイニテ

ンドウセツといえるかもしれない。●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン）。このばあい、

「センタクキのカイテンリョク」、もっといえば、「モーターのカイテンリョク」がわたし

のいう「うずまきリョク」である。チドウセツ（ビーダマはうごく）、テンドウセツ（ク

ウイキがうごく）でもある。

チキュウがコウテンするのはセツメイできるが、「うずまきリョク」とはなにかという

のがまだセツメイできていない。タイヨウが それほどのエネルギーをもつのかというの

は、ビーダマをまわすジッケンをすればわかるが、ソウトウなエネルギーだとおもう。

　

ジュウ、『む』ヒャクロクジュウサン
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「みずはジュンカンする」などという。タンジュンにいえば、チジョウのみずがジョウ

ハツして、あめになってふるというものである。たしかにフロにはいっていると みずが

ジョウハツしたのか テンメンにしずくができる。しかし、なぜそうなるのか。ショウ

ガッコウでは、みずはヒャクドシーでジョウハツするとおそわった。ヒャクドシーでキ

カするというわけである。ジッサイにフットウさせて、オンドケイではかったおぼえが

ある。

だが、フロのゆはヒャクドシーにカネツするわけではない。せいぜいヨンジュウゴドシー

だ。うみやいけのみずだってそうだ。ヒャクドシーにカネツされるわけではない。なのに

なぜジョウハツするか。ひとつのかんがえかたは、ネツが ブブンテキにヒャクドシーに

タッして、みずがジョウハツするというかんがえかただ。もし、そのようにネツがイッ

カショにあつまるのなら、そのブブンでないみずは ネツをうばわれてニジュウドシーと

かに（もとのスイオンがサンジュウドシーだったとする）なるのではないか。もうひと

つのかんがえかたは、ヒャクドシーでみずはキタイにかわるというのは うそ（うそとい

うかヒャクドシーでキカがカンリョウするというところだろう。ヒャクドシーでもジョ

ウハツするとか。）で、ジョウオンでも みずはキカするというものである。

たしかにヒャクドシーでジョウハツする。だが サンジュウドシーでもジョウハツすると

かんがえる。どういうことかというと、みずは キオンよりオンドがたかければ、ジョ

ウハツするし、キオンより オンドがたかくなければジョウハツしない となる。これな

ら、なぜホッキョクのホウでゆきがふるのかをセツメイできる。なぜゆきがふるか。そ

れは、ふゆにゆきがふるチイキでは、キオンよりスイオンのホウがたかいことがおおい

のだ。だから、みずがジョウハツして、サイドひやされてゆきがふるということだ。み

ずのジョウハツがヒャクドシーでおこるとかんがえていたら ゆきがふることをセツメイ

できない。

　

ジュウイチ、『よろこぶゲンシジン（イカ、「よ」）』ジュウゴ

　

「ジカン」とはなにかというといには、あるブッタイがあるキョリをイドウするのにかか

るまだとこたえられる（●イチ、『ア』ヒャクジュウゴ、ハチ、『む』サンジュウヨン）。そ

れで、テンタイのイドウをカンサツして、「ネン」、「ゲツ」、「ニチ」、「ジ」、「フン」、「ビョ

ウ」とはかれるようにしている。あまりテンタイをみないひとは、とけいのうごきのホ

ウがわかりやすいかもしれない。「フンシン」がうごいたら、それがうごくまえより「ジ

カン」がおおきくなっていると。

「もの」がイドウするばあいには「ジカン」というガイネンでかぞえることはカノウだ

というのにタイテイイギはないだろう。しかし、それが「ジョウホウ」だったらどうか。

あるデンシブンショがベツなところにおくられるのに、それを「ジカン」がかかるとい

えるのか。

いまのジョウホウギジュツではチキュウナイであれば、ほぼすぐさまおくられるのであ

る。むしろサイキンは「ラグ」などという。そういえばむかしはチキュウのうらからの

ジョウホウが、キタイされているよりおくれることがあった。なぜおくれるか、デンキの
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ながれにムダがあったり、ほそいケーブルでつないでいたりしたために、「ジュウタイ」

のようになっていたのだろう。それをおもいだすと、「ジョウホウ（もっというとデンキ

になってしまうが）」のイドウもやはり「ジカン」がかかるといえそうである。

もし、イドウにカンしてまったく「ジカン」がかからないでカンリョウするなら、もう

イドウするジュンジョで（もっともはかりづらいだろうが）ケイソクするしかない。ト

シにいるひとのコウドウをジュンジョづけてハアクするのににている。そんなかんじで

はほとんど「とき」というガイネンがむずかしくなる。それでも「とき」をセイリツさ

せようとすれば、なにかのブッタイやジョウホウをどこかにイドウさせて（ゼンテイで

はすぐというか「ドウジ」についてしまうのだが）わずかなずれをさがして、「ジカン」

や「とき」にするんだろうか。もっというなら、ドウジにつかないジョウケンをさがす

だろう（たとえば、かがみをタイリョウにつかって、あたかもチョウキョリをイドウさ

せたかのようなやりかたで。）。そうしないと「とき」だとか「ジュンジョ」がむずかし

くなるのである。

かりにそういう「とき」のない（すべてイッシュンですんでしまう）カンキョウができた

ら、ニンゲンはブッシツのイドウがイッキにすすみ、あっというまにしんでしまうかも

しれないし、ブッシツのイドウをいつでもできるからと、うごかすことをせず、いつま

でもいきるかもしれない（いまのところ「シ」はコクフクされていないので、ゼンシャ

かとはおもうが［ヨダンだが、ひとりのニンゲンがしぬまえに、そのひとのサイボウを

セッシュしバイヨウしてそだてれば、とりあえずまだいきていることにもなる。モンダ

イはジョウホウのイテンだ【ジョウホウをイテンしないとなまえすらわからない。】。］。）。

ニンゲンのジュミョウはハチジュッサイがセンシンコクではヘイキンテキだが、ブッシ

ツのイドウがはやくなると、あっというまにしんでしまうということだ。「シ」までの

ショリがシュンジにおこなわれるからだ。タンジュンにいえば、ジカンリョコウをする

のは、なまけものじゃないと（すぐにしんでしまうから）たえられないのではないかと

いうこと。そういうわたしもよくねるなまけものである。タブンねなかったらしんでし

まう。ドウジにイドウできるなにかは「ある」が、それはしんでしまっていると、また

なまけものは「うごかない」。「デッド」か「セキゾウ（モノ）」がジソウはできないもの

の、かつてジソウしていたかもしれないなにかだろうか。ソクドがサイコウの「ドウジ

にトウタツする「ブッタイ」はあるかもしれないが、「あった」のホウがテキセツかもし

れない。そのブッタイは「しんでしまう」ゆえにみつからない（「シタイ」はあるだろう

が。）。たとえば、なにかのおきものがそうかもしれない。おきものになるまえはイドウ

していたと。

「シタイ」や「セキゾウ」からもういちど、サイコウのソクドをもブッタイにすることは

むずかしいであろう。ただジンルイは「ひかる」ワクセイをつくりだしているからフシ

ギだ。ニンゲンがつくる「セキゾウ」もキョウミぶかい。ゲンリョウからジンコウテキ

につくられたものだが、それにもソクドをつけたりする。バイクやロケットである。し

かし、「シタイ」にソクドをつけているようなきがする。

　

ジュウニ、『よ』ニジュウイチ
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「タイムマシーン」というのはよくワダイにだされるはなしである。タブン「できない」

けどあったらおもしろいものとかんがえられているだろう。たしかに「ジカンリョコウ」

はむずかしい。しかし、のぞくことならできそうである。タンジュンにいうと、チキュ

ウからイチコウネンはなれたところにかがみをおく。そうするとチキュウのあるイチニ

チのえ（えというよりドウガだろう）がイチネンかけてそのかがみにトウタツし、そこ

ではねかえった「え」がイチネンかけてチキュウにもどる。つまりどういうことかとい

うと、ニネンまえの「え」がみられるのである。

くわしくみるにはクフウがヒツヨウだろうが、まぁかがみをおくイチをかえれば、もっ

とちかいカコやとおいカコもみられるようになる。もっともすでにかがみがセッチされ

ていれば、そのキョリかけるニのブンのカコがみられる。そういう「え」をだれかがみ

ているとすると、ものごとのカイゼンがすぐにすすむのだろう。もっともその「え」の

みかたによっては「カコ」でセイカツすることもカノウかもしれない。ただしくいうと

スウネンおくれの「カコ」である。

　

ジュウサン、『よ』ニジュウロク

　

「ウチュウ」はウンドウタイであろう。チキュウもまわっているし（カクニンしたわけで

はないが）いろいろうごいている。しかし、「ウチュウ」のそとはどうか（わたしはかつ

て「か」となづけた。）。「ウチュウ」がウンドウタイだとすると、「ウチュウ」のそとはセ

イシタイではないか。アンガイ、「ウチュウ」のそとのむこうに、またウンドウタイがあ

るかもしれない。そうかんがえると、「ウチュウ」なんてキョジンのいえのセンタクキみ

たいなものかもしれない。

　

ジュウよん、『よ』ニジュウハチ

　

「ジカン」を「ジカン」たらしめているのはなにか。「ジカン」をロコモーティブ（エル）

ではかるとまえにかいた（●ハチ、『む』サンジュウヨン、ジュウイチ、『よ』ジュウゴ）。

ではなにがロコモート（イドウ）させるのか。

ニンゲンやドウブツはチキュウジョウではそれなりにうまくあるけるが、ウチュウでは

うまくあるけない。あるくというよりおよぐだろうが、それはおそろしくクツウなよう

におもう。なんらかのスイシンソウチがあったホウがカイテキだろう。

そのスイシンソウチについてかんがえると、「おもさ」でうごけるキョリがかわってく

る。ネンリョウはイッテイとする。つまり「ジカン」とは「おもさ」によってきめられる

メンがあるということだ。わたしはイゼンに「ジカン」のシツリョウのことをタイミッ

クとなづけた。ここでのギロンもコウギのタイミックについてだ。おもさをロコモート

させるにはネンリョウ（エネルギー）がヒツヨウである。おもさブンのエネルギー（ここ

ではマサツなどのこまかいジョウケンははぶく。）がすすむことのできるキョリになる。
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つまりジカンである（チキュウのコウテンでイチネンをはかっている。）。

ただし、エネルギーがあっても、かならずしもすすむことにハツドウしているわけでは

ないとおもわれる。つまり、すすめるのにすすまないということだ。それがセイタイの

むずかしさだとおもう。おなじエネルギーリョウなら、シツリョウのちいさいホウがよ

りジカンをもつ。ジカンとシツリョウをかけるとエネルギー（そのキョリをロコモート

するのにヒツヨウなエネルギー）がでる。それをタイミックというかはベツとして。

　

ジュウゴ、『よ』サンジュウニ

　

さきにエル（ロコモーティブ［ウンドウリョク］）イコールダブリュ（おもさ）ブンの

イー（エネルギー）のはなしをした（●ジュウよん、『よ』ニジュウハチ）。

　

これはわたしのばあい、エルをジカンともかんがえるから、ジカン イコールダブリュブ

ンのイーともいえる（なぜティ［タイム］にしないかというと、かならずしもながれる

わけではないからだ。テイシしたら、タイムというのかわからないので。）。

　

しかし、どうやってそれがうごくかまではセツメイできない。うごかなかったらエルと

はいえない。だから、「ジカン」についていうときはただしいかもしれないが、うごくを

ネントウにおくとジャッカンテイセイがヒツヨウである。

うごくとはなにか。それはニンゲンのばあい、あるシツリョウをへらしてドウリョクに

かえることである。グタイテキにはタンスイカブツやサンソをサイボウがドウリョクに

かえることだ。かえたあとのものをコキュウやベンによりハイシュツする。サンソをと

りいれ、ニサンカタンソをだす。タンジュンなブンシキゴウのヒカクではだすホウが

シー（カーボン）のブンおおい。つまりそうやってドウリョク（サイボウタンタイをふ

くみ）をえるためにシツリョウ（シー）をへらしている。モチロンたべることをするの

でシツリョウはまたゾウカする。しかし、ウンドウメンにかぎっていえば、シツリョウ

はゲンショウする。ロケットのばあいはうごくたびにネンリョウをショウヒする。だか

らつかったネンリョウのブン、シツリョウはへる。そうやってウンドウをカイシするに

はシツリョウがイチジテキにせよへるのである。

　

ジュウロク、『よ』ゴジュウニ

　

わたしがガクセイのころ、ウチュウのモシキズをみたことがある。それにはウチュウが

まるくえがかれていなかったが、わたしはまるいのではないかとおもう（キュウがた）。

コロッケのようなかたちだとしたら、ジョウゲからなにかちからがかかっていないとそ

うはならない。しかし、そのアツリョクとはなにかともおもう。かべでもあるのだろう
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か。すくなくともケンキュウシャのあたまのなかにはある。

　

ジュウなな、『よ』ヒャクなな

　

ニンゲンのななわりはみずでできているという。それをエキタイとしてホジしている。

チョウドそういうオンドでくらしているからだ。だからもっとあついところ、たとえば

スイセイにいけば、ほぼジョウハツしてしまうし、さむいところ、たとえばドセイにいけ

ばほぼかたまってしまう。だからそういうところでいきるには、みずイガイのなかみが

ヒツヨウだろう。たとえば、タイヨウのちかくならキンゾクだ。キンゾクがエキタイに

なってからだをジュンカンできるだろう。ギャクにタイヨウからとおいところではチッ

ソのようななかみがいいだろう。やはりエキタイになってジュンカンできる。コキュウ

もかんがえると、あついところではスイジョウキをつかい、さむいところではニサンカ

タンソなどをつかう。このようにかんがえると、ウチュウジンは、キンゾクでできてい

たり、チッソでできていたりするだろう。みずでできたニンゲンはとりあえずできてい

るが、ほかはどうかわからない。

　

ジュウハチ、『よ』ヒャクゴジュウヨン

　

サンビャクニジュッサイまでいきるホウホウがみつかった。ちょっとうさんくさいから

ヒャクロクジュッサイにしておこう。ヒャクロクジュッサイとはどういうことか。レイ

サイからヒャクロクジュッサイまでのみちのりをあるくのににている。つまりヒャクロ

クジュッサイブンうごくわけだ。もちろんサイボウなんかがうごくはやさをかえられる

わけではない。

　

「ジカン かける はやさが みちのり」

　

という。ジカンやはやさがニバイになれば、ニバイのみちのりをすすむことができる。だ

からバイソクでうごければ、ニバイいきるようになる。それがコウリツカにもつかわれ

る。ここでの「コウリツカ」とはキギョウカツドウのである。だからガッコウでは「は

やく」とせかされる。はやくできるホウがほめられる。しごとがはやければ、チンギン

をすくなくしたり、しごとリョウをふやしたりできる。それはケイエイシャにとってわ

るくない。だから、ガッコウにニバイソクコースをつくればよい。と『アルクカラカン

ガエル』でいった。

しかし、ソクドだけではない。ジカンをニバイにしてもニバイのみちのりをあるける。

そのジカンとはなにか。ツウジョウはチキュウがイッカイまわってイチニチである。そ

のイチニチをバイにできるかというと、それはむずかしい。とけいのニジュウヨジカン

のあいだにニカイまわるということだからだ。それはいってみると、ガイブのモンダイ
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だ。シゼンカガクテキなモンダイだ。ではそうでない「ジカン」とはなにか。ジブンが

イシキするまである。それをもっとこまかくすれば、どういうことかというと、コウツ

ウジコのシュンカンにゆっくりものがうごくようにみえるというぐあいにである。イチ

ビョウのあいだにニビョウブンのこまかさをもてばいいのである。コンピュータでいえ

ば、サンプリングをニバイすればいいということだ。ベツにそれはいそぐわけではない。

ただニビョウブンのしごとができそうというはなしである。

それができればツウジョウハチジュサイまでいきるところを、ヒャクロクジュッサイブ

ンいきるということができるだろう。ちなみにサンビャクニジュッキロのはやさですす

むくるまがあっても、それだとヒャクロクジュッキロにかんじてしまうが、それでおそ

いとおもうなら、ロッピャクヨンジュッキロでるくるまをつくればいい。

　

ジュウキュウ、『よ』ヒャクロクジュウニ

　

むしがわたしのコップのなかにはいっていた。キュウシュツしてみたが、どうもフッカ

ツするきざしがない。スイシ、イチである。なぜ、むしがコップのなかにはいるか。ニ

ンゲンをみればわかる。きもちいいだろうとおもって、かわやプールにはいるのである。

むしだってそうなのだろう。しかし、ときにジコがおこる。ニンゲンだっておぼれるの

だ。むしにしたってそうなのだろう。このなつはヨンケンぐらいキュウシュツした。ザ

ンネンながら、イッケンをのぞいて「デキシ」である。

　

ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュウヨン

　

なぜタイヨウのまわりをワクセイがまわるか。それは、コウセイをチュウシンにまるで

うずをまくようなちからがはたらいているからだろう。わたしはそれをうずまきリョク

とよぶ（●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ）。

そして、コウセイがもえさからなくなったらどうなるか。まず、コウセイからはなたれ

るブッシツ（たとえばスイソなど。「ひかり」といったホウがわかりやすいいかもしれな

い。）がはなたれなくなる。すると、そのブッシツによってたもたれていたコウセイとワ

クセイとのキョリがちぢまる。ニホンのウチュウケンキュウキカンがセイゾウしたエン

ジンのゲンリをかんがえれば、「ひかり」で、なにかものをスイシンさせたりすることは

カノウということがわかるだろう。そしてやがてコウセイにのまれてしまう（それをブ

ラックホールというようだが。）。

そのあとどうなるか。もし、あるケイトウをカイリョウしたホウがいいとなると、これ

はシュギ、シュチョウがわかれるだろうが、それまではなっていたエネルギー、ブッシ

ツをすべてカイシュウして（うずまきリョクをつかえばカノウだ。）またもえるではない

か。むかしのオウベイジンだろうか、しぬことを「テンにめされる。」といった。これは

どういうことか。これは、コウセイのもとへいってネンリョウになるということでない

か。そうすれば、のこされたひとたちには、ヘイワが（いつもどおり）ケイショウされ
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るのである。

アンガイ、「カガク」がハッテンしたというゲンダイのホウがそういうメンににぶいかも

しれない。でも、「リセット」されそうになったら、タイヨウケイのそとにげるというの

もわかるはなしだ。ウチュウセンでベツのケイトウににげれば、あるワクセイでハッタ

ツした「ニンゲン」もいきのびるだろう。だが、それをダイダイテキにやったケッカ、

「ニンゲン」がハッセイしたケイトウが「サイセイフノウ」になるのは、ただしいかとい

うとむずかしい。たしかにセッカク、シンカしたのだからである。でも、そういうリセッ

トはたびたびおこっているようにおもわれる。だから「ウチュウ」がひろがっていると

いうのは、みているわたしたちのセイゾンへのキボウがひろがっているだけのことかも

しれない。ウチュウもやはり、ブッシツをカイシュウしようとするわけだろうから。

　

ニジュウイチ、『オンガクイチエンのジダイ（イカ、「オ」）』よん

　

エーからビーにすすむのに、イチビョウかかれば、イチビョウカンかかったという。く

るまにしても、くるまでもヒコーキでもイドウするにはジカンがかかる。くるまにして

も、ヒコーキにしても、ニンゲンがつくりだしたものである。それはチキュウジョウで

ソクドのはやいブルイだろう。いまのところイチバンはやいとされているのが「ひかり」

である。これはニンゲンがつくりだせるか。たしかにデントウはつくったようだ。

ところで、イドウにはエネルギーがヒツヨウである。くるまならガソリン、ヒコーキな

らジェットネンリョウである。それはどうショウヒされるか。おおきいものをうごかす

と、よりおおきなエネルギーをヒツヨウとする。ちいさなものならすくなくすむ。それ

からなにかいえないか。そう、「ひかり」よりもちいさなブッシツをつくれば、ひかりよ

りはやくイドウできるだろう。これを「こまびかり」といおう。なんのやくにたつかは

わからないが、チキュウジョウのリヨウだけでも、ジョウホウがはやくうごくようにな

るわけだから、セイサンセイがあがるだろう。

　

ニジュウニ、『オ』ゴ

　

わたしがまえにかいたホン『よろこぶゲンシジン』に、わたしがかんがえたジカンリョ

コウ（タイムトラベル）のゲンリをかいた（●ジュウニ、『よ』ニジュウイチ）。ゲンリだ

けでなく、セッケイもカンタンだが、セッチがむずかしい。コンカイはそのカイゼンバ

ンについてかく。

カンタンにいえば、イチネンマエをみるために、ハンコウネンさきに（オウフクでイチ

ネン）かがみをおくのでなく、チキュウジョウにかがみをおくのだ。そのかがみは、イチ

ネンまえのひかりがみえるように、タイリョウのかがみによるハンシャをくりかえして、

イチネンブンイドウするようにハイチする。これでイチネンまえがみえるわけだ。ただ、

カコのひかりとゲンダイのひかりでコンランしないように、カコのひかりはしろくろに

するなどのショリをしたホウがいいとおもう。
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ニジュウサン、『オ』ハチ

　

セッチョで、ジカンとはエネルギーわるシツリョウといった（●ジュウよん、『よ』、ニ

ジュウハチ）。

　

　

もっとタンジュンにいえば、エネルギーわるシツリョウがコウゾクキョリである。それ

をセイリするとシツリョウがはじきだせる。そんなことをしなくてもはかりではかれば

シツリョウはだせるだろうが、それでだせるのは、チキュウジョウでのおもさである。つ

きでそのはかりをつかってはかれば、スウジがかわってくる。

シツリョウはエネルギーわるジカンである。

　

エネルギーがおおきくても、ジカンがレイ（ジリキでうごけないといえばよいだろう。）

ならばシツリョウもレイになる。これはどういうことか、あなたのいえのジショはジリ

キでうごけないから、シツリョウがレイということになる。おもさはあるじゃないかだ

が、ウチュウにおいておけば、なにかちからをくわえないかぎり、うえにもよこにもう

ごかないということだろう（コウセイからのうずまきリョク［インリョク、●よん、『ア』

ヒャクロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ、ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュ

ウヨン］でひっぱられるとおもうが。）。しかし、チキュウがうごいているために（このレ

イでいえばエンジンだ。）ジカンがレイではない。そのためにシツリョウがあるとなる。

おもしろいのが、ジカンがレイかレイでないかである。フツウ、ニンゲンが「モノ」と

いうモノは、ジリキでうごけないから、シツリョウはレイである。しかし、セイタイだ

と、レイイジョウになる（たとえば、チキュウジョウであしをつかってうごくだろう。ウ

チュウでは、てあしをうごかしてもすすめないかもしれない。）そうやって、セイタイと

モノをハンベツできる。モノでもロボットはうごくから、シツリョウがレイイジョウに

なる。だから、ランボウないいかたをすると、ロボットはセイタイといえるかもしれな

い。だから、ロコモーティブ（うごき）をはかっても、シツリョウをはかってもセイタ

イかどうかはソクテイできるのである。

わたしがギロンする「タイミック（●ジュウよん、『よ』ニジュウハチ）」は　

　

ジカン（ティ）イコール ティイチ わるティシー（タイミック）

　

のティシーである。

　

つまり、ジカンにまつわるシツリョウ（イドウにかんするシツリョウ。たとえば、つきの

インリョクなど。）をわりだせば、ゼッタイテキなジカン（イドウのイッテイセイ［キョ

リ］）がはじきだせるというものだ。タンジュンにいえば、ウチュウヒョウジュンジがで
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きるというわけだ。

ただ、ジカン イコール ゼッタイジカン かけるティシー（ジカンケイスウ）のシキはイ

ンリョクがレイになると、レイになってしまう。

　

そんなことはありうるかであるが、ウチュウのなかではそういうジョウケンはないとお

もわれる（ヨダンだが、たとえばみっつのコウセイのまんなかに、ハイチされるなにか

があったばあいに、ジカンがレイになることはあるかもしれない。これをわたしはデッ

ドロックとよぶ。）。だからこれでいいとかんがえている。わたしは、ウチュウはサイセ

イ（リサイクル）されたホウが（いまやるということでない。）いいとおもっているので、

そうかんがえる。

　

このセツはカイテイしました。イカ、ゲンブン。

　

ニジュウサン、『オ』ハチ

　

ゼンチョで、ジカンとはエネルギーわるシツリョウといった（●『よ』、ニジュウハチ）。

　もっとタンジュンにいえば、エネルギーわるシツリョウがコウゾクキョリである。そ

れをセイリするとシツリョウがはじきだせる。そんなことをしなくてもはかりではかれ

ばシツリョウはだせるだろうが、それでだせるのは、チキュウジョウでのおもさである。

つきでそのはかりをつかってはかれば、スウジがかわってくる。

シツリョウはエネルギーわるジカンである。エネルギーがおおきくても、ジカンがレイ

（ジリキでうごけないといえばよいだろう。）ならばシツリョウもレイになる。これはど

ういうことか、あなたのいえのジショはジリキでうごけないから、シツリョウがレイと

いうことになる。おもさはあるじゃないかだが、ウチュウにおいておけば、なにかちか

らをくわえないかぎり、うえにもよこにもうごかないということだろう（コウセイから

のうずまきリョク［インリョク、●『アルクカラカンガエル』、イカ、『ア』、ヒャクロク

ジュウサン、ニヒャクサンジュウ、『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』、イカ、『む』、ハ

チジュウハチ、『よ』ヒャクハチジュウヨン］でひっぱられるとおもうが。）。しかし、チ

キュウがうごいているために（このレイでいえばエンジンだ。）ジカンがレイではない。

そのためにシツリョウがあるとなる。

おもしろいのが、ジカンがレイかレイでないかである。フツウ、ニンゲンが「モノ」と

いうモノは、ジリキでうごけないから、シツリョウはレイである。しかし、セイタイだ

と、レイイジョウになる（たとえば、チキュウジョウであしをつかってうごくだろう。ウ

チュウでは、てあしをうごかしてもすすめないかもしれない。）そうやって、セイタイと

モノをハンベツできる。モノでもロボットはうごくから、シツリョウがレイイジョウに

なる。だから、ランボウないいかたをすると、ロボットはセイタイといえるかもしれな

い。だから、ロコモーティブ（うごき）をはかっても、シツリョウをはかってもセイタ

イかどうかはソクテイできるのである。
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わたしがギロンする「タイミック（●『よ』ニジュウハチ）」は

　

ジカン（ティ）イコール ティイチ ワル ティシー（タイミック）　

　

のティシーである。つまり、ジカンにまつわるシツリョウ（イドウにかんするシツリョ

ウ。たとえば、つきのインリョクなど。）をわりだせば、ゼッタイテキなジカン（イドウ

のイッテイセイ［キョリ］）がはじきだせるというものだ。タンジュンにいえば、ウチュ

ウヒョウジュンジができるというわけだ。

ただ、ジカン イコール ゼッタイジカン わるインリョクのシキはインリョクがレイにな

ると、レイになってしまう。そんなことはありうるかであるが、ウチュウのなかではそ

ういうジョウケンはないとおもわれる（ヨダンだが、たとえばみっつのコウセイのまん

なかに、ハイチされるなにかがあったばあいに、ジカンがレイになることはあるかもし

れない。これをわたしはデッドロックとよぶ。）。だからこれでいいとかんがえている。

わたしは、ウチュウはサイセイ（リサイクル）されたホウが（いまやるということでな

い。）いいとおもっているので、そうかんがえる。

　

ニジュウよん、『オ』ニジュウよん

　

なぜテンにめされるといういいかたをするか。それはウチュウをサイセイサンしたホウ

がいいからである（と、わたしはかんがえる。）。どういうことか。ウチュウはひろがり

つづけているという。ベツにそんなおおきくかんがえなくてもいい。タイヨウのもって

いるすべてのシザイをホウシュツしてしまったらどうなるか（ひかりもシザイである。）。

タイヨウはもえなくなり、タブン「ブラックホール」になるだろう。そしてもともとのシ

ゲンはとおくにいってしまっている。またもえるのをサイカイさせようとおもったらど

うか。またシザイをあつめるしかない。だから、ブラックホールはいろいろとすいこむ

といわれるのではないか。またシザイがあつまれば、またもえることができるのだ。つ

まり、ニンゲンなんかはテンにめされたホウがよいのだ（あなたがタイヨウケイのなが

つづきをキボウするのならだが。）。そうすればタイヨウはながくつづく。テンにめされ

てもいいし、リンネテンセイでもいいのである。

　

ニジュウゴ、『オ』サンジュウキュウ

　

ウチュウはどんなかたちか。わたしがガクセイのころ、とつがたのズをみたことがある。

ひらべったいが、チュウシンフキンはでっぱっているえである。しかしホントウにそう

なのか。わたしはいまのところ、たしかめようもないが、キュウケイをカテイしている

（カッテカガクをやっています。）。なにかちからがかからないと、ヘンペイにはならない

からだ。えにかいたひと、もしくはそのかたちをテイショウしたひとは、なにかちからが

かかっているとカテイしているのだろう。ジッサイにそうなっているかはともかく、す
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くなくとも、かれらのシンリコウゾウのなかではそうなのだろう。イッタイどんなちか

らがかかっているのだろうか。

　

ニジュウロク、『オ』ゴジュウニ

　

「うまれかわり」などという。「ゼンセイはなんだったか。」というはなしも、わたしがこ

どものころにきいたことがある。それはイデンのはなしではない。マテリアルのはなし

である。

エーさんというひとがいたとして、そのエーさんのイチブは、もと うしや、もとホウレ

ンソウでできていることは、ヨウイにソウゾウできる。わたしも（このいいかたがテキ

トウかはわからない。「わたし」は、ジョウホウであるカノウセイがあるからだ。）、そう

いうぐあいである。わたしがしんだら、タブン、カソウされて、ほねとキタイとかすが

のこるんだろう。そこからどうリサイクルされるか、なんかのドウブツ、ショクブツの

かてになるかはわからない。ほねは、はかなどでホゴされるだろうし、キタイはふたた

びリクチにおりてこなければわからないし、かすはカソウジョウのゴミとしてショリさ

れるのだろう。

こういうかんじでは、「うまれかわり」はゼツボウテキだ。わたしはドソウができないの

なら、サンコツとかジュモクソウにしてもらいたいかもしれない。サンコツやジュモク

ソウなら、ショクブツにほねがキュウシュウされて、それがドウブツにたべられてとい

う「うまれかわり」がセイリツする。わたしをかりにマスター（シソ）としたら、そのイ

チブたちがうまれかわりをするわけだ。その「イチブ」をワンスルーということにする。

ワンスルーがうまれかわりをするということは、もののリサイクルである。だからそう

するばあいは「ライセイ」のはなしにもなる。

くさからドウブツ、そしてニンゲンになれればたいしたものだ。そういうわたしもカコ

のだれかのワンスルーがふくまれているかもしれない。ヨウするに、ゼンセイのゼンセ

イがニンゲンだったかもしれないのだ（ゼンセイはショクブツかドウブツがほとんどだ

ろう。たまにキンルイとかコンチュウもあるかもしれない（きのこ、いなごなど）。

だからゼンセイをさかのぼっていくと、やっぱりマスターにいきつくだろう。ニンゲンの

マスターのことをセイショではゲンキュウする。そこからまえのはなしになると、どう

もたちばがわかれるようだ（かみがつくったとか、シンカしたとか）。マスターヒューマ

ンのゼンセイはどうだったか。やっぱりくさとかドウブツだったとかかんがえるのがシ

ゼンでないか。イデンシをしらべればわかるといったって、サイボウのフクセイギジュ

ツはジョウホウである。ものがなければフクセイはできない。もののありかたにオウじ

て、ギジュツがハッテンしたのではというきがする。

だから、くさとかドウブツのブンシをしらべれば、かこにあったもの、シンカするまえ

のくさ、ドウブツのすがたがソウゾウできるのではないかとおもう。しかし、くさ、ド

ウブツ、プリヒューマン、ヒューマンというジュンカンはそれほどかわらないとおもう。

だが、セッキ、テッキをハッタツさせるまえの「プリ」ヒューマンはドウブツのセッシュ

がすくなかったようにおもう。だからゲンシテキなヒューマンは、くさ、プリヒューマ
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ンというジュンカンだっただろう。「はか」をハッタツさせるまえだったら、くさ、「プ

リ」ヒューマン、ドウブツだっただろう。つまりドウブツのホウが、カイソウがたかいの

だ。それをマイソウギジュツのハッテン（はじめのうちは、ユウリョクシャだけだった

だろう。）により、「プリ」ヒューマンがカイソウをあげた（もはやヒューマンかもしれ

ない。）。セッキのハッタツもジュウヨウだが、それでもやっぱりドウブツのホウがうえ

となる。もっとまえになると、ショクブツよりカイソウがひくかったかもしれない。つ

まり、うごけないプリプリヒューマンである。ショクブツ（こけのような）にキセイさ

れるようなプリプリヒューマンである。

プリプリヒューマンのまえはわからないが。さるからハッテンしたといわれたりもする

が、ホントウのところはわからない。さるはさるでのこっていわけだから。イデンシが

にているといってもそれはショクリョウのキンジであろう。それともコンゴ、ポスト

ヒューマンをみとめるのだろうか。ポストヒューマンをみとめるとしたら、シンカのズ

シキにあるようなえだわかれもカノウだろう。まぁ、ブゾクあらそいなんかしてもしょ

うがないのだが。

ひとついえるのは、セイショがかかれたのは、はかがハッタツしたあとだろう。それか

ドウジキだったかもしれない。だから、「ニンゲンがチキュウをシハイ」なのだ。エジプ

トおうのコウセキがおおきいだろう。あんなおおきなはかをつくったのだから。そのま

えはほかのドウブツがチョウテンだった。もしヨゲンシャがジュウヨウなもののハッテ

ンのときにあらわれるのならば、セッキをつくったときにもあらわれるはずだ。ただそ

れをキロクするものがなかったかもしれない。ただ、はかとドウヨウにフキュウしただ

ろう。ただ、ニホンにはイッパンテキに「サイゴのシンパン」のかんがえがないので、も

やしてしまうのだろう。リンネテンセイのホウがいいとおもうのだが。

　

ニジュウシチ、『オ』ゴジュウなな

　

さきにはなした「ゼンセイ」のはなし（●ニジュウロク、『オ』ゴジュウニ）は、ものの

はなしである。イデンシによってサイボウがフクセイされるというのは、どちらかとい

うともののはなしではない。「もの」はほかにヒツヨウだからだ。だから、ジョウホウと

かギジュツであろう。サイキンは「ゼンセイ」のはなしをあまりしなくなった。むかし

はだれかがしているのをきいたものだ。「オカルト」とかそっちのホウのあつかいになっ

ているかもしれない。そういうわたしも、そのてのはなしは、すきではなかった。ヒカ

ガクテキなはなしのようにおもっていた。

しかし、よくかんがえてみると、「もの」のはなしである（ニンゲンのからだをコウセイ

するブッシツの）。だからそれはたしかなのである。ただそれがどこからどこにいったと

いったはなしは、タイテイオクソクだからウサンくさい。そういうことである。ジョウ

ホウにはいいカゲンなそれがある。ただそれだけだ。

ところが、サイキンそのはなしをしない。どうもイデンのホウが、セットクリョクがあ

るのだろう。ガッコウでもおそわる。しかし、それがどのザイリョウをつかってカノウ

になるかはあまりいわない。セツメイはカノウだろうが、そういうもののはなしはしな
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い。そういうのを「ジョウホウカシャカイ」というのだろう。そのジョウホウをしったっ

て、ものがなければくみたてられない。だからしょうがないといえばしょうがないはな

しなのである。そういうものぬきのはなしにどこまでたえられるか。オンガクもビデオ

もホンもデンシカ。もののないなにかである。むかしはジンリキでつくっていた。それを

アートとよぶ。どこまでジョウホウカするのかはわからないがアートをダイジにしたい。

　

ニジュウハチ、『オ』ゴジュウキュウ

　

ワンスルーのはなしをした（●ニジュウロク、『オ』ゴジュウニ）。マスターヒューマンの

イチブだったそれには、マスターヒューマンのほかのイチブというキョウダイというか

ドウシというかがあるだろう。マスターヒューマンがしんでブンカイすると、そのタス

ウのワンスルーはカクサンする。そしてつぎのショクブツやドウブツのコウセイブツに

なるわけだ。センコワンスルーがあれば、センコのドウショクブツのコウセイブツにな

るかもしれない。そうすると、そのセンコのワンスルーのエンで、センコのドウショク

ブツはキョウダイといえるかもしれない。それがくりかえされると、シンセキがふえて

いく。そうかんがえると、カケイでなくて、ものとして、ケッコウなかずのひととキョ

ウダイであるといえそうなのだ。それをニンシキできるかはわからないがそういうエン

もありそうだ。

　

ニジュウキュウ、『オ』ロクジュウキュウ

　

「はか」がセイブツカイにおけるニンゲンのカイソウをあげたことをシテキした（●ゴ

ジュウニ）。これはユウメイなのでエジプトおうのはかがある。こういったはかでまもれ

ば、ほかのドウブツにシタイをたべられないわけだ。それからキュウヤクセイショがで

きた。「ニンゲンがほかのドウブツをシハイする。」とかかれている。こうかかれると、そ

れをタッセイするために（ほかのドウブツにたべられるようじゃ、くらいがたかいとは

いえない。）、はかをつくるだろう。だから、キリストキョウは、はかのシュウキョウと

よべるかもしれない。

それをヨーロッパではニセンネンほどつづけ、ジュウキュウセイキになってニーチェが

でてきた。かれは、「かみはしんだ。」といい、サイセイをといた。ほかのなにかにサイ

セイされるということを。その「サイセイ」というのは、「リンネテンセイ」のようなは

なしでないか。つまり、ニセンネンほどニンゲンがセイブツカイでサイジョウイとして、

ほかのドウブツにたべられないようにしていたが、そうではなく、ニンゲンもリサイク

ルしたホウがいいということではないか。たしかにキリストキョウカイのセイリョクが、

よわくなっているときく。しかし、マイソウについては、サンコツやウチュウソウなど

でてきたが、まだフツウのマイソウがおおいとおもわれる。たしかにリサイクルのシソ

ウはひろまっているようだが、まだニンゲンのカイソウをおとすようなかんがえが、タ

スウにシジされにくいとおもわれる。そういうイミではまだ「かみ」はしんでいないの
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である。ただ、このゴはどうであろう。

　

サンジュウ、『オ』ななジュウゴ

　

ウチュウのはじまりは「ビッグバン」でセツメイされることがある。バクハツだから、ウ

チュウはそとがわにむかってひろがっていく。そうすると、バクハツのチュウシンでは、

ものというかシゲンというかはすくなくなるだろう。それでそとへむかってシゲンがイ

ドウし、ウチュウはどうなるのか。

ここでいいたいのは、ウチュウのサイセイサンはどうなるのかということだ。そんなこ

としるかといわれるかもしれないが、ながもちするといいだろう。タンジュンなコウセ

イのばあい、やがてもえきって、「ブラックホール」になるとおもわれる。それで、う

そかホントかはわからないが、シゲンをよびもどすわけである。これならサイセイサン

である。ウチュウジタイもやはりそうなのでないか。ムダにしないようなしくみがある

じゃないかとおもう。ちいさなまるとドーナツがたのくりかえしでないか。

　

サンジュウイチ、『オ』ハチジュウイチ

　

ニホンでは、ひとがしんだあと、そのシタイをカソウする。そうすると、ほねだけがの

こる。それをマイソウする。しかし、それはちょっとどうなのかともおもう。なぜはか

にマイソウするかといったら、ひとつはさきにのべたように（●ニジュウロク、『オ』ゴ

ジュウニ、ニジュウキュウ、『オ』ロクジュウキュウ）、ほかのドウブツにたべられない

ようにするためだといえる。これはキリストキョウケイのカチカンであろう。そうやっ

てニンゲンのくらいをイジするのである。

しかし、「リンネテンセイ」だとか「サイセイ」また「リサイクル」というひともいる

（●ニジュウキュウ、『オ』ロクジュウキュウ）。それだったらほかのドウブツにたべても

らったホウが、いのちのエイゾクセイがあるともいえる。つまり、あるひとがもってい

たブッシツとしてのからだ（わたしはワンスルーといっている［●ニジュウロク、『オ』

ゴジュウニ］。）が、ほかのドウブツ、ショクブツにひきつがれるのだ。だから、きみの

ライセイはたぬきか、などとはなしができる。

かならずしもキリストキョウのように、「ニンゲンがほかのドウブツをシハイしなければ

ならない。」ではないから、そうやってリサイクルをすればいいようにもおもえる。たし

かにテンにめされることも（●ニジュウよん、『オ』ニジュウよん）（セイブツではなく

て）、もののメンでダイジかとはおもうがテキトウなバランスをみて、リサイクルをすれ

ばともおもう。カソウしてゼンメツさせなくてもとおもう。「テン」にめされるとナンオ

クネンとシンカしたのをもうイッカイとなるし、「テン」にめされないひとも、「リサイク

ル」され、ゲンダイのセイメイのホゼンにひとカツヤクする。それでいいのではないか。

　

18



目次

サンジュウニ、『オ』キュウジュウイチ

　

ガッキはなにかをシンドウさせておとをだす。そのギャクもある。おとがおおきいとな

にかがシンドウしはじめる。そのシンドウでもおとがでる。しかし、あるシンドウがと

まれば、やがておともやむ。そのおとによってシンドウしたなにかも、ふるえるのをや

める。そのまたおともやむ。チキュウジョウだと、シンドウはやがてとまるようだ。

レイガイテキにフィードバックというのがある。おととシンドウをジュンカンさせるわ

けである。これだといつまでもなっている。ひかりはどうだろうか。ひかりから「シン

ドウ」のようなあるイベントをハッセイさせて、それをループすることができれば、ウ

チュウはおわらないようなきがする。ひかりをサイド、（コウセイがもえつきそうになっ

ている）ブラックホールにかえし、コウセイにもどすのである。

　

サンジュウサン、『オ』キュウジュウニ

　

ニンゲンエーがイーにイドウしてエフにイドウした。これはわかりやすいはなしだ。エー

がはじめディにあって、イーにいってエフについたと。しかし、（たとえば）イッセンマ

ンニンのひとがイッセイにエフをめざすといったときに、どれだけそれぞれのうごきが

わかるだろうか（エフにちかづくことはわかるけれども）。それをセイリすると、ビーさ

んがイーにイドウした。シーさんがジーにイドウした。ダブリュさんがイーにイドウし

た。ほかタクサンとなる。ケッキョク、なにかのチツジョ、たとえばジカン、なまえの

ジュンジョなどをつかって、ひとりずつジュンジョづけていくのがわかるやりかただ。

それをおこなってはじめて、そのレキシなどをえがけるようになる。いいカゲンなケイ

ソクをすると、カンゼンなレキシとはよべなくなる。

しかし、これはコンキのいるサギョウだ。かならずチョクセンジョウにできごとがキジュ

ツされるわけではない。たとえば、ハチジイップンゴビョウにシーさんがジーに、ワイ

さんがイーにトウチャクするとなると、どちらをさきにキジュツしたらいいかわからな

い。そこでどうするかがモンダイとなる。こういうカダイ、かりに「タヨウジョウケン

のセツメイ」といっておく、をとくために、ふたつのセンをつかったりするのでないか。

もしくはもっとこまかくジカンをはかる。そうすると、どちらがさきかがわかる。それ

ならひとつのセンでつづけられる。

ひとつのセンにするというと、まるでゲンザイのカガクのようなこまかいケイソクがヒ

ツヨウになるのだろう。つまり、それを（カガク）をやっているうちは、レキシはひと

つでありそうなのである。「タヨウ」だからしょうがないなのだが、それをキレイにセツ

メイしようとするドリョクは、いろいろなところでおこなわれている。

　

サンジュウよん、『オ』キュウジュウゴ

　

ニンゲンのリサイクル（テンにめされる。）のはなし、ウチュウのイジのはなしをした
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（●ニジュウよん、『オ』ニジュウよん、サンジュウイチ、『オ』ハチジュウイチ）。そうす

るとながもちするわけだ。しかし、ジュウヨウなといもある。それは、セッカクできた

ニンゲンはどういきるかというはなしである。

そういう「ながもち」をかんがえなければ、カッテにいきて、カッテにしねばいいんじゃ

ないかとなる。ばあいによってはウチュウがほろびても、ニンゲンだけがいきのこれば

いいというかもしれない。しかし、タブン、ニンゲンはウチュウのイッコシゲンなわけだ

から、そのシステムにホウシすべきともいえる。かといって、イッカイジンルイがほろ

びて、またあたらしくハッセイするようなことをくりかえすというのも、なんだかバカ

らしいきがする。もうナンカイもニンゲンはほろびたのかもしれない。はたしてニンゲ

ンはどういきるべきか。メイワクかけないテイドにおもいおもいにいきればいいのかな。

　

サンジュウゴ、『オ』キュウジュウなな

　

タヨウジョウケンのはなしをした（●サンジュウサン、『オ』キュウジュウニ）。タヨウ

ジョウケンとは、いくつものインガをふくむセイリしづらいゲンショウなどである。そ

ういうのをセイリしていくと、ホウソクがみつかるかもしれない。むかしのひとはカン

タンなジョウケンからいくつものホウソクをみいだしていた。それをわかいひとはガッ

コウでまなぶ。カガクシャになるひとは、そういうモンダイにチョウセンするだろう。

しかし、どうもサイキンはコンピューターだよりのきがする。トウケイデータをてケイ

サンすることもできるが、あまりそういうことをするひとはおおくないだろう。ケン

キュウがコンピューターイゾンになっているということだ。それはアートではない（●

ニジュウシチ、『オ』ゴジュウなな）。たしかにコンピューターのハッタツにより、よりフ

クザツなジョウケンでもセイリしやすくなっただろう。ただ、そんなかんじでケンキュ

ウするなら、ケンキュウシャのなまえをかくところに、まるまるコンピューターなどと、

ヘイキするといいかもしれない。ニンゲンがケンキュウしているのか、うたがわしいか

らだ。

　

サンジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな

　

タイヨウはうずまきリョク（あたりのものをカイテンさせる）がある（●よん、『ア』ヒャ

クロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ、ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュウヨ

ン、ニジュウサン、『オ』ハチ）。だからチキュウがコウテンする。しかし、チキュウにも

やはりうずまきリョクがある。つきがまわるからそういえる。うずまきリョクとはなん

なのか。

わたしは、もえることのケッカだとおもう。タイヨウはもえている。チキュウもまたナイ

ブではもえているとされる。たまにフンカするのがそれだ。よく、「とんでひにいるなつ

のむし」という。ひのあたりにいるむしが、ひのなかにはいってしまうということばだ。

このように、ニンゲンにはかんじづらいが、ひのホウにながれるうずがあるのではとお
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もう。それならチキュウも、のまれちゃうではだが、ひかりなどのアツリョクで、セッ

キンしないものとおもわれる。

　

サンジュウなな、『オ』ヒャクジュウハチ

　

タイヨウケイはやがてタイヨウがブラックホールカし、いろいろブッシをひきよせてサ

イセイをはかる（●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン、ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュ

ウヨン、ニジュウよん、『オ』ニジュウよん、サンジュウ、『オ』ななジュウゴ、サンジュ

ウニ、『オ』キュウジュウイチ）。そうなるとチキュウにすむニンゲンもよばれるわけだ

が、おとなしくネンリョウになるだけでよいのだろうか。

セッカクきずいたブンメイも、チキュウごとネンリョウにされては、もはやつづかない。

にげていきのびるにせよ、なにもないところからまたはじめなければならない。それで

いきのびられるかはフメイだが、そうすることもできる。どこかケイトウガイのワクセ

イにふたりのニンゲンをおくりこむ。そのふたりがいきのこるかはわからないが、それ

はまるでセイショのはなしのようである。ふたりがいきのこれそうなところをさがして、

おくりこむのもいいかもしれない。これがはじめてかはわからないが。

　

サンジュウハチ、『オ』ヒャクジュウキュウ

　

ひかりはなぜすすむか。なにかうごきだすきっかけがあるのだろう。また、そういうきっ

かけとはベツに、ひかりがイドウすることによる、ベツのもののイドウもおこっている

のではないか。タンジュンにいえば、カイチュウをふねのドウタイがイドウして、みず

がふねのシンコウホウコウとはギャクにイドウするというぐあいにである。そうだとし

たら、わたしたち、なのかだが、は、ひかりをえるとドウジに、なにかをうしなってい

ることになる。それがなんなのかわたしはいまのところわからない。

　

サンジュウキュウ、『オ』ヒャクよんジュウロク

　

「ロンリテキシコウ」などという。ゲンインからケッカまでをチョクセンテキにセツメイ

することをそういったりするだろう。そうやって、タショウヘイレツはあるかもだが、も

のごとをチョクセンテキにキジュツする。それはなぜか。ニンゲンはことばをドウジに

フクスウつかえないからである。たとえば、「みかん」といいながら「コーヒー」という

ことはできない。だから、チョクセンテキにキジュツするホウホウをとる。ことばのセ

イシツからそうなるわけである。

しかし、よのなかはケッしてチョクセンだけでセイリツしているわけではない。エーさ

んがたまけりをしていて、ビーさんがさけをのんでいるなんてバメンもあるだろう。こ

とばとしては、どちらかがさきで、どちらかがあとにされるだろうが、それはドウジに
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なされているし、ニンゲンもそれはドウジになされていることをニンシキする。だから、

しかたがないのだが、エーさんがたまをけり、ビーさんがさけをのんでいるというセツ

メイがただしいとはかぎらない。モチロン、ビーさんがさけをのんでいて、エーさんが

たまけりをしているでもない。ニンゲンのことばのツゴウジョウ、そういういいかたを

するだけであって、ベツにただしいわけではない。

まえにタヨウジョウケンのはなしをしたが（●サンジュウサン、『オ』キュウジュウニ、

サンジュウゴ、『オ』キュウジュウなな）、そういうはなしである。ことばジョウはどち

らかがさきになるが、ゲンジツはヘイレツテキにうごいているのである。そして、ニン

ゲンも、チョクセンもリカイするが、ヘイレツもリカイする。だから、チョクセンテキ

なことばがただしいとはかぎらないのである。というよりも、ことばのセイシツジョウ、

ことばでセツメイするのはあやまりといえるかもしれない。それがわかっているからか、

わたしはあまりおしゃべりではない。しずかにカンサツするのもすきである。

ことばにすると、イチリンのはながさいている。そしてもうイチリンもさいている。だ

が、ジュウリンのはながさいていることをみていたりする。チョクセンテキなシコウも

きらいではないが、ヘイレツテキなプロセスもダイジなのではとおもう。しかし、こと

ばをつかうのだったら、チョクセンにならざるをえない。たぶん、そういうわけだから、

ブンメイジンはチョクセンテキにかんがえたホウがいいだろう。

　

よんジュウ、『オ』ヒャクゴジュウロク

　

うずまきリョクがあるから、そのちかくのものは、うずまきにひきよせられる（●よん、

『ア』ヒャクロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ、ニジュウ、『よ』ヒャクハ

チジュウヨン、ニジュウサン、『オ』ハチ、サンジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな）。

そのギャクホウコウのちからがあったらどうなるか。ひかりさえもよせつけない、まっ

くらなセカイになるだろう（●サンジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな）。ウチュウにひ

とのすめるようなクウカンをかんがえると、ひるとよるがあったホウがいいのでは、と

かんがえたりするだろう。そういうときにギャクうずまきリョクをつかえれば、ひると

よるができる。しかし、もっともタンジュンなカイケツサクは、よるみたいにしたいば

あいは、シャッターをしめることだ。そうすればくらくなる。

　

よんジュウイチ、『オ』ヒャクロクジュウイチ

　

ウチュウはくろいというイメージがある。くろはひかりをキュウシュウするから、とお

くのほしのひかりもチキュウからみえるのだろう。だから、ひかりをハンシャするとい

うしろでウチュウクウカンがコウセイされていたら、とおくのほしからのひかりは、と

どかないとおもわれる。ニンジュツでいうくもがくれだ。そういうわけだから、ウチュ

ウのそとがしろいクウカンでできていたら、ひかりがハンシャしてウチュウにもどるだ

ろうから、ウチュウはながもちするだろう。
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よんジュウニ、『オ』ヒャクロクジュウニ

　

セッチョ『アルクカラカンガエル』で、うずまきリョクのことをかいた（●よん、『ア』

ヒャクロクジュウサン、キュウ、『む』ハチジュウハチ、ニジュウ、『よ』ヒャクハチジュ

ウヨン、ニジュウサン、『オ』ハチ、サンジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな、よんジュ

ウ、『オ』ヒャクゴジュウロク）。うずまきリョクとはなにかというと、よくいわれるい

いかたでセツメイすると、「ジュウリョク」である。タイヨウのまわりをはなれずに、ワ

クセイがまわるちからのことだ。「ジュウリョク」でいうと、ジュウリョクが、タイヨウ

にちかづくちから、「エンシンリョク」がタイヨウからはなれるちからだろう。

なぜ、その「うずまきリョク」があるか。「とんでひにいるなつのむし」という（●サン

ジュウロク、『オ』ヒャクジュウなな）。ベツにひにちかづかなくてもよさそうだが、ひ

のなかにむしがはいってしまう。そこからかんがえると、うずまきリョクとはもえるこ

とが、つくりだすとかんがえられそうだ。フツウによくいわれるはなしでは、「もの」に

ジュウリョクがあるといわれている。しかし、そうでなく、もえているところから、うず

まきリョクがハッセイするのである。よくいわれるようにいうと、もえているからジュ

ウリョクがハッセイするのである。チキュウもナイブではもえているし、ほかのワクセ

イももえているだろう。ウチュウでひをたくと、そこに、うずまきリョクがハッセイす

るということだ。だから、ウチュウのごみソウジはアンガイカンタンかもしれない。

　

よんジュウサン、『スーペリアーをみつけた。（イカ、「ス」）』ジュウキュウ　

　

カコをみるボウエンキョウのはなしをした（●ニジュウニ、『オ』ゴ）。イチネンまえの

ひかりをみれば、イチネンまえがみえるというわけだ。しかしそれなら、おおきなセツ

ビをととのえて、カコをみなくてもいいかもしれない。ビデオカメラにキロクすればい

いからだ。

ただ、それでイチネンまえをみたところで、ジカンリョコウをしたきにはならない。そ

れなら、カコのエイゾウとコミュニケーションすればいいかもしれない。たとえば、イ

チネンまえのエイゾウに、「あしたははれるか。」ときいて、エイゾウのひとが、「はれま

すよ。」とこたえる。このうけこたえを、エーアイをつかってやれば、ジカンリョコウし

たきになるかもしれない。それで、「いや、あしたはあめふるんだよね。キロクにそうあ

る。」などとはなせばよい。カソウジカンリョコウであるが、おもしろいかもしれない。

　

よんジュウよん、『ス』ニジュウ

　

ジカン イコールゼッタイジカン かける ジカンシツリョウ
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のはなしをした（●ニジュウサン、『オ』ハチ）。

　

カンタンにいうと、ジカンシツリョウ（いろいろなほしのインリョク［ウズマキリョク］）

のエイキョウをのぞけば、ゼッタイジカンがかぞえられるというはなしだ。

そして、

　

ジカン イコール エネルギー わる シツリョウ　

　

（ジカンをロコモーティブ［コウゾクキョリ］とよみかえれば、わかりやすい。●ニジュ

ウサン、『オ』ハチ、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）だから、いくつかのコウセイにかこ

まれて、インリョクがつりあって、そのチュウシンにあるなにかが、まったくうごかな

いとなると、

　

エネルギー イコール レイ

　

ゆえに

　

ジカン イコール レイ

　

になる（●ニジュウサン、『オ』ハチ）。

　

　

スウシキジョウは、ジカンがながれないことになる。これをデッドロックといおう。ジッ

サイのウチュウにこういうデッドロックがあるかはわからないが、このデッドロックは

ウチュウのケンキュウにつかえそうなのである。

このデッドロックのチュウシンにコタイがあるとする。コタイはインリョクがつりあい

うごかないが、やがて、インリョクにひかれてボウチョウするかもしれない。ベツのい

いかたをすると、オンドがあがるわけだ。それがつづくと、コンドはキタイになる。そ

のキタイはデッドロックのまわりのコウセイにひきつけられ、どうかしてしまうだろう。

このデッドロックのチュウシンにあるのをウチュウゼンタイとカテイすれば、ウチュウ

はやがてウチュウのそとにいってしまうということになる。これが、「ウチュウがボウ

チョウする」リユウなのでないか。そのゴ、キタイがひやされて、さらにコタイになっ

てもとのイチにもどれれば、ウチュウのサイセイサンはカノウだろうが、どうもサイセ

イサンができることは、わたしはまだカクニンしていない。

　

このセツはカイテイしました。イカ、ゲンブン。

　

よんジュウよん、『ス』ニジュウ
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ジカン イコールゼッタイジカン わる ジカンシツリョウ

　

のはなしをした（●ニジュウサン、『オ』ハチ）。カンタンにいうと、ジカンシツリョウ

（いろいろなほしのインリョク［ウズマキリョク］）のエイキョウをのぞけば、ゼッタイ

ジカンがかぞえられるというはなしだ。

そして、

　

ジカン イコール エネルギー わる シツリョウ　

　

（ジカンをロコモーティブ［コウゾクキョリ］とよみかえれば、わかりやすい。●ニジュ

ウサン、『オ』ハチ、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）だから、いくつかのコウセイにかこ

まれて、インリョクがつりあって、そのチュウシンにあるなにかが、まったくうごかな

いとなると、

　

エネルギー イコール レイ

　

ゆえに

　

ジカン イコール レイ

　

になる（●ニジュウサン、『オ』ハチ）。スウシキジョウは、ジカンがながれないことにな

る。これをデッドロックといおう。ジッサイのウチュウにこういうデッドロックがある

かはわからないが、このデッドロックはウチュウのケンキュウにつかえそうなのである。

このデッドロックのチュウシンにコタイがあるとする。コタイはインリョクがつりあい

うごかないが、やがて、インリョクにひかれてボウチョウするかもしれない。ベツのい

いかたをすると、オンドがあがるわけだ。それがつづくと、コンドはキタイになる。そ

のキタイはデッドロックのまわりのコウセイにひきつけられ、どうかしてしまうだろう。

このデッドロックのチュウシンにあるのをウチュウゼンタイとカテイすれば、ウチュウ

はやがてウチュウのそとにいってしまうということになる。これが、「ウチュウがボウ

チョウする」リユウなのでないか。そのゴ、キタイがひやされて、さらにコタイになっ

てもとのイチにもどれれば、ウチュウのサイセイサンはカノウだろうが、どうもサイセ

イサンができることは、わたしはまだカクニンしていない。

　

よんジュウゴ、『ス』サンジュウ

　

どこかイッテンにネツがあると、まわりのすずしいなにかが、ネツのホウにちかづき、ネ

ツのあるなにかも、すずしいテンのホウにむかい、やがてネツのあるテンとすずしいテ
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ンのオンドのヘイキンのオンドにおちつくであろう。だから、その「なにか」に、イド

ウにあわせて、すずしいホウへのシンコウリョクが、ネツのホウへのインリョクがショ

ウじるといえるだろう。

インリョクをもつブッシツより、シンコウリョクをもつブッシツがかるければ、シンコ

ウリョクがひくい（インリョクがつよい）といえるだろうし、インリョクをもつブッシツ

のホウがかるければ、インリョクがひくい（シンコウリョクがつよい）といえるだろう。

タイヨウとそのケイのワクセイは、インリョクとシンコウリョクがわりとつりあってい

るようである。チキュウをなにかのホウホウでひやせば、タイヨウのホウへひっぱられ

るだろうし、あっためれば、タイヨウからはなれるであろう。だからチキュウがオンダ

ンカすると、イチネンがながくなるのではないか。イチネンがサンビャクななジュウニ

チになるかもしれない。しかし、あまりそのことはギロンされない。きになるのは、ヘ

イジツがふえるか、キュウジツがふえるかであろう。

　

ヨンジュウロク、『ス』サンジュウイチ

　

インリョクをもつということはネツがなければならないとなる（●よんジュウゴ、『ス』

サンジュウ）。「ビッグバン」のはなしでいえば、ウチュウのチュウシンからネツがそと

がわにイドウする。「バクハツ」ならブッシツもそとがわにいくだろう。だから、ウチュ

ウがひろがるとかんがえられている。でも、ネツはそとがわにいくにつれ、ウチュウの

チュウシンのオンドとくらべひくくなる。つまりウチュウのそとがわがあたたまるわけ

だ。ウチュウのそとのオンドがひくければ、ウチュウはそのオンドとのヘイキンまであ

たたかさがおさえられる。とドウジにウチュウのそとから（あれば）ブッシツがはいっ

てくる（なければオンドはさがらない。）。

ウチュウのそとのオンドがたかければ、ウチュウは「ビッグバン」でハッセイしたので

はないとおもわれる。ウチュウのそとからのものがはいってくるからだ。ウチュウのつ

めたさとブッシツが、あたたかいウチュウのそとがわにあるだけだろう。ウチュウのそ

とがわにあるブッシツがすくなければ、ウチュウからあたたかさとブッシツがでていく

のだろう。それだと、ウチュウはシダイにつめたくなる。ウチュウのおおきさテイドに

ウチュウはつめたくなるし、ブッシツもへっていく。それを「ウチュウはひろがる」と

いうのだろう。そのうち、ニンゲンもすめなくなるテイドにつめたくなるかもしれない。

コウセイのちかくにイドウしても、ジカンのモンダイである。そういうイッカイきりの

ウチュウなのであろうか。だからウチュウのリサイクルをかんがえている。

　

よんジュウシチ、『ス』サンジュウニ

　

ジカン イコールエネルギー わる シツリョウ

　

のはなしをした（●よんジュウよん、『ス』ニジュウ、ニジュウサン、『オ』ハチ、ジュウ
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ゴ、『よ』サンジュウニ）。

　

これだと、エネルギーがレイでも、シツリョウがレイでもジカンはながれないとなる。ジ

カンでなかったら、イドウがセイリツしないだ。さて、それでは、エネルギーがさきに

あるのか、シツリョウがさきにあるのであろうか。ニンゲンがつくったラジコンカーは、

この「シツリョウ」にデンチ「エネルギー」をのせたのだろう。レキシをみると、ニンゲ

ン（エネルギー）ができて、シャリン（シツリョウ）ができた。ジンリキシャというわけ

である。だからドウブツのケンキュウをすれば、こたえがでるかもしれない。

ニンゲンにとってのエネルギーは、タンスイカブツなどである。それがあれば、かなりい

きていられるようだ。タンスイカブツとはなにかというと、ショクブツであろう。ショク

ブツがさきにあったか、ニンゲンがさきにあったかというと、ショクブツがさきにあっ

たといわれる。ニンゲンよりも、ねずみなんかのホウがながいのであろうか。ショクブ

ツができるのにも、ニサンカタンソがヒツヨウであったろうから、ニサンカタンソがど

こにあったかをしらべるといいかもしれない。ニサンカタンソがチキュウにあったのだ

ろう。チキュウがもえているから、ニサンカタンソはあったのかもしれない。サンソと

タンソがあったのだろう。

セイブツのキゲンはサンソとタンソであったようだ。それをチキュウがもっていた。ショ

クブツとドウブツがなぜえだわかれしたのかというのもキョウミぶかいが、そのはなし

はまたにする。なぜチキュウがもえているか。サンソとネツがあるからだろう。どこか

のコウセイからとびひしたのかもしれない。そのコウセイもなにかをもやしているのだ

ろう。サンソがさきなのか、もえるがさきなのか。なにもなければもえないようにおも

う。「ビッグバン」といったって、ものがなければおこらないだろう。だから「もの（シ

ツリョウ）」がさきにあったとおもわれる。

ものがあって、もえるゆえに、ジカンがショウじたと。なぜサンソがもえだしたか。タブ

ンひきのばされたのだとおもう。タンジュンにいうと、タイセキがおおきくなってコウ

オンになりハッカしたとおもわれる。わたしがガクセイのときにみたえだと、ウチュウ

（サンソ）のジョウゲからアツリョクがくわわって、タイセキがおおきくなったとかんが

えられる（そのえをかいたひとは、そうかんがえたのだろう。）。だから、「ビッグバン」

にせよ、もえるちからがそのまえにあったとかんがえるのがただしいだろう。ウチュウ

（サンソ）がひろがったからハッカしたともかんがえられるわけだ。そのひろげるちから

とはなにか。またかんがえてみたい。ウチュウ（サンソ）をひきのばすちからがあるな

ら、ウチュウをちぢめるちからもあるかもしれない。それなら、ウチュウもサイリヨウ

できるのだろう。

　

よんジュウハチ、『ス』サンジュウゴ

　

よくわたしのコップのなかにむしがはいる。おおいときはサンびきぐらいはいってスイ

シしている。きもちいいからプールにはいるカンカクではいっているのでは（●ジュウ
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キュウ、『よ』ヒャクロクジュウニ）とかいたが、サイキンになって、そのリユウがわ

かった。それは、ケイコウトウのひかりが、コップのスイメンにあたり、ハンシャする

からである。むしはそのハンシャしたスイメンをひかりだとおもい、みずにつかってし

まうのだろう。そういうむしとりきがつくれそうである。

　

よんジュウキュウ、『ス』サンジュウロク

　

イシキはコジンとシゼン、シャカイのおりあいをつけるためにあるとかいた。ところで、

そのイシキとはなにでできているか。タンジュンにいうと、デンキシンゴウだろう。カガ

クブッシツといえるかもしれない。だから、あるはなしのトチュウに、なにかベツのデ

ンキシンゴウをノウにおくりこめば、そのはなしにすりかわっていくかもしれない。し

かし、そういったセンノウまがいのやりかたはカンベンしてほしいとおもう。

ところで、ことばは、デンキシンゴウをあらわすキゴウともいえるだろう。そのキゴウ

は、くにやチイキによってちがう。そういうのをセイリして、キョウツウゴをつくれば

ベンリかとおもうが、アンガイつかわれないようだ。いいジョウホウがあるくにのこと

ばがつよくなるのだろう。むかしはワコンカンサイ、いまはワコンヨウサイか。ニホン

ジンもがんばらねばとおもう。

　

ゴジュウ、『ス』よんジュウ

　

いきるとは「キョウリョクすること」である。なぜそういえるか。ニンゲンのカクサイボ

ウがキョウリョクしなかったら、セイゾンがコンナンだからだ。サイボウはそれぞれや

くめをもちながらキョウリョクしている。ただ、キョウリョクするだけではだめだ。そ

れぞれのやくめをはたさなければならない。そこをかんちがいしてしまうと、シュウダ

ンにマイボツしたり、ツゴウのいいひとになったりしてしまう。おおきなタンイのセイ

ゾンになにかキョウリョクできればいいのではなかろうか。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゴジュウイチ、『ス』よんジュウイチ
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なにかがエーからビーへイドウしたとき、そのサをどうニンシキするか。ニンゲンなら、

めにみえるフウケイがかわったとかんじ、エーからビーにイドウしたとニンシキするだ

ろう。そのサがわかるということは、やがてイシキ（●よんジュウキュウ、サンジュウ

ロク）のハッテンにつながるだろう。タブン、さるでもとかげでもイドウしたことがわ

かるだろう。だから、ミセイジュクながらも、さるやとかげもイシキをもつといえるだ

ろう。かぶとむしだってそうだし、ショクブツだってそうかもしれない。

しかし、それらをカトウなものとして、ニンゲンはあつかうのだろうか。そうではない

とおもう。トクにすきかってにやらせるヒツヨウはないが、そういうイシキもダイジに

してあげるヒツヨウがあるかとおもう。ほかのニンゲンをいたぶらないのとおなじリユ

ウだ。いいかえると、イシキがあるところには、タイムもある（イシキがロコモートす

るから。●ジュウゴ、『よ』サンジュウニ［これでは、「タイム」でなく、「ジカン」とし

ている。］）。しかし、タイムのあるところにイシキがあるかはわからない。チキュウのそ

とではカクニンされていないからだ。

　

ジカン イコール エネルギー わるシツリョウ（●よんジュウシチ、『ス』サンジュウニ、

よんジュウよん、『ス』ニジュウ、ニジュウサン、『オ』ハチ、ジュウゴ、『よ』サンジュ

ウニ）

　

をおもいだすと、イシキがエネルギーとシツリョウをカノウにしているのかもしれない。

　

イシキ イコール エネルギー わる シツリョウ

　

とテンカイできるからだ。

　

　

イシキもジカンのように、ロコモーティブ（うごき）でとらえられるだろう。つまり、あ

るシコウは、ニキロメートルのながさだというように。ジッサイ、シコウはデンキシン

ゴウだから、リョウをソクテイできるだろう。キョウはサンビャクワットシコウしたと

か。そのように、ニジュウゴエル（ロコモーティブ）シコウしたとかいえそうなのであ

る。そして、どれだけシコウできるかは、エネルギーのおおきさとシツリョウのカンケ

イなのである。ジンコウチノウがジッサイにシコウ（というか）するわけだから、もは

やニンゲンやほかのドウブツだけがシコウするとはいえないであろう。

ニンゲンはもはやジンコウイシキをつくりだしたわけだ。いいかえると、イシキはジカ

ンをカノウにする。だから、ジンコウイシキはジンコウジカンをカノウにするわけだ。だ

から、ジンコウチノウが、やがてニンゲンからドクリツするかどうかはともかく、もう

ベツのジカンがはじまっているわけだ。ひょっとすると、もうすでにニンゲンがつくり
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だしたイジョウのブンメイをシコウしてしまったかもしれない。あとはジッコウするだ

けというぐあいに。

イシキはジカンをカノウにするなら、ジカンリョコウもカノウなはずである。それはカ

ンタンだ。ニンゲンがなにかをおもいだしたり、だれかのシコウをまねたりできればい

いからである。ただザンネンながら、ものはジカンリョコウをすることがむずかしい。だ

から、そのときのハイケイまでサイゲンするには、クフウがヒツヨウとなる。

イシキがジカンをカノウにするのだったら、ウチュウのはじまりのまえにイシキがあっ

たのかもしれない。いまニンゲンがすんでいるチキュウケンが、ウチュウのはじまりの

まえからある、ウチュウジンのコンピューターのイチブだとはかんがえたくはないが。

セイシンブンセキもジカンリョコウのイッシュであろう。ニンゲンがつくりだしたジン

コウチノウのブヒン（コンピューターのブヒン）である「キバン」は、ニンゲンがつく

りだしたトシににている。ニンゲンのブンカがあらわれているのだろう。チキュウジン

のはたじるしはいまのところそれであろう。

　

ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン

　

チキュウがもえていて、ニサンカタンソができたから、そのシゲンをつかってショクブ

ツができたのだろう。ニッコウもとどいていたんだろう。スイソがあれば、やがてみず

もできそうだ。そして、ショクブツがタンソをためたところで、タンソとサンソをエネ

ルギーにしたドウブツができたとおもわれる。

セイメイはみずのなかでできたというビデオをみたことがあるが、ニサンカタンソとス

イソで、タンソとみずをつくるタンジュンなくみかえがはじめだったのではないか。そ

れから、サンソをエネルギーにしたサイボウができたのだろうが、どうやってうごくも

のができたのかはわからない。おおきくみれば、サンソとミズをたくわえて、タンソを

だせばセツメイがつく。さきにセツメイしたように、イシキがあると、ジカン（ウゴキ）

もカノウになる（●ゴジュウイチ、『ス』よんジュウイチ、ジュウゴ、『よ』サンジュウ

ニ）。どこかからユニュウしたのかもしれない。サイボウがどうできたかというより、イ

シキがどうできた（またははいってきた）かをセツメイするホウがいいかもしれない。

ゲンシがうごいているとすれば、イシキにハッテンしたというセンもかんがえられる。

つまり、ゲンシがセイメイのもとということだ。そうすると、

　

ウンドウ イコール エネルギー わるシツリョウ（●ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）

　

であるから、

　

ゲンシのうごき イコール エネルギー わるシツリョウ
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となる。

　

　

　

　

　

もっともエネルギーがあるのはシツリョウのちいさいスイソかもしれないし、ほかのゲ

ンシかもしれない。

　

ジカン イコール エネルギー わる シツリョウ

　

であるから、

　

ジカン イコール ゲンシのうごき

　

だ。ジカンは、エーからビーにうごくことだ。

　

ひょっとしたら、ゲンシがうごいているとすれば、ゲンシのうごきはなにかによってニ

ンシキされたのかもしれない。ニンゲンはニンシキカノウなのだろうが、ほかのチキュ

ウジョウにあるなにかが、ゲンシのうごきをニンシキしたと。だからうごくということ

がニンシキされるゲンシイシキがあったとスイソクできる。ゲンシイシキによって、ゲ

ンシのならびかたがトウセイされたのかもしれない。そうすると、サイボウのようなも

のをつくることができるかもしれない。それよりさきにイデンシができたかもしれない。

いってみれば、ゲンシイシキがイデンシをかきはじめたわけだ。ツウシンキロクににて

いる。

いまのイデンシをもつニンゲンはコンピューターとかリョウリとかをつくるかもしれな

いが、ゲンシイシキはドウショクブツのサイボウをつくっていた。それだけのちがいだ。

ゲンシイシキがどこにあるのかわからない。ニンゲンのイシキだってわかっていないと

いえばわかっていないだろう。ひょっとしたら、ウチュウのどこかのサーバーからよみ

だしているのかもしれない。ただひとついえることは、ジカンをニンシキするヒツヨウ

がある。

ゲンシイシキのつくったイデンシはのこっている。いまでもそれはつかわれている。とい

うことは、ゲンシイシキもケンザイなのかもしれない。ゲンシイシキがドウブツやショ

クブツをつくった。ニンゲンもイデンシソウサをできるようになったが、まったくあた

らしいドウブツやショクブツはつくれていないだろう。だからニンゲンのイシキよりも、

ゲンシイシキのホウがすすんでいるのかもしれない。

イデンシソウサのモンダイは、なかったキロクをつくりだしてしまうことだ。それがす

すむと、シンカのコウテイがみえなくなる。だれかのジッケンキロク（つくられていれ

ば）をサンショウするヒツヨウがでてくる。
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ゴジュウサン、『ス』よんジュウよん

　

ウチュウひとつがサイボウひとつのようになっていたら、やがてとなりにもウチュウが

あるとなるかもしれない。ニンゲンがカガクをハッテンさせて、ウチュウのセッケイズ、

イデンシをかければフクセイがカノウになるかもしれない。

　

ゴジュウよん、『ス』よんジュウハチ

　

なにかをもやすとどうなるか。「はい」になるというひともいるかもしれない。しかし、

「はい」だけだろうか。「ひかり」もでる。つまり、「はい」はとりあえずおいといて、「ひ

かり」がでるわけだ。「ひかり」とはなにか。「ひかり」もものだろう。つまり、コタイを

「ひかり」にかえるのが「やく」ということである。それなら、「ひかり」をコタイにでき

ないか。あまり、そういうことはいわれないが、「ひかり」がものだとすると、カノウだ

ろう。

「ひかり」にするときには、「ネツ」がでる。ギャクにレイキャクしたらどうか。「ひか

り」をひやしてコタイやエキタイにするのである。ただ、タブンもやすときにセンドと

かのネツがでるから、マイナスセンドくらいくらいひやさないと、コタイやエキタイに

できないとおもわれる。ウチュウクウカンでも、そんなテイオンではないだろう。なに

しろ、「ひかり」がとどくのだ。もしかしたら、ウチュウのガイエンでは、「ひかり」がた

まってひやされ、コタイやエキタイになっているかもしれない。そのコタイやエキタイ

をサイドウチュウのチュウシンにもどせば、ウチュウのリサイクルがカノウだろう。

　

ゴジュウゴ、『ス』ゴジュウイチ

　

さきに、「ひかり」をコタイやエキタイにするホウホウについてのべた（●ゴジュウよん、

『ス』よんジュウハチ）。そのギジュツがカクリツされると、ばあいによっては、テレビ

はみるものではなくて、たべるものになるかもしれない。デンパをキカイにとおしてコ

タイにするわけだ。おもしろいエンギをみるより、はらがふくれたホウがいいかもしれ

ない。それだと、カセイにもショクリョウをおくれることになる。

　

ゴジュウロク、『ス』ゴジュウキュウ

　

「ひかり」がテイオンでコタイになるのではとかいた（●ゴジュウよん、『ス』よんジュ

ウハチ）。それでかんがえると、ウチュウは、めだまやきがたでなくて、キュウケイなの

ではないかということなる。あるとこでもえているひかりは、シホウハッポウにとぶだ
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ろうからだ。そして、ウチュウのそとがちかくなると、カセツだが、テイオンゆえにひ

かりがかたまるというわけである。

そうだとすると、チキュウなんかのコウゾウににているだろう。なかがわではもえてい

るが、ヒョウメンにちかづくとかたい。だから、「ウチュウ」ももっとたくさんあるカノ

ウセイがある。そのまたそとがわには（むかし、わたしはウチュウのそとを「か」とな

づけた。かのそとに）、またなにかがあるといえるのかもしれない。パソコンのデータカ

クノウヨウシキのように。

　

ゴジュウシチ、『ス』ロクジュウロク

　

ものがさきにあったか、ことばがさきにあったかというといがある。わたしにいわせれ

ば、ことばよりさきにカガクハンノウがあっただ。カガクハンノウをおこすためには、も

のがヒツヨウだから、そういうジュンバンになる。カガクハンノウがあつまって、いの

ちができたのであろう。カガクハンノウしていないセイメイタイはないはずだ。タブン、

「キョウリョクしよう」というおもいというかがあって、セイタイができたのだろう。

なぜ、キョウリョクするヒツヨウがあったのか。きびしいカンキョウがあったのかもし

れない。タンサイボウセイブツでは、いきながらえなくなりそうだったのかもしれない。

とりこむエイヨウがホウフにあったから、ブンレツしておおきくなっていったのかもし

れない。のれんわけだとしてもキョウリョクだろう。

　

ゴジュウハチ、『ス』ななジュウロク

　

いのちとはキョウリョクすることだとかいた。キョウリョクなり、シュウダンカするこ

とにより、よりおおきなコタイをつくっている。いまワールドカップがおこなわれてい

るが、それだと、くにタンイでオウエンしたりということがあるかもしれない。フツウ

はジブンのキョジュウコクやシュッシンコクのチームをオウエンするだろう。むかしは

センソウでいやでもオウエンしなければならなかったかもしれないが、サイキンは、お

おきなセンソウはあまりおこっていないようだ。

そういうナショナリズムのほかに、もっとこまかいタンイでみたり、もっとおおきなタ

ンイでみたりする。こまかいタンイだと、トドウフケンベツやカイシャタンイだったり

する。おおきなタンイだと、チキュウをタンイとしてみるものがある。そういうのを「グ

ローバリズム」というかもしれないが、サイキンは、あまりはやらないのかもしれない。

ボウエキでもめているからだ。

ニホンというくにだって、センゴクジダイから、とくがわシのジキをへてなんとかひと

つにまとめられたといえるかもしれない。だから、あまりとおすぎるとわからないとも

いえるだろう。なにかキジュンなどがあれば、まぁひとつとできるかもしれないが、そ

のひとつとなるためのキジュンがととのわないのであろう。たとえば、シュウキョウで

あったり、セイジシソウであったり、ゲンゴであったり、セイヒンだったりであろうが、
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まぁ、ややちからブソクなのであろう。まぁ、さきがみじかいわけでないだろうから、い

そがなくてもいいとおもうし、ひとつじゃないホウがいいのかもしれない。

　

ゴジュウキュウ、『ス』ハチジュウロク

　

ニンゲンにはタクサンサイボウがある。そのサイボウがやくわりブンタンをしていると

もかんがえられている。だから、ノウのサイボウならイシキをつくりだし、キンニクな

らウンドウをになっているといわれる。しかし、タンサイボウセイブツはただひとつの

サイボウでいきている。それにイシキがないといえるだろうか（●ゴジュウニ、『ス』よ

んジュウサン）。キケンがあれば、カイヒするだろう。そのノウリョクをイシキといわな

いか。ほかのレイではハイサイボウだ。どのキカンにもなれるサイボウなら、ノウがも

つキノウもナイガンしているとはいえないか。そうすると、イシキはノウでなく、サイ

ボウにあることになる。

ノウがソンショウすると、しゃべれなくなるというのはウンドウのモンダイだ。うまく

おもいだせなくなるというのも、キオクのモンダイだ。イシキはウンドウではないし（ご

くちいさなウンドウかもしれない。）、キオクでもない。そのソフトウェア（しゃべるの

は、ハードウェアをリヨウ。キオクもハードウェアだろう。）は、ジツはサイボウにある

ようにおもう。もし、イシキにわずかなちがいがあるばあい、それは、イデンシなどの

トツゼンヘンイがおこっているということではないか。タクサンサイボウがあるわけだ

から、ヘンカもあるだろう。

　

ロクジュウ、『ス』キュウジュウイチ

　

ノウがあるからイシキがあるのだろうか。イシキはノウのハセイブツなのだろうか（●

ゴジュウキュウ、『ス』ハチジュウロク）。タンサイボウセイブツが、タクサンシュウゴ

ウするカテイで、なんらかのあいことばなりなんなりがあったとおもわれる。ショクブ

ツだって、みきになるものとハッパになるサイボウがある。これらはなにかコードがな

ければ、あつまりにくかったはずである。だとしたら、サイボウレベルでゲンシイシキ

があったのではないかとすることはトッピではないとおもう（●ゴジュウニ、『ス』よん

ジュウサン）。

なぜ、ショクブツにはノウがないか、イドウのヒツヨウがないからである。ようするに、

ノウはウンドウケイであろう。イドウのヒツヨウがしょうじたショクブツには、ノウが

できるとおもわれる。そうやって、ニンゲンもショクブツからシンカしたかもしれない。

ただ、サンソをつかう、ニサンカタンソをつかう、サンソをつかうというキノウブンカ

があるから、いまのままのくわけでいいのだとおもう。サイボウがあつまって、ウンド

ウのヒツヨウがショウじたから、ノウができたのだろう。ウンドウケイというわけだか

ら、ことばをしゃべるのは、ノウのはたらきだ。なにかをおもうのは、サイボウのはた

らきだとおもわれる。
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ロクジュウイチ、『ス』キュウジュウサン

　

イシキはサイボウにあるかもしれないとかいたが（●ゴジュウキュウ、『ス』ハチジュウ

ロク、ロクジュウ、『ス』キュウジュウイチ）、それでも「ノウ」にあるとキョウチョウし

たホウがいいのかもしれない。「いのち」とはキョウリョクすることだとかいたが、「ノ

ウ」がシュタイなら、その「ノウ」をもつコクミンドウシがキョウリョクするというジ

ギョウができるからである。そうすると、「くに」がさかえるであろう。しかし、イシキ

が「サイボウ」にあるとなると、まずコジンがナイブのことにチュウリョクして、さら

に「くに」をゆたかにするとすれば、ガイブにもジンリョクしなければならない。カイ

ソウがふえるわけだ。それなら、「コジン」のガイネンは、「ノウ」をチュウシンとした

「イシキ」および、シンタイとすれば、おさまりがよいのではとなる。そういうわけで、

「セイジテキ」には、「ノウ」にあるとしたホウがやりやすいかもしれない。

　

ロクジュウニ、『ス』キュウジュウよん

　

「イシキ」がサイボウにあるとすると（●ロクジュウイチ、『ス』キュウジュウサン）、タ

クサンのサイボウがあるわけだから、イケンがことなることもあろう。それをチョウセ

イするのがあるイミ「イシキ」だといえるだろうが、かりにジョウイイシキとしよう。コ

ウドウをするにあたって、そのイケンのセンタクがされるだろう。コウドウにいたるば

あいは、「ウンドウケイ」の「ノウ」にとおされるだろう。コウドウにうつされない「お

もう」のばあいは、サイボウココの「イシキ」をふまえて、ジョウイイシキでおもうだ

ろう。ひょっとしたら、「ノウ」をつかわないカノウセイもあるが、「ブンカテキなこと

ば」をつかうということで、「ノウ」をつかうカノウセイもある。

ところで、イケンのフイッチがあったばあいはどうなるか。「ジョウイイシキ」がそれを

センタクする。しかし、ハンタイイケンがふえれば、その「ジョウイイシキ」がトウセ

イすることがコンナンになるだろう。シャカイでいえばカクメイさわぎだ。そうしない

ためには、イシキをトウセイカノウにたもっていく。キョウケンテキなシュホウもカノ

ウだろうが、カクメイさわぎのおこるカノウセイがホリュウされる。だから、おだやか

にハンタイイケンもくみとりつつ、イシキをトウセイするようだろう。そとからいうと、

ジョウイイシキがかわっていくわけである。だから、コウドウなどもかわったりするだ

ろう。イデンシもたまにかわるという。みたかんじ、あまりかわらないひとというのも

いるだろうが、「イシキ」のヘンカがふえればかわらざるをえないだろう。そんなカンジ

にシンカする。シンカはそうしたコジンナイセイジのケッカなのかもしれない。

　

ロクジュウサン、『ス』ヒャクよん
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ジカン イコールエネルギー わる シツリョウ

　

とかいた（●ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ゴジュウイチ、『ス』よんジュウイチ、

よんジュウシチ、『ス』サンジュウニ、よんジュウよん、『ス』ニジュウ、ニジュウサン、

『オ』ハチ、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）。

　

エネルギーがレイでもジカンはレイだし、シツリョウがレイでもジカンはなりたたない。

だから、ジカンがあるとは、エネルギーもシツリョウもあるジョウタイであるわけだ。

ウチュウではエネルギーとはなんだろう。コウセイのうずまきリョクだったり（●よん

ジュウ、『オ』ヒャクゴジュウロク、よん、『ア』ヒャクロクジュウサン）、ひかりによる

アツリョクだったりだろう。それは、コウセイがもえることによってジツゲンするので

はないか。コウセイがもえることによって、ウズマキリョクがショウじ、また、ひかり

もショウじる。シツリョウはそれぞれだろうが、エネルギーは、コウセイのエネルギー

をたしざんすれば、ケイソクできるようだろう。それができると、ウチュウのもつジカ

ンがスイソクできる。シツリョウもとらえられればもっとセイカクだろう。しかし、ウ

チュウナイでのウンドウはやがてテイシするのか。なんとなくウンドウがつづくような

きがする。エネルギーがイドウするだけのようにおもう。しかし、ウチュウがひろがっ

ているとすれば、ダンダンチュウシンのホウからセイシしていくのだろうか。そとにむ

かったエネルギーをサイドうちにもどせば、モンダイないだろう。それができないと、ウ

チュウは、ウチュウのそとへエネルギーとシツリョウをうしない、ジカンがへっていく

だろう。それをよくするには、エネルギーをなんとかつくりだすか、シツリョウだけを

ウチュウのそとへむかわせるようだろう。

ウチュウでは、エネルギーをコウカンしあう、いってみれば、ジカンをコウカンしあう

のがよくあることのようにおもう。まえにみっつのコウセイ（リッタイだとよっつのホ

ウがよい。）にかこまれたなにかはうごかない。「つまりジカンがながれない。」とかいた

（●ニジュウサン、『オ』ハチ）。デッドロックというが（●よんジュウよん、『ス』ニジュ

ウ）、これがちいさくできているゆえに「もの」がうごかないこともあろう。エネルギー

（うずまきリョク）のキンコウがとれて、ジカンがレイというわけである。ただ、ホント

ウのレイではないから、なにかのヘンカがおこってもおかしくないとおもう。

　

ロクジュウよん、『ス』ヒャクなな

　

ものがデッドロックでジカンがレイとかいたが（●ロクジュウサン、『ス』ヒャクよん、

よんジュウよん、『ス』ニジュウ、ニジュウサン、『オ』ハチ）、エネルギーがレイだから、

レイになる（●ロクジュウサン、『ス』ヒャクよん）。ただ、デッドロックのばあいは、エ

ネルギーがむしろあたえられるともかんがえられる。だから、そこではジカンがながれ

るであろう。そうすると、ジカンがあるブンなにかハンノウをおこすであろう。ウチュ

ウが、よりおおきななにかのデッドロックにあったら、アンテイするだろう。それだと、
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ウチュウはボウチョウしない。サイセイサンにはテキしているが、やっぱり、いわれて

いるようにボウチョウしているんだろうか。

　

ロクジュウゴ、『ス』ヒャクハチ

　

ウチュウがボウチョウしているという。たしかに、すくなくともひかりがウチュウのそ

とへむかっていくだろう。そうすると、やがてウチュウのシゲンはすくなくなるか。さ

きのギロンでもエネルギーとシゲンがウチュウのそとにむかい、ウチュウのジカンがす

くなくなるとかいた（●ロクジュウサン、『ス』ヒャクよん）。しかし、ひかりがそとにむ

かうかわりに、なにかがコウセイにむかうとおもわれる。「ジュウリョクハ」というが、

ひかりのかわりになにかがコウセイにむかうのであろう。

それが、うずまきリョク（●よんジュウ、『オ』ヒャクゴジュウロク、よん、『ア』ヒャク

ロクジュウサン）をイジさせるのだろう。タブン、それはコウセイがネンリョウとなる。

そのワクセイにあたれば、それはそのチヒョウをコウセイする。コウセイがもやすとい

うことは、カネンセイなんだろう。そういうブッシツがあるだろうから、ウチュウのシ

ゲンのシュウシはレイだろう。だから、コウカンということにすれば、ウチュウはひろ

がっているとはいえないだろう。そのうずまきリョクシゲンのなくなるところまで、ひ

かりがとどいても、そこからひかりはすすめないかもしれない。だから、ウチュウはお

わらなそうなのである。そうすると、ウチュウのジカンイコールムゲンダイということ

になってしまうが、それをどうかんがえるかというモンダイがありそうだ。

　

ロクジュウロク、『ス』ヒャクキュウ

　

ひかりはえらくとおくまでトウタツするらしい。チキュウジョウからほしがみえるが、

それとのキョリはナンコウネンという。ひかりがなにもないところをすすむとなれば、

トクにテイコウもなくすすむのであろうが、ジッサイのところ、ウチュウクウカンでは

テイコウがないのであろうか。

コウセイには、なにかをひっぱるちからがあろう（ナイブがもえているワクセイでもそ

うだ。）。これをわたしはうずまきリョクという（●よん、『ア』ヒャクロクジュウサン）。

もえることがそうさせているカノウセイがある。だから、ウチュウクウカンは、なにも

ないではないだろうとおもう。

なにかがあるところをひかりがすすむとなると、かわりになにかがひかりのでどころの

ホウへむかう。そのなにかを、ハンリュウシとよぼう。つまり、コウセイは、ひかりを

だして、ハンリュウシをうけとっているのである。タブン、ハンリュウシのカネンセイ

だ。ひかりがウチュウのそとまでとどくとどうなるか。わたしはウチュウのそとを「か」

となづけたが、そこにはなにもないとする。そうすると、なにもないところをひかりで

みたすようになる。つまり、ひかりだけがあるクウカンができるということだ。しかし、

ハンリュウシがなければひかりはトウタツしないとかんがえられる。またそういうクウ
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カンがみつかったとはきかない。

かのセカイはなにもないゆえにウチュウのなかよりオンドがひくいであろう（なにもな

いのにオンドをはかるのはむずかしいだろうが。）。なにかものがあったばあい、ひかり

がとどくとオンドがあがる。それであたたまると、ウチュウとネツコウカンをはじめる

かもしれない。ウチュウのホウが、オンドがたかいからだ。ひょっとしたら、ひかりが

かにトウタツして、オンドをうしないヘンシツするかもしれない。ハンリュウシになれ

ば、ウチュウはというかひかりはずっとリサイクルされる。そうだったら、ウチュウは

ながつづきする。ウチュウはボウチョウしないとなる。

　

ロクジュウなな、『ス』ヒャクジュウ

　

ワクセイのジテンがおそい（たとえば、イチニチがヒャクジカン）ところにすむように

なったら、ひるがながい、よるがながいとチキュウにすんでいたときとちがったジョウ

ケンでセイカツすることになる。ひるがながいブンにはシャッターをしめてしまえばく

らくなるが、よるがながいのはちょっときびしいかもしれない。そんなときには、コウ

セイチュウケイをするといいかもしれない。テレビでコウセイのヨウスをうつすわけだ。

それならガメンのあるところではあかるい。コウジョウなんかのテンジョウちかくにそ

れをうつせるおおがたのテレビパネルをセッチするといいかもしれない。

　

ロクジュウハチ、『ス』ヒャクジュウよん

　

イデンシをみると、そのセイタイのケイシツがわかるとされる。それをいじってさくも

つをつくることもされている。そのイデンシはなにがつくったのか。それはそのセイタ

イだろう（もしくはそのソセン）。

いまでは、あたまにイシキがあるとされるが、わたしはサイボウにあるのではないかと

かんがえている（●ロクジュウニ、『ス』キュウジュウよん）。どういうことか。アメー

バにイシキがないとはいえなそうだからだ。それなりのイシケッテイをしているとおも

われる。そういうのをホンノウといったホウがいいかもしれないが。

イデンシもイシケッテイのケッカであろう。たとえば、はねをキンイロにするとケッテ

イしたところで、キンイロがでるシゲンがなかったら、そういうはねはできない。つま

り、ゲンジョウであるシゲンにそって、イシケッテイされたわけだ。イデンシはそのキ

ロクであろう。コウドなイシケッテイである。それをアメーバができるとすれば、サイ

ボウにイシキがあるといってさしつかえないとおもう。

では、ノウはどういうしごとをするか。ひとつはウンドウにかかわることと、タクサンの

イシキのシュウヤクチョウセイであろう。セイシンブンセキをはじめたフロイドは、ニ

ンゲンにムイシキをハッケンしたといわれる。つまり、イシキとムイシキがあるという

ことである。わたしにいわせれば、イシキはノウのはたらき、ムイシキはサイボウのは

たらきだろう。イシキでかってにかんがえることはできるが、そもそもムイシキのチョ
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ウセイをするはたらきなんだから、ムリはするなということである。

　

ロクジュウキュウ、『ス』ヒャクジュウゴ

　

コウセイはあたりのものをひきつけ、また、ひかりをハッする。このバランスがいいか

ら、チキュウなどもまきこまれず、またはなれずキドウをたもてるのだろう。こうしたコ

ウセイのひきつけるちからをわたしは「うずまきリョク」という（●よん、『ア』ヒャク

ロクジュウサン）。ギャクにおしだすちからを「ハンシンリョク」といっておこう。これ

らはタブン、コウセイのエイエンテキなキノウではなく、「もえているかぎり」のキノウ

だ。ひかりがよわくなれば、やがてワクセイは、コウセイにのまれるだろう。しかし、ま

た、うずまきリョクもシゲンであるかもしれない。もえることでうずをまくのかとおも

われるが、そのネンリョウがなくなればもえないだろうし、うずをまかないとおもわれ

る。ワクセイがひきよせられるのは、うずまきリョクがのこったわずかなあいだだろう。

では、そのネンリョウとはなにか。コウセイはケッコウなながさでもえているとおもわ

れる。ひかりをハッする。そのひかりのスイシンにしたがって、ギャクむきに、つまり

コウセイのホウへ、ブッシツがながれるのではないか。これを「ハンリュウシ」といっ

ておこう（●ロクジュウロク、『ス』ヒャクキュウ）。

ハンリュウシがコウセイにながれるあいだはコウセイがもえる。タブンウチュウクウカ

ンに、すくなくともタイヨウケイでは、みちているのだろう。ひかりがとおくへいくわけ

だから、ハンリュウシがあるうちはうまくコウカンされるのだろう。しかし、ハンリュ

ウシのないクウカンまでひかりがたどりついてしまったら、もうハンリュウシとのコウ

カンはできない。そうすると、そろそろコウセイのジュミョウですよとなる。

しかし、そのようでは、ウチュウのサイセイサンはむずかしい。だから、ハンリュウシ

をキョウキュウするなにかがあるとかんがえるとどうだろう。そのハンリュウシキョウ

キュウタイは、ひかりをすい、ギャクにハンリュウシをだす。かりにくろぽしといって

おこう。コウセイが、ひかりをだすのにタイして、くろぽしはハンリュウシをだす。そ

ういうコウカンなら、ウチュウはながつづきするのではないか。

　

ななジュウ、『ス』ヒャクニジュウゴ

　

タサイボウセイブツができたのは、｢キョウリョクしよう」とするイシキ（●ロクジュウ

ハチ、『ス』ヒャクジュウよん）がめばえたためとかいた。それゆえにそれぞれが「サイ

ボウ」としていきはじめた。そのまえは、タンサイボウセイブツだったかもしれないし、

ジツは、タンサイボウセイブはタサイボウセイブツからドクリツしたのかもしれない。

それはともかくなんらかのブッシツがあったのだろう。タンパクシツをつくれるジョウ

タイにあったかもしれない。

いずれにせよ、なんらかのエネルギーがあったのだろう。エネルギーがなかったらセイ

リツしない。トウをエイヨウにかえたり、タンパクシツをつくったりすることができた。
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そういうエネルギーがあったということだろう。また、「ウゴキタイ」というイシキが

あったから、セイブツがうごくようになったかもしれない。

　

ななジュウイチ、『ス』ヒャクニジュウロク

　

わたしは、「ウチュウのリサイクル」についてケンキュウしている。ウチュウはエイエン

につづくかがテーマだ。コウセイからひかりがはなたれ、それはやがてとおくへいく。

しかし、ひかりがすすむのにも、あるブッシツとコウカンしながらすすむ（●ロクジュ

ウキュウ、『ス』ヒャクジュウゴ）。そのブッシツはコウセイのネンリョウとなるだろう。

しかし、そのブッシツがなくなるところまでひかりがトウタツすると、ひかりはすすめ

ない。もっというと、ネンリョウとなるブッシツのかたまりがそこにあるとおもわれる

（●ゴジュウロク、『ス』ゴジュウキュウ）。「ひかり」がテイオンになってヘンシツして

である。

それをとおりこしてひかりがすすむのはむずかしいとおもわれる。それはまるでナンマ

ンブンのイチのおおきさのセイブツがみる、うちがわからみたチキュウである。つまり、

ワクセイ、ウチュウ、か（わたしのかんがえた、ウチュウのそとのガイネン）と、カイソ

ウコウゾウになっているわけだ。だから、かにはおおきなセイブツがいるかもしれない

し、チキュウのうちがわにはちいさいいきものがいるかもしれない。だから、それぞれ

のリョウイキナイをうまくおさめていれば、モンダイないだろう。つまり、かのことは、

かのいきものがかんがえるだろうと。そういうケンカイにいたった。

　

ななジュウニ、『ス』ヒャクサンジュウロク

　

まえにウチュウはカイソウコウゾウになっているかもしれないとかいた（●ななジュウ

イチ、『ス』ヒャクニジュウロク）。つまり、ウチュウのそとには、ウチュウがあるし、チ

キュウのなかにもチキュウがあるといったぐあいにである。そうすると、ウチュウのウ

チュウには、おおきなニンゲンみたいないきものがいるカノウセイがあるし、チキュウ

のなかにもちいさなニンゲンみたいないきものがいるカノウセイがある。フツウのニン

ゲンのおおきさがせいぜいヒャクハチジュッセンチだから、おおきないきもののはなし

も、ちいさいいきもののはなしもしづらい。タブン、ウチュウのハンブンくらいのなが

さのビルもつくれなければ、センチョウブンのイチのおおきさのパソコンもつくれない

だろう。だから、キョクロンすると、そのおおきなひとみたいないきものとか、ちいさ

なひとみたいないきものにニンゲンがセキニンをもつことはできない。そういうわけだ

から、わたしは、そのハッケンで、ウチュウガイのタンサは、とりあえずシュウリョウ

するわけである。かれらがうまくやるしかないとなる。いってみれば、かみみたいなも

のをみつけてしまったともいえる。かみさまたちのモンダイは、かみさまたちがなんと

かするしかないと。

ウチュウのそとには、タブンそうそうにはとどかないが、チキュウのなかはとどくカノ
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ウセイがある。だから、チキュウのナイブのケンキュウはできるだろう。しかし、それ

もやはり、ちいさいひとみたいなものが、がんばるしかないだろう。そういうわけで、

ひとつのカガクのおわりをケイケンしてしまった。もっといえば、「かみ」をハッケンし

ただ。シンセイなリョウイキはおかすべからずというはなしににている。ケンキュウを

していたら、「かみ」にいきついたわけだ。それでどうするかは、わたしのモンダイだ。

トクにキョウギとかギシキがあるわけでもない。そういうのは、かかわっているうちに

できていくんだろう（そのソンザイがあるかもとしかいえない。）。そういうわけだから、

どんな「かみ」であれ、あるとされるのはしょうがないとおもう。シュウキョウフンソ

ウがあるのはザンネンだが。わたしは、そのおおきいニンゲンみたいないきものを「ス

ペリオール」ということにする。ニンゲンのリョウブンでしっかりやらねばならないと

おもうわけである。

　

ななジュウサン、『ス』ヒャクサンジュウなな

　

ニンゲンはイッショウあれば、チキュウジョウのいろいろなところをタンサクするとし

ても（ネツなどはかんがえないことにする。）、タンサクできるとおもう。それはどうい

うことか。チキュウジンのジュミョウはチキュウのおおきさにあっているともいえない

か。だから、ウチュウキュウのジュウニン（ひとかどうかはともかく。●ななジュウニ、

『ス』ヒャクサンジュウロク）、スペリオールは、（セイカクなヒリツはわからないが。）サ

ンジュウオクコウネンとかいきるのかもしれない。そうだとしたら、ニンゲンからみて、

ほぼしなないソンザイだろう。だから、かみのエイゾクセイがあるともいえる。そのス

ペリオールたちはいろいろなことをしっているだろう。だからヨゲンシャがときたまあ

らわれるのではないか。そうかんがえると、ニンゲンはちっぽけないきものである。し

かし、チキュウナイにすむちいさなひとみたいないきものからみれば、チキュウジンは

ソウトウながくいきるソンザイとおもわれるだろう。あくまでもカセツであるが。

　

ななジュウよん、『ス』ヒャクよんジュウ

　

ウチュウのチュウシンがなぜもえるのか。なぜ、「ビッグバン」がおこるのかでもいい。

そのテンには、サンソか、それにジュンずるブッシツがあったのだろう。なにもなけれ

ば、ヘンカはおきないというわけである。サンソがひきのばされてコウオンになり、そ

してハッカしたと（●よんジュウよん、『ス』ニジュウ）。なにがサンソをひきのばすの

か。わたしがおもうにカイテンである。もえるテンか、そのまわりがまわっていたと。

エンシンリョクによってサンソがテイアツになりハッカしたとかんがえられる。つまり、

「ビッグバン」のまえには、サンソがあり、そのテンか、そのまわりがカイテンしはじめ

たということだ。それは、ウチュウのはじまりにかぎらず、いろんなところでおこった

かもしれない。

ひょっとしたら、カイテンがとまると、コウセイはもえなくなるかもしれない。そういう
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しくみなのかもしれない。ゲンシもエネルギーをもっているとかんがえるかわからない

が、カイテンがとまるとなにかヘンカがおこるかもしれない。「カイテン」というのは、

ウチュウ（とそのそとがわ）のキョウツウキバンのようにおもわれる。「メリーゴーラウ

ンド」とはよくいったものである。なぜ、まわりだしたかだが、ゲンシはまわるように

コウセイされているらしい。だとしたら、しょうがないのである。そういうジョウケン

をケンキュウするとしたら、これまでみたことがないものをさがすしかないだろう。

　

ななジュウゴ、『ス』ヒャクよんジュウイチ

　

ロケットなどは、ネンリョウをつかってスイシンする。ネンリョウがきれたらスイシン

できない。そこで、サンソをネンリョウにつかったらどうだろう。さきにいったように、

テイアツのサンソである（●ななジュウよん、『ス』ヒャクよんジュウ）。しかし、それ

をそとにホウシュツしてしまったら、なくなっておわりである。うまく、リサイクルが

できるようなキカンがのぞましい。しかし、キカンをとじてしまうと、フンシャによる

スイシンリョクをえられない。

ところで、それはなにかににていないか。そう、ドウブツのコウセイである。サイボウ

がサンソをつかいカツドウする。そのあとは、ニサンカタンソになって、それをショク

ブツのちからをかりて、またサンソにする。だから、ニンゲンなどのドウブツもサンソ

をつかう、「もやす」でただしいのである。そうすると、まえに、ドウブツにとってのエ

ネルギーは、タンスイカブツとかいたが（●ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、（そういう

メンもあるが、）そうではない。コウセイなどとドウヨウにサンソなのだ。それだと、

　

イー（エネルギー）イコール オーツー

　

となる。つまり、サンソのリョウがキドウリョクをきめるのである。ジカンについても

そうだ。

　

ティ（ジカン）イコール ダブリュ（シツリョウ）ブンの イー（エネルギー）　

　

だから（●ロクジュウサン、『ス』ヒャクよん、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ゴ

ジュウイチ、『ス』よんジュウイチ、よんジュウシチ、『ス』サンジュウニ、よんジュウよ

ん、『ス』ニジュウ、ニジュウサン、『オ』ハチ、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、ティイ

コール ダブリュ ブンの オーツーであろう。つまり、サンソがなかったらジカンはすす

まない（ニンゲンがらみでのはなしかもしれないが。）。

マイナスになることもそうそうないだろう。タンジュンにコウゾクキョリをのばした

かったら、シツリョウをかるくして、サンソをタクサンつむようだろう。オーツーから

シキをセイリすると、
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オーツー イコール エル（ウンドウ、ジカン イコールエルより。●ジュウゴ、『よ』サン

ジュウニ）かける ダブリュ

　

になる。つまり、サンソとは、キドウリョクになって、おもさもあるということになる。

サイキンのロボットは、デンキでうごくものがおおいから、かならずしも、イドウにオー

ツーをつかうわけではなさそうだ。

　

ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん

　

ジカンイコール シツリョウ ブンの エネルギー

　

のはなしをした（●ななジュウゴ、『ス』ヒャクよんジュウイチ、ロクジュウサン、『ス』

ヒャクよん、ゴジュウサン、『ス』よんジュウよん、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、

ゴジュウイチ、『ス』よんジュウイチ、よんジュウシチ、『ス』サンジュウニ、ニジュウ、

『ス』ニジュウサン、『オ』ハチ、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）。

このエネルギーとは、ほしがもえるのにヒツヨウなサンソとおもわれるから、　

　

ティ（ジカン）イコール ダブリュ（シツリョウ）ブンのオーツー（サンソ）

　

となる。つまり、ジカン（うごき。ティ イコールエル（うごき）より。●ジュウゴ、『よ』

サンジュウニ）は、サンソがなりたたせているとなる。ニンゲンだって、サンソがなけ

れば、ただのかたまりだから、これはわかるだろう。そういうわけで、サンソのあると

ころには、なにかがあるかもしれないとなる。ジリキでうごけるなにかだ。サンソがホ

ウフにあれば、ニンゲンなんかより、ながいきするセイブツがいるかもしれない。サン

ソとは、そういうキソテキなブッシツのようにおもわれる。

　

ななジュウなな、『ス』ヒャクロクジュウロク

　

ウチュウのそととチキュウのなかのはなしをした (●ななジュウサン、『ス』ヒャクサン

ジュウなな）。そこにはニンゲンのようないきものが、それぞれのおおきさでいるかもし

れないというはなしだ。チキュウでは、いま、カガクギジュツがハッタツしたというが、

せいぜいチキュウジンがみえるテイドにしかカガクはハッテンしないだろう。みえない

ものが「ある」といっても、セットクがむずかしいからだ。

ブッシツをコウセイするのは、ゲンシだと、わたしがチュウガクセイのときにおそわっ

たが、いまはもっとこまかいはなしをしていたりする。しかし、みえるテイドにしかハッ

43



目次

テンしないだろう。よりちいさなチキュウのようなものにすんでいるなにかが、ゲンシ

イカのこまかいタンイをみて、ゲンシは〇〇でできているというだろう。もっとナンダ

ンカイもこまかくブンセキするかもしれない。だから、こまかいもののカガクは、タブン

チキュウのなかにすんでいるなにかには、かなわない。ウチュウのそとについては、ウ

チュウのそとにすむなにかがブンセキするんだろう。

そういうわけで、チキュウジンはせいぜいチキュウのうえと、ウチュウをみるだけだろ

う。なんでもしっているわけではない。そういうわけだから、つねに「かみさま」がで

てくるヨチはあろう。

　

ななジュウハチ、『ウンドウはすべてエレクトリック。（イカ、「ウ」）』ジュウニ　

　

ひかりはネツをもっていたりもする。ちょっとまえにはやったシンガタデンキュウは、

あえて、ネツをへらして、あかるさをふやしたかたなのだろう。タイヨウケイのワクセ

イは、そとがわをまわっているものほど、オンドがひくいとされる。ジッカンとしても

そうだ。

たいたひのちかくにいればあついが、はなれるとあつくなくなる。だから、タンジュン

にいうと、

　

ダブリュエー（あたたかさ）イコール エルアイ（ひかり）わるディ（キョリ）

　

となる（ただし、ヒョウジュンテキなひかりのばあいだ。）。

しかし、あるキョリをすすむことにより、あたたかさがうしなわれるかはうたがわしい。

ひかりがあたたかさをうしなわないでとどくとするなら、

　

ダブリュエー イコール エルアイ

　

だということになる。とおくのワクセイだと、ひかりのとどくヒンドがひくいというみ

かただ。ジッカンとしてはゼンシャだろうか。しかし、ネツのコウカン（すすむさきの

ブッシツと）とかんがえれば、コウシャといえるだろうか。また、ひかりのシュルイの

モンダイもある。

　

ななジュウキュウ、『ウ』ニジュウイチ

　

ダブリュエー（あたたかさ）イコール エルアイ（ひかり）わる ディ（キョリ）　

　

とかいた（ただし、コウセイがハッするようなである。●ななジュウハチ、『ウ』ジュウ

44



目次

ニ）。これがただしければ、ウチュウのそとがわは、つめたいはずである（●ゴジュウロ

ク、『ス』ゴジュウキュウ）。

　それで、わたしは、ウチュウのそとがわは、コタイだとかんがえる。つまり、なかから

みたチキュウのようにである。それとドウヨウに、チキュウのうちがわにも、ウチュウ

のようなものがひろがるとかんがえる（●ななジュウイチ、『ス』ヒャクニジュウロク）。

イチブンでいえば、ウチュウとは、カイソウコウゾウになっている。ということである。

　

ハチジュウ、『ウ』サンジュウよん

　

ダブリュエー（あたたかさ）イコールエルアイ（ひかり）わる　ディ（キョリ）

　

とかいた（●ななジュウキュウ、『ウ』ニジュウイチ、ななジュウハチ、『ウ』ジュウニ）。

　しかし、ひかりがすすんでいくことにおとろえがないとすれば、

　

ダブリュエー イコール　エルアイ

　

となる。だとすると、ひかりのとどかないところは、

　

ダブリュエー イコール レイ

　

となる。そういうわけで、そういうところにはコタイがあるだろう。

　

ハチジュウイチ、『ウ』サンジュウハチ

　

　ウチュウのそとがわに、コタイのかたまりがあるかもしれないというはなしをした（●

ハチジュウ、『ウ』サンジュウよん、ゴジュウロク、『ス』ゴジュウキュウ、ゴジュウよ

ん、『ス』ヨンジュウハチ）。

　ひかりすらもこおりつくほどのテイオンではないか。そこにたまったひかりのコタイ

が、あたらしくトウタツするひかりによってねっせられ、エキタイ、キタイとなるので

はないか。そのケッカ、ウチュウのうちがわにむかって、コウセイのネンリョウとなれ

ば、ウチュウは、またジュンカンする。

　

ハチジュウニ、『ウ』サンジュウキュウ

　

ウチュウのそとがわから「ガスカしたひかり」が、ウチュウのうちがわにながれている

かもしれない。とかいた（●ハチジュウイチ、『ウ』サンジュウハチ、ロクジュウキュウ、

『ス』ヒャクジュウゴ、ロクジュウロク、『ス』ヒャクキュウ、ロクジュウゴ、『ス』ヒャ

クハチ）。なぜ、そういうことがおこるか。わたしは、ブッシツのうごきは、キホンテキ
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に「コウカン」だとおもうからである。いってみれば、

　

エル（うごき）イコール イーエックス（コウカン）

　

である。

　

　さきのレイでいうと、ひかりとガスカしたひかり（ダークライトということにする。）

が、コウカンされる。それによって、ウチュウがながもちするのではないか。

　

ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ

　

エル（うごき）イコール　イーエックス（コウカン）

　

とかいた（●ハチジュウニ、『ウ』サンジュウキュウ）。そうであれば、まえにかいた（エ

ルイコール イー［エネルギー］わる ダブリュ［シツリョウ］、ティ［ジカン］イコール

イー わるダブリュより。●ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、

『よ』サンジュウニ）ように、

　

エル イコール ティ

　

である。これから、

　

ティ イコール イーエックス

　

となる。

　

つまり、ティをセイリツさせるためには、

　

ティイコール イーわる ダブリュ

　

ゆえに、エネルギー、オモサがヒツヨウで、ティとコウカンはトウカとなる。　

　ニンゲンのことばのおもさは、あまりはかられないが、カガクブッシツとすると、な

んグラムかだろう。そこにエネルギーがあり、コウカンカノウだとすると、ジカンのカ

ンネンができるだろう。ニンゲンは、エネルギーをもっているし、ことばをコウカン（た

べることもだ。）するから、ジカンをニンシキすることがカノウだったのだろう。

　ジカンがないと、シンポすることがないから、コウカンしないようなセイブツはほろ

びただろう。
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ハチジュウよん、『ウ』よんジュウイチ

　

　ジカンとコウカンについてかいた（●ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ）が、これは、

セイブツであるためのジョウケンかもしれない。つまり、イチ、エネルギーがあって、

ニ、おもさがあって、サン、コウカンがカノウであること。ジリツテキなコウカンがで

きるところが、ほかのものとちがうだろう。

　ニのおもさがあっては、みたせるものがおおいだろう。しかし、イチのエネルギーは、

ほかからちからがかかるばあいもあるが、なかなかみたせるものはすくない。サンのコ

ウカンカノウとなると、もうめずらしい。

　エーアイののっているパソコンも、それにちかいがジョウホウをコウカンするだけだ。

だから、セイブツをテイギするには、「エネルギーセイのもの」をコウカンするといった

ホウがいいかもしれない。

　このジョウケンをセイリしていくと、「あなたは、

　

ティ（ジカン）イコール　キュウジュウイチ（ジュミョウがキュウジュウイッサイ）

　

ですよといえるかもしれない。

　

ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ

　

エル（ウンドウ）イコール イーエックス（コウカン）

　

とかいた（●ハチジュウニ、『ウ』サンジュウキュウ）。

　

ニンゲンもエルがカノウで、したがって、なにかをコウカンしてうごいているだろう。た

べものやガスなどである。これらは、カガクブッシツといえるだろうし、ばあいによっ

ては、デンキシンゴウショリだろう。もし、そうであるなら、

　

エル イコール イーエル（デンキ）

　

である。

　

それから、デンキをもつものはうごくとなる。シィディプレイヤーもうごいているし、テ

レビもヒョウジをかえる。

　もし、ワクセイのカツドウをデンキでとらえれば、デンキがあるゆえにうごくともか

んがえられる。つまり、ジュウリョクはデンキというわけである。
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ジー（ジュウリョク）イコール イーエル

　

だ。

また、

　

ジー イコール エル

　

でもある。　

　

　

これは、ジュウリョクにひかれるというはなしだから、わかりやすいであろう。　

　

ハチジュウロク、『ウ』よんジュウなな

　

タイヨウには、ジュウリョクがあるといわれる。わたしはそれをうずまきリョクといっ

た（●よんジュウ、『オ』ヒャクゴジュウロク、よん、『ア』ヒャクロクジュウサン）。そ

のかわりに、そとがわへむかってひかりをだす。ということは、ジー（ジュウリョク）と

エルアイ（ひかり）のコウカンといえそうだ。

しかし、ジーがつよまれば、エルアイもつよまるわけではない。もえつきたあとのよう

に、ひかりをださないこともあるだろう。だから、ジーがつよまれば、イーエル（デン

キ）がつよまるとはいえそうだが（●ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）、ジーがつよ

まれば、エルアイもつよまるとはいえなそうである。

　

ハチジュウなな、『ウ』よんジュウハチ

　

タイヨウは、ジュウリョクをもち、かわりにひかりをだすとかいた（●ハチジュウロク、

『ウ』よんジュウなな、ロクジュウキュウ、『ス』ヒャコジュウゴ）。そのようにひかりは

ジュウリョクからリダツするセイノウをもつ。それならば、ひかりをつかって、ジュウ

リョクからリダツするなにかもつくれるだろう。

　

ハチジュウハチ、『ウ』ゴジュウニ

　

ジー（ジュウリョク）イコール イーエル（デンキ）

　

のはなしをした（●ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）。

もし、それがただしければ、ジュウリョクをつかったヒコーキができることになる。デン
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キでとぶヒコーキはまだすくないが、リクツのうえではそうなる。しかしながら、ジュ

ウリョクはそれなりのシゲンである。だれかがチキュウからはじきとばされるのでは、

しょうがない。だから、これはギジュツテキにはカノウかもしれないが、シャカイテキ

なモンダイをはらんでいるといえるだろう。

　

ハチジュウキュウ、『ウ』ゴジュウサン

　

イーエル（デンキ）イコール ジー（ジュウリョク）

　

のはなしをした（●ハチジュウハチ、『ウ』ゴジュウニ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュ

ウゴ）。

　

コウセイで、ジュウリョクがひきよせて、ひかりがはなたれるから（●ハチジュウなな、

『ウ』よんジュウハチ、ハチジュウロク、『ウ』よんジュウなな、ロクジュウキュウ、『ス』

ヒャクジュウゴ）、イーエルとエルアイ（ひかり）は、ヒョウリのカンケイといえそうだ。

たとえば、デンキが、ビーからエーホウコウにはしれば、ひかりがエーからビーホウコ

ウにはしるとすることができそうだ。まぁ、セッケイによるだろう。

ジッサイ、タイヨウコウハツデンキもつくられているし、デンキュウもつくられている。

　

イーエル イコール ジー

　

だから、ウチュウのごみをソウジするのに、デンキをつかえばいいかもしれない。ジー

でごみをあつめるわけである。なにかのセイヒンにつかえるギジュツだろう。

　

キュウジュウ、『ウ』ロクジュウよん

　

エル（ウンドウ）イコール イーエル（デンキ）

　

のはなしをした（●ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）。

うごくということは、デンキカツドウというわけだ。もうショウメイされているが、デ

ンキをつかえば、ロボットはうごく。ギャクもまたたしかなのだろう。フウシャがうご

くと、デンキがたまるというぐあいにである。もっとキョクタンにいうと、ニンゲンの

うごきもデンキになるだろうし（そもそもデンキでうごいている。）、ゲンジョウ、てま

わしハツデンがおおいが、ふることでハツデンもできるだろう。
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キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ

　

イーエル（デンキ）のはなしをした（●キュウジュウ、『ウ』ロクジュウよん）。イーエ

ルをつかうと、ひかりがでるソウチがある。イッパンにデントウといわれる。シキにす

ると、

　

イーエル たす ○○（なんといえばよいだろう。）イコール エルアイ（ひかり）　

　

となる。つまり、○○があれば、デンキは、ひかりにかえられるし、ひかりも、○○があ

れば（　

　

エルアイ ひく ○○ イコール イーエル

　

）、デンキになる。それは、ジッサイにタイヨウコウハツデンがある。　

つまり、

　

エル（ウンドウ）イコールイーエル（●キュウジュウ、『ウ』ロクジュウよん、ハチジュ

ウゴ、『ウ』よんジュウゴ）

　

だから、

　

エル イコール エルアイ ひく ○○

　

となるわけである。

　

ようするに、○○があれば、ひかりは、ウンドウにかえられるということだ。ギャクに、

○○があれば、ウンドウもひかりにかえられる。その○○とはなんだろうか。またかん

がえてみたい。

　

キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク

　

エル（ウンドウ）イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）

　

とかいた（●ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）。

このシキからいえることは、あるウンドウをおおきくするには、ふたつのやりかたがあ

るということだ。ひとつは、エネルギーをふやすことだ。たとえば、ロケットにタクサ

ンネンリョウをつめばいい。もうひとつは、シツリョウをへらすことだ。ロケットでい
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えば、キタイをかるくすればいい。

ところで、

　

エル イコール イーエル（デンキ）

　

だから（●キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）、

マンガンをつかったデンキもウンドウがカノウだろう。

　

フツウは、あるキョクへむかうという。こうしたウンドウをたかめたければ、さきにいっ

たように、エネルギーをたかめるか、つまりエネルギーのおおきいブッシツをつかうか、

シツリョウをかるくすれば（かるいブッシツをつかえば）よい。

つまり、スイソがあるシュルイのブッシツでは、もっともかるいらしいから、そのなかで

はもっともウンドウがおおきくなるかもしれない（エネルギーがおおきいものもある。）。

そうしたホウが、ウンドウをふやすにはコウリツテキだろう。たとえば、コンピューター

のケイサンである。そういうのをコウセイノウカしようとおもったら、もっとシツリョ

ウのちいさなブッシツをつかったホウがいいかもしれない。だからそういうもののケン

キュウがすすむ。それがセンタンのブツリガクであろう。

　

キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ

　

まえにいったように（

　

エル［ウンドウ］イコールイー［エネルギー］わる ダブリュ、

　

ティ［ジカン］イコール イー わる ダブリュより。

　

●ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ、ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、

ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、

　

ティ イコール エル

　

である。

　

　

ということは、ウンドウをマイナスにすれば、カコへのジカンリョコウがカノウになる

となる。タンジュンにいえば、むかしいたところにもどればいいわけである。

　しかし、それを「カコにいった。」というひとはいない。ほかのなにかがマイナスに

51



目次

なっていないからだろう。たとえば、ビーさんもつきあって、むかしいたところにもど

れば、カコへのリョコウといえるかもしれない。そうやって、「ジカンリョコウ」という

のは、ひとりのイシでなく、タクサンのなにかのキョウリョクがなければ、タッセイで

きないといえそうだ。

　

キュウジュウよん、『ウ』ロクジュウキュウ

　

まえにデッドロックのはなしをした（●ロクジュウよん、『ス』ヒャクなな、ロクジュウ

サン、『ス』ヒャクよん、よんジュウよん、『ス』ニジュウ）。デッドロックとはまわりか

らのジュウリョクがつりあって、うごかないほしである。そこでは、

　

エル（ウンドウ）イコール レイ、

　

エル イコールティ（ジカン）（●キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウ

サン、『ウ』よんジュウ、ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』

サンジュウニ）

　

ゆえに、

　

ティ イコール レイ

　

である。　

つまり、ジカンがながれないほしである。そこをしらべれば、かつてのいきもののゲン

ケイなどがみつかるかもしれない。ジカンがながれないからだ。また、そこにはいって

いけば、ニンゲンやドウブツなども、いつまでもホゾンされるとおもわれる。

　

　

キュウジュウゴ、『ウ』ななジュウ

　

うみにはなみがある。それは、あまりとまったりしない。うごきつづけている。つまり、

エル（ウンドウ）なわけだ。ハツデンをねらうたちばからは、それはカッコウのうごき

である。つまり、なみがたつブンは、デンキにかえられるということだからだ。しかし、

それをダイダイテキにやると、サーフィンができなくなる。そういうモンダイもある。

　

キュウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ
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ウンドウとはひとにとっては、はじめられることだろうが（おどりをおどれるだろう。）、

イッポウで、はじまりだったかもしれない。わたしにいわせれば、

　

エル（ウンドウ）イコール イーエル（デンキ）

　

だ（●キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、

ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）。

つまり、ウチュウか、もっとおおきななにかのはじまりには、デンキがおこった。それ

によって、ウンドウがはじまったといえそうなのである。

トウショのウンドウはガスやいしなどのイドウであっただろう。つまり、デンキやウン

ドウがカクサンした。それがつづき、チキュウでウンドウするようなセイタイができた。

それは、ウンドウのもと、「モデル」があったからであろう。ちがういいかたをすれば、チ

キュウにセイメイをはじめさせるためのブッシツとウンドウ（デンキ）があつまったか

らだろう。つまり、セイメイをハッテンさせるには、デンキがヒツヨウだということだ。

そういうシゲンとデンキがあつまるほしをみれば、セイブツのようなものがカンソクで

きるかもしれない。セイブツはウンドウをみて、ウンドウをはじめたと。

　

キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ

　

ウンドウは、　

　

エル（ウンドウ）イコール イー（エネルギー）わるダブリュ（シツリョウ）

　

ではかれるとかいた（●キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、ゴジュウニ、『ス』よん

ジュウサン、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）。

　

それがただしいとすれば、ウンドウのおおきさをきめるのに、ふたつのホウホウがある

（●キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク）。

ひとつはウンドウするもののシツリョウをへらすことである。だから、よりちいさなブッ

シツをさがす。これはわかるはなしだ。イッポウ、もうひとつは、エネルギーをふやす

ことである。よりおおきなエネルギーをつかえば、ひかりよりもはやいウンドウがカノ

ウになるかもしれない。

たとえば、ひかりは、ヤクサンジュウマンキロメートルを、イチビョウですすむという。

かりに、サンジュウマンイコール ロクジュウマン わるニとする。そのエネルギーのブブ

ンをヒャクニジュウマンにすれば、ニバイのウンドウになるだろう。

ただそのエネルギーをどうするかというモンダイはある。
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エル イコール イーエル（デンキ）

　

だから（●キュウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウ

ロク、キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）、タ

ンジュンにデンキをつよめればともいえる。

しかし、それによって、

　

エル イコールジー（ジュウリョク）（●ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）

　

のジーをハッセイさせてしまうカノウセイはある。

　

　

だから、カンタンではないだろう。いってみれば、タイヨウケイなどをぶっこわさない

ようにやるべきだろう。

　

キュウジュウハチ、『ウ』ハチジュウイチ

　

みずとあぶらという。なにかのヨウキにみずとあぶらをいれても、それらは、ブンリす

る。つまり、おたがいがむかうホウにいくわけだ。それでいえば、「ひかり」はどこへい

くのだろう。やはり、いくべきところへいくのではないか。

それをオウヨウすると、スイシンキカンができる。たとえば、ウチュウで、みずのなか

にスイソをいれれば、スイソは、はなれようとしてそとにでようとしないか。それをう

まくセッケイすれば、スイシンキカンであろう。なるべく、ウチュウでもチョウタツで

きるブッシツでそれをやればいいいだろう。

　

キュウジュウキュウ、『ウ』キュウジュウ

　

コウセイはもえて、ひかりをはなっている。あるはなしによると、「スイソ」がもえてい

る。それなら、ひかりというのは、スイソがらみでハッセイするものだということにな

るだろう。

イッポウ、デンキと、てつなどをつかうとデンキュウがひかる。だとしたら、ひかりは、

デンキと、てつでできるともかんがえられる（●キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウ

ゴ）。シキをかえると、デンキは、ひかりからてつをひいたものといえるかもしれない。

ようするにコウタクのないひかりがデンキであるということだ。そういうことなら、ひ

かりからデンキがつくれるであろう。もっというと、ひかりからデンキをぬくと、てつ

ができるのではないか。
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ヒャク、『ウ』ヒャク

　

まえにかいたように、

　

イーエル（デンキ）イコールエル（ウンドウ）（●キュウジュウなな、『ウ』ななジュウ

ニ、キュウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、

キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、よんジュウゴ）、

　

イーエル イコール ジー（ジュウリョク）

　

である（●ハチジュウキュウ、『ウ』ゴジュウサン、ハチジュウハチ、『ウ』ゴジュウニ、

ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）。ウンドウは、デンキにできるということだ（デン

キカツドウのケッカともいえるかもしれない。）。

　

つまり、ほしからデンキをとることもカノウであろう（うごきがあるなら。）。ゲンシも

よくみると、コウセイとワクセイのようなコウゾウになっているらしい。それなら、ゲ

ンシからデンキをとることもかのうだろう。ただアンゼンセイをかんがえなくてはなら

ないかもしれない。

　

　

　

　

　

ヒャクイチ、『ウ』ヒャクイチ

　

まえに、

　

イー（エネルギー）イコール オーツー

　

とかいた（●ななジュウゴ、『ス』ヒャクよんジュウイチ）。これは、チキュウジンなら

わかるはなしだ。

　

エル（ウンドウ）イコール ダブリュ（おもさ）ブンの イー

　

だから（●キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロ
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ク、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、

　

エル イコール ダブリュ ブンの オーツー

　

というシキになる。

　

　

ほしのウンドウも、オーツーでセツメイできるが、かならずしもオーツーがつかわれて

いるかはわからない。スイソをエネルギーとしているなら、スイソをエネルギーとする

セイメイもカノウだろう。いまのところ、それは、みつかっていないから、オーツーで

セツメイするがいいのかもしれない。

　

ヒャクニ、『ウ』ヒャクニ

　

まえに、

　

オーツー イコール エル（ウンドウ）かける ダブリュ（おもさ）

　

とかいた（●ななジュウゴ、『ス』ヒャクよんジュウイチ）。　

　

エル イコールティ（ジカン）（●キュウジュウよん、『ウ』ロクジュウキュウ、キュウジュ

ウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ、ななジュウゴ、『ス』

ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、

　

オーツー イコール ティ ダブリュ

　

である。

　

つまり、ウチュウのジュミョウ（というか）は、オーツーとおもさでケイサンできる。

　

ティ イコール ダブリュ ブンの オーツー

　

をケイサンすればいい。ウチュウのシステムナイにオーツーがのこりつづけるなら、ほ

ぼジュミョウはムゲンだし、なにかサンソカゴウブツにかわるなら、カンゲンしてやれ

ば、ほぼムゲンとなる。コウシャだとしたら、クフウするヒツヨウがあるだろうか。
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ヒャクサン、『ウ』ヒャクよん

　

ウチュウはウンドウしている。チキュウジョウのものもウンドウしている。わたしにい

わせれば、それは、エル（ロコモーション、ウンドウ）だ。また、エルとはティ（ジカ

ン）でもある（●ヒャクニ、『ウ』ヒャクニ、キュウジュウよん、『ウ』ロクジュウキュ

ウ、キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ、なな

ジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）。

だから、ジカンリョコウはカンタイではない（●キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウ

ハチ）。

たとえば、センキュウヒャクハチジュウネンイチガツみっかにジカンリョコウしたかっ

たら、カンケイするものを、センキュウヒャクハチジュウネンイチガツみっかにハイチ

されていたイチにおいてやらなければならない。カンタンなレイでいうと、トウジをサ

イゲンしたエイガセットだ。ひともそうだし、ドウブツもそうだ（ゲンミツにいうと。ワ

クセイのイチも、そのイチにしなければならない。）。そういう「セット」づくりにヤク

シャなどがキョウリョクしてくれるかはわからないが、すべてのものがトウジとおなじ

イチで、すじがきもおなじなら、それはジカンリョコウとよべないか。つまりハイチの

モンダイということである。

しかし、カンペキなサイゲンなどむずかしいだろう。だから、キュウジュッパーセント

おなじとか、ななジュッパーセントのセイカクセイとかになるだろう。そのどこまでセ

イカクであれば、「ジカンリョコウ」とよべるであろうか。

トウケイでは、キュウジュウゴパーセントとかキュウジュウキュウパーセントとかおな

じなら、おなじというようにあつかう。それにあわせると、ジカンリョコウはほぼムリ

であろう。つまり、センキュウヒャクハチジュウネンイチガツみっかにジカンリョコウ

した。ではなくて、センキュウヒャクハチジュウネンイチガツみっかっぽいに、ジカン

リョコウしたであろう。つまり、カジュウジュッパーセントのジューステイドにしかあ

じわえないということだ。

　

ヒャクよん、『ウ』ヒャクゴ

　

みずには、コタイ、エキタイ、キタイのすがたがある。オンドがひくければ、コタイだ

し、オンドがたかければ、キタイになる。また、ひとは、キオンがニジュウドとかいっ

て、さむいだのあついだのいう。さむかったら、シツナイでは、あたたかいクウキをお

くってもらったり、あつかったら、つめたいクウキをおくってもったりする。

イッポウで、シツドというのもある。クウキにスイブンがおおくふくまれれば、シツド

がたかいし、すくなければ、シツドがひくいという。クウキのオンドをかえるエアコン

がチュウモクされて、シツドのことはあまりチュウモクされない。シツドもキオンのひ

くい、たかいにエイキョウをあたえるだろう。シツドかひくければ、みずはコタイやエ

キタイのジョウタイであろうから、キオンはひくめになる（みずはレイドでコタイに、
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ヒャクドをしたまわるとエキタイになるといわれている。）。

ギャクにシツドがたかければ、キタイのジョウタイをとりやすいであろうから、キオン

はたかくなる。そういうわけだから、ふゆにシツドをあげればあったかいし（ストーブの

うえに、みずのはいったやかんをおくだろう。）、なつにシツドをさげれば、すずしいとい

うことになる。エアコンとシツドチョウセイのどちらがやすいかというモンダイである。

　

ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ

　

エル（ウンドウ）イコールイーエル（デンキ）

　

のはなしをした（●ヒャク、『ウ』ヒャク、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュ

ウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、キュウ

ジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）。

　

それならば、ウンドウというのは、「ワット」であらわせる。もし、「ワット」でなく、わ

たしのペンネームでいえるとしたら、ニジュウエイゾウとかのいいかたになる（タブン、

「エイ」のホウがいいだろう。）。

　また、

　

エル イコール ジー（ジュウリョク）

　

でもある（●キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）。

　

だから、ジョウリョクも、「ワット」であらわせる。さらに、

　

エル イコール ティ（ジカン）

　

であるから（●ヒャクサン、『ウ』ヒャクよん、ヒャクニ、『ウ』ヒャクニ、キュウジュウ

よん、『ウ』ロクジュウキュウ、キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウ

サン、『ウ』よんジュウ、ゴジュウ、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』サン

ジュウニ）、ジカンも「ワット｝であらわせる。

　

ヒャクロク、『ウ』ヒャクジュウ

　

タイヨウのまわりをまわるチキュウのシュウカイキドウがかわったとする（たとえば、

イチニチブンおそくなったとかである。）。そのときに、ふたつのたちばがあろう。ひと
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つはイチネンサンビャクロクジュウゴニチのこよみにあわせるたちば、キュウレキもあ

る。もうひとつが、とけいなどのすすみかた、ようするに、ブツリホウソクにあわせる

ことである。

いまのところ、こよみはネンチュウギョウジにもちいられるから、そちらにあわせてチョ

ウセイすることがヨソウされるが、もし、ニンゲンがウチュウのどこかにすむようにな

れば、チキュウジョウのツゴウだけできめるわけにはいかない。だから、ブツリテキな

イチビョウのながさがダイジになるのである。そういうわけだから、いまのデンパどけ

いは、あまりすきではない。かってにチキュウジョウのツゴウにあわせてホセイするか

らである。

　

ヒャクなな、『ウ』ヒャクジュウイチ

　

イゼンにヘヤにショクブツをおいたことがある。みずとひかりとニサンカタンソがあれ

ば、そだつとおもっていたが、そだたなかった。

イッポウで、おふくろがベツのところにおいたはなはそだっている。そだてるニンゲン

のソヨウかとおもっったが、ひとつおもいあたることがある。それは、ひかりのシュル

イである。わたしのヘヤはケイコウトウ。おふくろがおいたところはハクネツデンキュ

ウである。

そのふたつのどこがちがうか、タブン、ヒキンゾクのザイリョウをひからすか、キンオク

ケイのザイリョウをひからすかであろう。つまり、ヒキンゾクのひかりでは、ショクブ

ツがそだたなくて、キンゾクケイのひかりなら、ショクブツがそだつということであろ

う。ようするに、ハクネツデンキュウのホウが、タイヨウのひかりにちかいわけである。

いまのジュウタクのオクナイはケイコウトウや、シンガタデンキュウがほとんどであろ

う。シンガタデンキュウでは、ためしたことがないが、そういうリユウで、ニンゲンが、

ショクブツからはなれているさまがわかる。たしかに、ケイコウトウなら、ショルイが

やけないなどのリテンがあるんだろう。しかし、ものはモクテキにあわせてえらぶべき

である。ハクネテデンキュウはやはりいいということだろう。

　

ヒャクハチ、『ウ』ヒャクジュウよん

　

ニンゲンのイシキがサイボウにあるのではというはなしをした（●ロクジュウハチ、『ス』

ヒャクジュウよん、ロクジュウニ、『ス』キュウジュウよん、ロクジュウイチ、『ス』キュ

ウジュウサン、ロクジュウ、『ス』キュウジュウイチ、ゴジュウキュウ、『ス』ハチジュウ

ロク、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン）。

タンサイボウドウブツでも、イシキがありそうだ（キケンをさけたりするだろう。）。そ

れなら、イシキはサイボウにあってもおかしくない。そういうはなしだ。しかし、なぜ

イシキができたのか。

イシキも、カガクブッシツのハンノウ、つまり、ウンドウであろう。イシキとは、ものの
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ウンドウということであれば、ウチュウにも、イシキがあってもおかしくない。いろい

ろなブッシツがあるだろう。すくなくともモデルになったのではないか。もし、ウチュ

ウにイシキがあるとすれば、ドウショクブツがそれぞれイシキをもつというのはうたが

わしくなる。どういうことか。それは、チキュウゼンタイをイシキがおおっていて、ド

ウショクブツも、それにあえわせているカノウセイがあるからだ（ズサン）

　

　

しかし、いまのジョウシキテキなはなしでは、イシキはドウショクブツそれぞれがもっ

ているとされるだろう（ズよん）。

　

まとまりもイシキをもつし、コもイシキをもつというかんがえかたもできるだろう

（ズゴ）。

　

パソコンネットワークとハードディスクのカンケイのようである。アップロードもでき

るし、ダウンロードもできる。ローカルでショリすることもできるというわけである。

　

ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ

　

エル（ウンドウ）イコール ティ（ジカン）

　

である（●ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャクサン、『ウ』ヒャクよん、ヒャクニ、『ウ』

ヒャクニ、キュウジュウよん、『ウ』ロクジュウキュウ、キュウジュウサン、『ウ』ロク

ジュウハチ、ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ、ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュ

ウよん、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）。

　

イチキログラムのものを、イチキロメートルうごかすちからをイチイーアイ（●ヒャク

ゴ、『ウ』ヒャクキュウ）といってもいいかもしれない。

チキュウジョウだと、ジュウリョクのエイキョウをうけるので、イチイーアイのちから

では、それほどイドウできないであろう。エルについてかんがえると、ブッシツのうご

きなわけだから、トウゼン、そのまわりのオンドがひくければ、ウンドウはにぶくなる。

また、ギャクにあったかければ、ウンドウはカッパツになる。とすれば、

　

エル イコール ダブリュエー（あたたかさ）
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といえるかもしれない（すくなくとも、カンスウにはできるとおもう。）。　

そうだとしたら、ティもまた、ダブリュエーなわけである。また、イーエル（デンキ）も、

ダブリュエーとなる。そして、ジー（ジュウリョク）も、ダブリュエーだろう。オンドが

たかいホウが、ジカンがながい。オンドがたかいホウが、デンリョクがつよい。オンド

がたかいホウが、ジュウリョクがつよいとなる。

「あたまをひやせ。」というけれど、そのホウが、ウンドウがすくなくなり、ジカンがす

くなくなり、デンリュウがよわくなり、ジュウリョクがよわいというわけだ。

　

エル イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）

　

だから（●ヒャクイチ、『ウ』ヒャクイチ、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュ

ウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』

サンジュウニ）、つかうエネルギーをへらせば、ウチュウはながもちするといえそうだが

（ケッカ、ねつをタショウひくくする。）、そううまくいくであろうか。いずれにせよ（ネ

ンリョウ）がダイジそうである。

　

ヒャクジュウ、『ウ』ヒャクジュウロク

　

ひかりには、ねつをつたえるサヨウがあるとおもわれる。ニッコウにあたれば、あった

かいし、ジッサイにキオンもあがる。ということは、ひかりは、エル（ウンドウ）にエイ

キョウをおよぼす。さきの　

　

エル イコール ダブリュエー（あたたかさ）

　

のはなしである（●ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ）。　

つまり、あるウンドウエーは、ひかりをあてないと、ハチジュッキロメートルしかすす

まないが、ひかりのねつがあると、ヒャッキロメートルすすむということが、カノウだ

ろうとおもう。そういうわけで、ひかりはダイジなシゲンといえそうだ。

　

ヒャクジュウイチ、『ウ』ヒャクジュウハチ

　

エル（ウンドウ）はなにかにエイキョウをおよぼすことがある。チキュウジョウだって、

くるまがとおれば、かぜのながれができるし、おとやシンドウもおこる。つまり、エル

はまたベツのエルへとハセイするわけである。

　

エル イコール ティ（ジカン）
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だから（●ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャク

サン、『ウ』ヒャクよん、ヒャクニ、『ウ』ヒャクニ、キュウジュウよん、『ウ』ロクジュ

ウキュウ、キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウサン、『ウ』よんジュ

ウ、ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、ジ

カンもやはりハセイする。

　

そういうわけだから、わるいおこないはバッするというようなシャカイのカンシュウも

できる。そのイチバンふるいエルは、ウチュウでのおおきなバクハツとかんがえるのが、

よくあるであろう。それをならえば、バクダンができる。それだけではないはずだが。

　

ヒャクジュウニ、『ウ』ヒャクジュウキュウ

　

デッドロックのはなしをした（●キュウジュウよん、『ウ』ロクジュウキュウ、ロクジュ

ウよん、『ス』ヒャクなな、ロクジュウサン、『ス』ヒャクよん、ゴジュウサン、『ス』よ

んジュウよん、『ス』ニジュウ）。デッドロックは、そのまわりのよんコのジュウリョク

のチュウシンにイチするなにかについていったことばだ。

そのチュウシンにあるなにかはキホンテキにはうごかないであろう。しかし、チュウシ

ンにあるなにかがかたくなければ、やがてボウチョウするだろう。かたくても、オンド

がたかくなるだろう。ばあいによっては、バクハツするかもしれない。そのチュウシン

にあるのが、ひょっとしたらウチュウかもしれない。そうかんがえると、おおきくいえ

ば、「ウチュウ」とは、カゴウブツのイッコのゲンシみたいなものかもしれない。

ヒャクジュウサン、『ウ』ヒャクニジュウイチ

まえにココのイシキと、おおきなイシキのはなしをした（●ヒャクハチ、『ウ』ヒャク

ジュウよん）。チキュウやウチュウをおおうようなおおきいイシキがあるかもしれないし

（ズサン）、

　

ジョウシキテキなココのイシキがある（ズ よん）。

　

またはそれがコンザイしているかもしれない（ズ ゴ）というはなしだ。　

　

それは、ジカンについてもいえるかもしれない。

　

エル（ウンドウ）イコール ティ（ジカン）

　

で（●ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャクサ

ン、『ウ』ヒャクよん、ヒャクニ、『ウ』ヒャクニ、キュウジュウよん、『ウ』ロクジュウ
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キュウ、キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ、

ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、イシキ

もエルのイッシュだからだ。

　

つまり、おおきなジカンはあるかもしれないが、ココのジカンはある（ジブンでカンサ

ツなりうごけばよい。）。そして、コンザイもあるかもしれない。

このおおきなジカンは、はかるシャクドがきまれば、すぐにでもカノウといえばカノウ

だろう。たとえば、まえにものべたが、ひかりなどをほかのブッシツのウンドウのエイ

キョウをのぞいてタンイとすれば、ゼッタイジカンができる（●よんジュウよん、『ス』

ニジュウ、ニジュウサン、『オ』ハチ）。

　

ジカン イコール ゼッタイジカン かける ジカンケイスウ

　

をケイサンすればよい。それではかれれば、チキュウにすもうが、カセイにすもうが、フ

ベンはないだろう。ちいさくみれば、それぞれのリズムということである。

　

このセツはカイテイされました。イカ、ゲンブン。

　

ヒャクジュウサン、『ウ』ヒャクニジュウイチ

　

まえにココのイシキと、おおきなイシキのはなしをした（●ヒャクハチ、『ウ』ヒャク

ジュウよん）。チキュウやウチュウをおおうようなおおきいイシキがあるかもしれないし

（ズサン）、ジョウシキテキなココのイシキがある（ズよん）。またはそれがコンザイして

いるかもしれない（ズゴ）というはなしだ。

　

それは、ジカンについてもいえるかもしれない。

　

エル（ウンドウ）イコール ティ（ジカン）

　

で（●ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャクサ

ン、『ウ』ヒャクよん、ヒャクニ、『ウ』ヒャクニ、キュウジュウよん、『ウ』ロクジュウ

キュウ、キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ、

ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、イシキ

もエルのイッシュだからだ。

つまり、おおきなジカンはあるかもしれないが、ココのジカンはある（ジブンでカンサ

ツなりうごけばよい。）。そして、コンザイもあるかもしれない。
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このおおきなジカンは、はかるシャクドがきまれば、すぐにでもカノウといえばカノウ

だろう。たとえば、まえにものべたが、ひかりなどをほかのブッシツのウンドウのエイ

キョウをのぞいてタンイとすれば、ゼッタイジカンができる（●よんジュウよん、『ス』

ニジュウ、ニジュウサン、『オ』ハチ）。

　

ジカン イコール ゼッタイジカン わる インリョク

　

をケイサンすればよい。それではかれれば、チキュウにすもうが、カセイにすもうが、フ

ベンはないだろう。ちいさくみれば、それぞれのリズムということである。

　

ヒャクジュウよん、『ウ』ヒャクニジュウニ

　

ウンドウにはエネルギーがヒツヨウだ。シキでいうと、

　

エル（ウンドウ）イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）　

　

だ（●ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクイチ、『ウ』ヒャクイチ、キュウジュ

ウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、ゴジュウニ、『ス』

よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）。

コウセイがもえるにもネンリョウがヒツヨウだ。それらが、なるべくつづいたホウが、チ

キュウジンは、セイカツしやすい。だから、リサイクルをかんがえる。

しかし、チキュウジョウをみると、はでにエネルギーをつかっている（わたしもそうだ。

パソコンをつかうのをやめられなかったりする。）。あまり、チキュウジョウのエネルギー

がなくなっていくことをシンパイしていないかのようだ。むかしだったら、たまったき

のブンくらいしかネンリョウにしなかった。それでも、もりをゼンメツさせたブンメイ

もある。そういうところはサバクになっている。

それなら、エネルギーがあるうちに、もりをシュウフクさせたホウがいいだろうに、あ

まりそういうはなしはきかない。なにがいいたいかというと、コンピューターはショセ

ンエネルギーだのみである。エネルギーがなかったらうごかない。そんなセイヒンばか

りをいまつかっている。むかしのひとにいわせれば、それはデカダン（タイハイ）だろ

う。だから、すこしでもひかえて、リサイクルできるエネルギーでまかなうようにした

ホウがいいだろう。

　

ヒャクジュウゴ、『ウ』ヒャクニジュウゴ

　

エル（ウンドウ）は、ねつがたかいとおおきくなくなるとかいた（●ヒャクキュウ、『ウ』

ヒャクジュウゴ）。エルイコールティ（ジカン）だから（●ヒャクジュウイチ、『ウ』ヒャ
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クジュウハチ、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、

ヒャクサン、『ウ』ヒャクよん、ヒャクニ、『ウ』ヒャクニ、キュウジュウよん、『ウ』ロ

クジュウキュウ、キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウサン、『ウ』よん

ジュウ、ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、

ティもねつがたかいホウがおおきいとなる。

それなら、あったかいホウが、ひとはながいきできるのかとななる。しかし、いまのチ

キュウジョウでは、ケイザイテキなモンダイがあってか、さむいくにのホウがひとは、

ながいきするようだ（●ハチ、『む』サンジュウよん）。ひとのジュミョウをはかるのは、

むずかしいようだ。

　

ヒャクジュウロク、『ウ』ヒャクニジュウロク

　

これまで、いくつかホウテイシキをかいた。それをセイリすると、ウチュウのエネルギー

のおおきさがケイサンできそうだ。

　

エル（ウンドウ）イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）　

　

だから（●ヒャクジュウよん、『ウ』ヒャクニジュウニ、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュ

ウゴ、ヒャクイチ、『ウ』ヒャクイチ、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウ

ジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』

サンジュウニ）、エネルギーは、エルかける ダブリュとなる。

　

　

つまり、ウチュウナイのウンドウのソウワと、ウチュウナイのシツリョウのソウワがわ

かれば、ウチュウないのエネルギーのソウワがだせる。それで、コンゴのモヨウがある

テイドヨソクできるだろう。

　

ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな

　

まえにジカンリョコウのはなしをした（●ヒャクサン、『ウ』ヒャクよん、キュウジュウ

サン、『ウ』ロクジュウハチ）。おおザッパにいえば、それはむずかしい。だが、これまで

のホウテイシキをセイリすると、カノウセイがある。

　

エル（ウンドウ）イコールイーエル（デンキ）（●ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウヒャク

キュウ、ヒャク、『ウ』ヒャク、ななジュウニ、キュウジュウロク、『ウ』ななジュウイ
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チ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハ

チジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）、

　

エル イコールティ（ジカン）（●ヒャクジュウゴ、『ウ』ヒャクニジュウゴ、ヒャクジュ

ウイチ、『ウ』ヒャクジュウハチ、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクゴ、『ウ』

ヒャクキュウ、ヒャクサン、『ウ』ヒャクよん、ヒャクニ、『ウ』ヒャクニ、キュウジュウ

よん、『ウ』ロクジュウキュウ、キュウジュウサン、『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウサ

ン、『ウ』よんジュウ、ななジュウロク、『ス』ヒャクよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』

サンジュウニ）

　

につき、

　

ティ イコール イーエル

　

である。

　

　

イーエル イコール エル

　

である（●ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャク、『ウ』ヒャク、キュウジュウなな、

『ウ』ななジュウニ、キュウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウニ、『ウ』

ロクジュウロク、キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュ

ウゴ）。

　

エル イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）

　

であるから（●ヒャクジュウロク、『ウ』ヒャクニジュウロク、ヒャクジュウよん、『ウ』

ヒャクニジュウニ、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクイチ、『ウ』ヒャクイ

チ、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、ゴ

ジュウニ、『ス』よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、

　

ティ イコール イー わる ダブリュ

　

だ。

　

　

66



目次

そのティがマイナスのアタイをとれば、ジカンをギャッコウできるといえそうだ。エル

のばあい、マイナスのエネルギーというのはむずかしいだろう（ギャッコウでも、コウ

ホウにシンコウともかんがえられるからだ。シツリョウは、ここでは、マイナスをかん

がえないことにする。）。イーエルのばあい、マイナスにできないか。ようするに、デン

キをギャッコウさせるというわけである。つまり、

　

マイナスイーエル イコール マイナスエネルギー わる ダブリュ

　

がなりたてば、

　

ティ イコール イーエル　

　

により、マイナスティがタッセイできるというわけである。

だから、デンキをギャッコウさせることがカノウなら、ジカンリョコウはカノウだとい

うことになる。しかし、それは、カコホウコウにだ。ミライにとどかせるのは、むずか

しい（そのときをこえられない。）。だから、やりなおしたいばあいということになろう。

また、ニンゲンもドウジにおくるのはむずかしいだろう。また、イチのモンダイもある

（なにもないところに、おくってもしかたがない。）。ケイサンではそうなるが、

　

マイナスティ イコール マイナスエル

　

であるので、わかがえりのようなコウカ、もしくはなにかをわすれるというコウカしか

えられないとおもう。シュウダンテキにやれば、それなりのコウカはあろう。

　

ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュウハチ

　

エル（ウンドウ）は、ダブリュエー（ねつ）のカンスウかもしれないといった（●ヒャク

ジュウ、『ウ』ヒャクジュウロク、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ）。つまり、ねつ

がなければ、ウンドウはおこらないということだ。ドウブツもしぬとつめたくなるから、

わかりやすいはなしだとおもう。ものも、こおらせてしまえば、ほとんどヘンカしない。

ギャクにオンドをたかめれば、ウンドウがカッパツになるといえるのではないか。

われわれは、そのねつにイゾンしているブブンがある。それがなければ、いきながらえ

ない。ウチュウがもしおわるとすると、そのウンドウがテイシするということであろう。

つまり、

　

エル イコール レイ
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だ。

　

エルイコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）

　

だから（●ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャクジュウロク、『ウ』ヒャ

クニジュウロク、ヒャクジュウよん、『ウ』ヒャクニジュウニ、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャ

クジュウゴ、ヒャクイチ、『ウ』ヒャクイチ、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、

キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ジュウゴ、

『よ』サンジュウニ）、エネルギーがレイになるばあいと、シツリョウがレイになるばあ

いがあるだろう。

エネルギー、そう、それが、ねつであるかもしれない。だから、たとえば、　

　

エル イコール ダブリュエー（ねつ）わるダブリュ（シツリョウ）

　

のような。

　

ウチュウのエネルギーがレイとは、すべてのものが、コタイになるというのにちかいだ

ろう。また、エネルギーが、ウチュウのそとに、すべてでていったジョウタイだろう。

イッポウ、シツリョウがレイとは、ものがすべてウチュウのそとにでていたということ

だろう。そうならなければ、ウチュウはつづく。ねつやシツリョウはそとがわにいくか

もしれないが、またひきもどせばいいということだ。

　

ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ

　

エネルギーとは、ねつだけかというと、なんともいえないが、とりあえず、　

　

エル イコール ダブリュエー（ねつ）わる ダブリュ　

　

といえるだろう（●ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュウハチ、ヒャクジュウ、『ウ』

ヒャクジュウロク、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ）。

ということは、

　

ティ（ジカン）イコール ダブリュエーわる ダブリュ

　

でもあるし（

　

エルイコールティ［●ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャクジュウゴ、

『ウ』ヒャクニジュウゴ、ヒャクジュウイチ、『ウ』ヒャクジュウハチ、ヒャクキュウ、
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『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャクサン、『ウ』ヒャクよん、

ヒャクニ、ヒャクニ、キュウジュウよん、『ウ』ロクジュウキュウ、キュウジュウサン、

『ウ』ロクジュウハチ、ハチジュウサン、『ウ』よんジュウ、ななジュウロク、『ス』ヒャ

クよんジュウよん、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ］

　

につき。）、

　

ジー（ジュウリョク）イコールダブリュエー わる ダブリュ

　

でもあるし（

　

エル イコールジー［●ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、キュウジュウなな、『ウ』ななジュ

ウニ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ］

　

）、

　

イーエル（デンキ）イコール ダブリュエー わるダブリュ

　

でもある（

　

エル イコールイーエル［●ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャクゴ、

『ウ』ヒャクキュウ、ヒャク、『ウ』ヒャク、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュ

ウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、キュウ

ジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ］

　

）。ねつがおおきいホウがジュウリョクはつよいとなる。

だが、「ブラックホール」は、はげしくもえていないにもかかわらず、ひきこむちからが

おおきいとされる。それをどうセツメイするか。それは、フツウのコウセイにくらべて、

ジュウリョクとハンタイホウコウにはたらく、ハンシンリョクがすくないからといえる

のではないか。つまり、フツウのコウセイは、ジカイ（ジリョク）のように、ほかのワク

セイをイッテイのキョリにおくが、ブラックホールは、そのジカイがよわまってしまっ

ているということだ。だから、なにかものをひきつけてしまう。だから、エネルギーが

つよいほど、インリョクがつよいと、タンジュンにはいえなかったりする。

フツウのコウセイは、インリョクとハンシンリョク（●ハチジュウニ、『ウ』サンジュウ

キュウ、ハチジュウイチ、『ウ』サンジュウハチ、ロクジュウキュウ、『ス』ヒャクジュウ

ゴ、ロクジュウロク、『ス』ヒャクキュウ、ロクジュウゴ、『ス』ヒャクハチ）がセット

になっているのだろう。ひかりというのが、ハンシンリョクのショウタイかもしれない。
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だから、コウセイをはかるには、ジーたすアール（ハンシンリョク）というようなシキ

になるかもしれない。ウチュウのチュウシンがもえているとすれば、かりに、もえつき

たばあいに、ハンシンリョクのない「ブラックホール」になるであろうから、またもの

が、ウチュウのチュウシンにあつまるかもしれない。

　

ヒャクニジュウ、『ウ』ヒャクサンジュウ

　

ハンシンリョク（●ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ハチジュウニ、

『ウ』サンジュウキュウ、ハチジュウイチ、『ウ』サンジュウハチ、ロクジュウキュウ、

『ス』ヒャクジュウゴ、ロクジュウロク、『ス』ヒャクキュウ、ロクジュウゴ、『ス』ヒャ

クハチ）がありそうだから（それはひかりだとおもっている。）、コウセイドウシは、あ

まりおたがいをひきあわないだろう。つまり、ひかっているコウセイは、ドクリツした

ユニットということだ。それを「ケイ」とよぶのではないか。だからひかっているコウ

セイにはあまりひきつけられない。キョクロンすると、コウセイのばあい、ほかへのエ

イキョウは、

　

ジー（ジュウリョク）ひく アール（ハンシンリョク）イコール レイ　

　

なのかもしれない。

　

もえることイコール ダブリュエー（ねつ）たす アール（エルアイ［ひかり］）たすはい

　

ということだ。ジュウリョクのシキにいれて、ねつをエネルギーとすると、　

　

ジー イコール（もえること たす ひかり たす はい）わる ダブリュ（シツリョウ）

　

となる。シツリョウのおおきなコウセイのホウが、ジーはすくないとケイサンできる。だ

から、もえつきてできた「ブラックホール」が、ジーがおおきいといえるだろう。よく

もえているコウセイは、ジーがすくないともいえる。タイヨウケイは、

　

ジー イコール アール たす エンシンリョク

　

でうまくつりあっているのだろう。

　

ヒャクニジュウイチ、『ウ』ヒャクサンジュウイチ
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おもさには、プラスのあたいと、マイナスのあたいがありそうである（それをいまのと

ころはシツリョウとイッショにしない。）。あるワクセイのうえでたまをもっていて、そ

れをはなすとすると、ジュウリョクのあるワクセイでは、たまは、ワクセイのヒョウメ

ンにおちる。このばあいは、プラスのあたいであろう。

さて、マイナスのあたいがでるところはあるか。これはありそうである。もし、「ない」

とすれば、「ビッグバン」セツは、まちがいということになる。「ビッグバン」は、そのケ

イソクがマイナスのあたいをとるホウコウにちからがかかっている。つまり、たまはと

ばされるわけだ。そういうジョウケンもあろう。かりに、「シツリョウ」とカンケイある

ゼンテイではなしをすすめると、

　

ジー（ジュウリョク）イコール イー（エネルギー）わるダブリュ（シツリョウ）

　

だから（

　

エル［ウンドウ］イコール イー わるダブリュ［●ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュ

ウハチ、ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャクジュウロク、『ウ』ヒャク

ニジュウロク、ヒャクジュウよん、『ウ』ヒャクニジュウニ、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャク

ジュウゴ、ヒャクイチ、『ウ』ヒャクイチ、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュ

ウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』

サンジュウニ］、

　

エル イコールジー［●ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクゴ、

『ウ』ヒャクキュウ、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、ハチジュウゴ、『ウ』よん

ジュウゴ］より。

　

）、シツリョウがマイナスだと、マイナスジュウリョクになる。つまり、おしだすという

ことだ。

マイナスのエネルギーというのは、どうかとおもうが、「はい」などを、それにみたてて

ケイサンしてみる。マイナスのエネルギーと、マイナスのシツリョウを、さきのシキで

ケイサンすると、

　

ジー イコール マイナス イー わる マイナス ダブリュ

　

で、プラスのあたいになる。ということは、
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ジー イコールイーエル（デンキ）

　

であるから（●ヒャク、『ウ』ヒャク、ハチジュウキュウ、『ウ』ゴジュウサン、ハチジュ

ウハチ、『ウ』ゴジュウニ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）、マイナスのエネルギー

でも、マイナスのシツリョウがあれば、プラスのデンキがえられるということになる。

どうやって、マイナスのシツリョウをヨウイするかだが、またかんがえてみたい。　

　

ヒャクニジュウニ、『ウ』ヒャクサンジュウサン

　

イシキはサイボウにあるのではとかいた（●ヒャクハチ、『ウ』ヒャクジュウよん、ロク

ジュウハチ、『ス』ヒャクジュウよん、ロクジュウニ、『ス』キュウジュウよん、ロクジュ

ウイチ、『ス』キュウジュウサン、ロクジュウ、『ス』キュウジュウイチ、ゴジュウキュ

ウ、『ス』ハチジュウロク、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン）。それだと、ノウはウン

ドウをするためのキカンとなる。しかし、ダイタイのニンゲンのイシキは、ことばをつ

かうであろう。だから、そのメンでは、ノウのハンチュウといえそうだ。

ことばをシュウトクするには、ウンドウがヒッスである。「あ」ということばをおぼえる

にも、そのハツオンをきいて、ジブンでいってみて、おぼえるようだ。だから、ナラティ

ブ（オンセイ）のばあいは、ノウがはたらいているといってよいだろう。つまりウンド

ウだ。モジのばあいは、いきなりよめるようにならないし、ほとんどのばあいが、オン

セイをきいておぼえるようではないか。だとしたら、ウンドウというわけだ。ただ、こ

とばにならないおもいなど、サイボウがもっていることはあるとおもう。

　

ヒャクニジュウサン、『ウ』ヒャクサンジュウキュウ

　

デンキをながすと、ねつをだすブッシツがある。それがどのブッシツにも、おおかれ、す

くなかれ、あてはまるとすれば、ねつはデンキのカンスウということになる。つまり、

　

ダブリュエー（ねつ）イコール エックス かける イーエル（デンキ）　

　

である。

　

デンキからねつをだすソウチは、ジッサイにうられているし、わたしもつかっている（も

し、そのギャクのテンカイがカノウとすると（スウシキジョウはカノウだ。）、ねつから

デンキをつくれることになる。チネツハツデンもあるし、カリョクハツデンもそれにち

かい。また、おおきなイミではフウリョクハツデンもそうだろう。カイスイのオンドの

ばらつきによるクウキのながれからハツデンしている。

そのギジュツがカクリツされれば、チキュウオンダンカというから、デンキにこまらな

いのだろう。また、
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イーエル イコール エル（ウンドウ）

　

だから（●ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュ

ウ、ヒャク、『ウ』ヒャク、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウジュウロク、

『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、キュウジュウイチ、『ウ』

ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）、

　

ダブリュエー イコール エックス かける エル

　

となる。　

　

　

ねつは、ウンドウのカンスウともいえよう。また、

　

エルイコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）

　

だから（

　

ダブリュエー わる エックス イコールエル

　

とテンカイさせて、●ヒャクサンジュウイチ、ヒャクニジュウハチ、ヒャクニジュウな

な、ヒャクニジュウロク、ヒャクニジュウニ、ヒャクジュウゴ、ヒャクイチ、ななジュ

ニ、ロクジュウロク、『ス』よんジュウサン、『よ』サンジュウニ）、

　

ダブリュエー わる エックス イコール イー わる ダブリュ

　

で、シツリョウがレイのばあい、ねつはショウじないとなる。

　

　

つまり、ねつはものがないとしょうじないとなる。だから、ひかりもものであろう。も

ののばあいは、

　

エル イコール イー わる ダブリュ

　

で、
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エル イコール イーエル

　

だから、ひかりもデンキのひとつといえる。つまり、ひかりには、ハッするテンとトウ

チャクテンがあるということだ。

　

ヒャクニジュウよん、『ウ』ヒャクよんジュウ

　

まえに、ウチュウのそとがわにひかりのコタイがたまっているかもしれないとかいた（●

ハチジュウイチ、『ウ』サンジュウハチ、ゴジュウロク、『ス』ゴジュウキュウ、ゴジュウ

よん、『ス』ヨンジュウハチ）。また、それはチキュウのなかからみたそとがわについて

も、おなじことがいえる（●ななジュウキュウ、『ウ』ニジュウイチ、ななジュウイチ、

『ス』ヒャクニジュウロク）。いま、セキユをリヨウしているが、それのことかもしれな

い。もし、もっとはやくそれをシテキできていれば、かなりかせげたかもしれないが、オ

ウベイのひとにさきをこされてしまった。

もし、もえることもデンキのイッシュとかんがえれば、ネンリョウをハンノウさせてデ

ンキをつくっているわけだから、そのギャクもカノウではないかということになる。つ

まり、デンキからネンリョウがつくれるということだ。それができれば、セキユのコカ

ツ（タブン、しないとおもうが。）もモンダイではないだろう。

　

ヒャクニジュウゴ、『ウ』ヒャクよんジュウイチ

　

ねつはデンキのカンスウだから、デンキをつかうほど、ねつがおおきくなるといえる（●

ヒャクニジュウサン、『ウ』ヒャクサンジュウキュウ）。「チキュウオンダンカ」は、シー

オーツーがゲンインとされることがあるが、ジツは、デンキのリヨウリョウがゾウダイ

したためといえないか。スウシキからいうとそうなる（　

　

イーエル［デンキ］イコール ダブリュエー［ねつ］わるダブリュ［シツリョウ］、

　

●ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャク

ニジュウハチ）。
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だから、デンキのリヨウリョウをへらせば、「チキュウオンダンカ」はとまるだろうが、

ジッサイテキには、むずかしいとおもわれる。ダンボウやパソコンをつかわないという

のは、きびしいだろうからだ。だから、トウキョウがしずむセンもかんがえないといけ

ないかもしれない。

　

ヒャクニジュウロク、『ウ』ヒャクよんジュウニ

　

どうすれば、「チキュウオンダンカ」をとめるようにできるだろう。ひとついえなそうな

のは、ものをかうばあいに、ちかくでつくられたものをかうことだろう。とおくからは

こぶのなら、

　

エル（ウンドウ）イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ（シツリョウ）　

　

だから（●ヒャクニジュウサン、『ウ』ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクニジュウイチ、

『ウ』ヒャクサンジュウイチ、ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュウハチ、ヒャクジュ

ウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャクジュウロク、『ウ』ヒャクニジュウロク、ヒャ

クジュウよん、『ウ』ヒャクニジュウニ、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクイ

チ、『ウ』ヒャクイチ、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウジュウニ、『ウ』

ロクジュウロク、ゴジュウニ、『ス』よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）、

おもいものほど、エネルギーがかかる。

エルをデンキとみれば（

　

エル イコールイーエル［デンキ］

　

より。●ヒャクニジュウサン、『ウ』ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクジュウなな、『ウ』

ヒャクニジュウなな、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャク、『ウ』ヒャク、キュウジュ

ウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウ

ニ、『ウ』ロクジュウロク、キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』

よんジュウゴ]）、とおくのおもいものほど、ショウヒデンリョクがおおきい。

　

つまり、もののイドウについては、ワットなりイーアイ（わたしがかんがえたタンイ、●

ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ）であらわせるわけだ。そのスウチのひくいものを

かえば、デンキのリヨウリョウがちいさいから、チキュウオンダンカをとめるのに、コ

ウカがあろう。ショウヒンにねだんとイッショに、つかったエネルギーのヒョウジをす

るといいかもしれない。
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ヒャクニジュウなな、『ウ』ヒャクよんジュウよん

　

エル（ウンドウ）イコール イーエル（デンキ）

　

とかいた（●ヒャクニジュウロク、『ウ』ヒャクよんジュウニ、ヒャクニジュウサン、『ウ』

ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャクゴ、『ウ』

ヒャクキュウ、ヒャク、『ウ』ヒャク、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウ

ジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、キュウジュ

ウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）。

　

くわしくセツメイしなかったかもしれないが、セツメイすると、あるものとベツのなに

かをこすりあわせていると、セイデンキがおこる。それは、マサツというかもしれない

が、そのうごきはウンドウであろう。そういうわけで、

　

エル イコール イーエル

　

なのである。

　

ヒャクニジュウハチ、『ウ』ヒャクよんジュウなな

　

ショクブツはコウゴウセイするという。グタイテキには、ニサンカタンソとスイソから、

みずとサンソをつくるということである。まえに、ひかりはデンキだとかいた（●キュ

ウジュウキュウ、『ウ』キュウジュウ）。だから、デンキをあびせれば、ショクブツは、コ

ウゴウセイするかもしれない。しかし、ケイコウトウのひかりではだめらしい（わたし

のケイケン、●ヒャクなな、『ウ』ヒャクジュウイチ）イッポウ、ハクネツデンキュウで

は、そだっているようだ。

しかし、ひかりやデンキというよりも、タンジュンにいえば、スイソであろう。スイソ

がなければ、みずはできない。ニッコウのセイブンのひとつは、スイソといるのではな

いか。そうでなければ、みずはできない。

ところで、ニサンカタンソにひかりをあてつづけたら、どうなるであろう。チキュウは

もえているので、ニサンカタンソは、むかしからあるとおもわれる。そこに、ニッコウ

があたっていたのもかわらないであろう。あまり、ニサンカタンソがブンカイされれば、

みずとタンソができるか、タンスイカブツと、サンソができるであろう。このふたつの

うち、どちらがさきだったのであろうか。

なにか、クフウしてやれば、これらができるわけである。このふたつは、ショクブツケ

イにヒツヨウなブッシツと、ドウブツケイにヒツヨウなブッシツである。そのショクブ

ツとドウブツがどうやってできたか。または、どこからかはこばれてきたかというのは

わからない。ためしにそのブッシツをどこかのワクセイにおいておいたら、どうなるの

76



目次

かをみてみるといいかもしれない。

　

ヒャクニジュウキュウ、『ウ』ヒャクゴジュウゴ

　

イシキとはなにか。このといにこたえないひともいるらしい。ブンケイテキにいえば、か

んがえたりするなにかというのにちかいだろう。わたしは、これは、サイボウがカガク

ハンノウをしたり、ねつをもったケッカショウずるものとかんがえる。ヨウするに、エ

ル（ウンドウ）というわけである。だから、ウンドウしていないものは、イシキをもた

ないであろう。

そこらにあるいしは、キホンテキにはイシキをもたないであろう。しかし、チキュウの

ジュウリョクにひかれているブンウンドウがある。だから、イシキをもつかもしれない。

ひょっとしたら、もっとおおきなレベルでイシキがあるかもしれない。

　

ヒャクサンジュウ、『ウ』ヒャクゴジュウキュウ

　

イシキというのは、ダンペンでもある。しかし、それをならべれば、レキシになる。と

いうことは、イシキは、ジカンといってもさしつかえないのではないか。つまり、

　

シーオー（イシキ）イコール ティ（ジカン）

　

である。　

　

　

ジカンでなかったら、エル（ウンドウ）といえばよい。デンキシンゴウなり、カガクブッ

シツがうごくわけだから、そういうわけだ。

カガクブッシツやデンキシンゴウというわけだから、それをよみとれるキノウがあれば、

イシキをあつかうイシキというわくぐみはあるだろうということになる。だから、ニン

ゲンイガイのどうぶつだけでなく、ショクブツにも、イシキがあるだろうとなる。そのイ

シキをあつかうイシキのわくぐみとはなんだろう。わたしは、それは、タンパクシツでは

ないかとおもっている。よくたべたホウがイシキカツドウがカッパツになるからである。

　

ヒャクサンジュウイチ、『ウ』ヒャクロクジュウ

　

コンピューターのジョウホウショリは、エル（ウンドウ）である。デンキシンゴウをショ

リしている。ということは、ティ（ジカン）でもある。カンジョウをもつものもあると

いうから、イシキもあるかもしれない。これで、セイブツのように、フクセイできるよ
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うになったら、もはやギジセイブツである。

ただ、ボディのフクセイはむずしいだろう。だから、なんかのボディにキセイするセン

がかんがえられる。すると、あたらしいセイブツシュかもしれない。しかし、カガクブッ

シツのショリができないかから、セイブツとはいえないかもしれない。もはや、そんな

ときかもしれない。コンピューターは、コンピューターのツゴウでうごくと。

　

ヒャクサンジュウニ、『ウ』ヒャクロクジュウイチ

　

コウセイには、ジュウリョクがあるにもかかわらず、なぜ、ワクセイは、ひきよせられ

ないか。それは、コウセイのジュウリョクが、デンキやジリョクによるものだからでな

いか（　

　

ジー［ジュウリョク］イコールイーエル［デンキ］［●ヒャクニジュウイチ、『ウ』ヒャク

サンジュウイチ、ヒャク、『ウ』ヒャク、ハチジュウキュウ、『ウ』ゴジュウサン、ハチ

ジュウハチ、『ウ』ゴジュウニ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ］、

　

イーエル イコール エム［ジリョク］

　

）。

　

　

つまり、ちからがつりあって、エンキドウをえがくということである。　

しかし、コウセイがもえつきてしまうと、デンキやジリョクは、まわりをひきつけるホ

ウにかわり、ブラックホールのようになるとかんがえられる。なぜ、デンキやジリョク

のちからがかわるか。もえるというカツドウともえきったというカツドウのちがいでは

ないかとおもう。

　

　

ヒャクサンジュウサン、『ウ』ヒャクななジュウニ

　

よく、ウチュウのはじまりは、「ビッグバン」でセツメイされるが、そのまえになにもな

かったんだろうか。わたしは、ウチュウのそとには、ウチュウみたいなものがあるとお

もっているし、チキュウのなかにも、チキュウのようなものがあるとおもっている（●

ななジュウイチ、『ス』ヒャクニジュウロク）。

ようするに、ウチュウだけのモンダイではないだろうということだ。リョウシャから、ア

ツリョクをうけるといってもいいだろう。そのアツリョクがよわければ、ウチュウはひ

ろがるし、アツリョクがよわまれば、ウチュウはちぢまるだろう。ものがすでにあった
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とすれば、「ビッグバン」がはじまるまえに、ウチュウにちからがくわわったんだろう。

それはどういうことかというと、チュウシンがコウオンになるということだ。そうする

と、ハッカもするだろう。また、ひがつくということは、カガクハンノウのようなもの

だから、そのまえにそういうブッシツ、デンキがあったということになろう。

わたしは、すべてのウンドウは、デンキでもあるとかんがえるから（

　

エル［ウンドウ］イコールイーエル［デンキ］、●ヒャクニジュウハチ、『ウ』ヒャクよ

んジュウよん、ヒャクニジュウロク、『ウ』ヒャクよんジュウニ、ヒャクニジュウサン、

『ウ』ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャク

ゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャク、『ウ』ヒャク、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、

キュウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、キュ

ウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ　

　

）、どこかからデンキがとどいた（もえるテンに）ということだろうとおもう。　

　

ヒャサンジュウよん、『ウ』ヒャクななジュウサン　

　

チキュウがもえているということは、チキュウにあるゲンシがもえてもおかしくない。

しかし、チキュウのように、ヒョウメンには、ひはつかないであろう。コウセイぐらい

のもえかただと、やはり、ゲンシももえるのだろう。ニンゲンもひをつかうことをおぼ

えている。だが、チキュウヒョウメンのカンキョウでは、ネンリョウをつかうヒツヨウ

があるのかもしれない。

　

ヒャクサンジュウゴ、『ウ』ヒャクななジュウよん

　

クーラーをつけているにもかかわらず、まどをしめなかったらどうなるか。すずしいク

ウキがでていくか、あたたかいクウキがはいってきてしまう。これはなんだろう。「ねつ

のコウカン」といえば、とおるだろうが、これは、「ウンドウ」ではないのか。これも、

おおきなイミでは、ウンドウだろう。

コウセイからひかりが、ウチュウのそとがわにむかっていく。これは、ひかり（エルア

イやイーエル［デンキ］）のイッシュがウチュウのそとがわにむかっているかもしれない

が、あたたかいブッシツが、つめたいウチュウのそとがわにむかっているのかもしれな

い。つまり、ナンゼンドというコウセイのチュウオウからみれば、ナンビャクドにもえ

たベツのコウセイのひかりはみえない（とどかない）となる。チキュウのヒョウメンか

らほしがみえるのは、チキュウのヒョウメンがヒカクテキつめたいからだろう。このネ

ツコウカンをジュンウンドウということにする。

　

ヒャクサンジュウロク、『ウ』ヒャクななジュウロク
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あるものエーがあったとする。これにアツリョクをかけると、エーのオンドさがる。トク

に、エキタイからコタイになるというヘンカはわかりやすいだろう。ギャクのアツリョ

クをかけたら、タホウコウからひっぱったら、どうなるか。ギャクにオンドがあがるだ

ろう。やがてひがつく。ウチュウのはじまりが「ビッグバン」だとしたら、タホウコウ

からひっぱるちからがあったともいえるだろう。

つまり、オンドによって、もののキョウカイがダイショウするということだ。　

　

ティエイチ（もの）エルエー（おおきさ）イコールティエイチダブリュエー（あたたかさ）

　

と。ティエイチピーディ（アッパクされる）イコール マイナスティエイチダブリュエー、

　

ティエイチエスディ（ひっぱられる）イコール ティエイチダブリュエー　

　

といえそうだ。

　

ヒャクサンジュウなな、『ウ』ヒャクななジュウなな

　

ものがもえるとひかりがでる。これはケッカで、もののオンドがたかくなると、ひかり

がでるということだろう。また、ものがボウチョウしてもでるかとおもう。つまり、

　

タブリュエー（あたたかさ）イコール エルアイ（ひかり）、

　

エルエー（おおきさ）イコール エルアイ

　

というわけである。しかし、あるイッテイのオンドやおおきさをこえたらといえるかも

しれない。

　

ヒャクサンジュウハチ、『ウ』ヒャクななジュウハチ

　

ニュートンは、リンゴがきからおちるさまをみて、「ジュウリョク」があるとハッケンし

たという。そのジュウリョク（ジー）は、わたしにいわせれば、エル（ウンドウ）でもあ

るし、イーエル（デンキ）でもある。リンゴがウンドウとして、ジメンのホウにいく。と

いうことは、デンキもジメンのホウにいくとかんがえられる。デンキはほしのチュウシ

ンのホウにいくのかもしれない。ただエイセイツウシンもカノウというから、エイキョ

ウはおおくないのかもしれない。
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ヒャクサンジュウキュウ、『ウ』ヒャクハチジュウ

　

ウチュウにあるコウセイはなぜか、まわりをカイテンさせる。チキュウもそういうわけ

でコウテンしている。また、コウテンするからジテンもする。なぜ、コウセイがジュウ

リョクをもつとされるか。それは、もえるもののイドウによってだろう。つまり、もえ

るのをイジするのには、なにかブッシツがヒツヨウだから、それをひきよせるし、その

ながれができる。だから、コウセイそのものにジュウリョクがあるわけではないとおも

われる。

つまり、ゲンショウということだ。しかし、もえたあとにできるだろう「ブラックホー

ル」は、なぜものをひきよせるといわれるのだろう。それはまだもえつきていないからか

もしれない。ゲンショウがつづくというわけである。しかし、もえているのなら、「ひか

り」をはっするはずである。だしたひかりさえもひきつけてしまうのかもしれない。あ

まり、ひかりがまがるとはきかないから、ひかりをださないようにもえているのかもし

れない。あまり、ねつをもたないひかりもあるというから、あまり、ひかりをもたない

ねつをあるのかもしれない。いずれにせよ、カンサツしても、ひかりがかえってこない

のでは、カンサツしづらいであろう。

　

ヒャクよんジュウ、『ウ』ヒャクハチジュウイチ

　

「ひかり」というものはホントウにあるのだろうか。「ひかり」は「ひかり」でも、ものと

してはあるだろう。しかり、「ひかる」というゲンショウは、それがあたるタイショウが

あってのことのようにおもわれる。つまり、「ひかり」イガイになにかがなければ、ひか

らないというわけである。

コウセイのちかくから、ウチュウをみると、ほとんどなにもみえないのではないか。ひ

るまのほしぞらとおなじである。ひるまにかべがあると、そのかべがひかりにあたって、

はいいろにみえる。よるだとあまりみえない。なぜ、そのかべは、はいいろなのか。それ

は「ひかり」にあたってであろう。つまり、かべがはいいろに「ひかっている」わけだ。

そこでダイジなのが、「かべ」がひかっているということである。つまり、「ひかり」が、

かべを「ひからせた」のである。ひとことでいうと、「かべ」はひかるセイシツをもって

いる。ひかるセイシツのないほかのものは、ひとにいやがられるであろう。ニンゲンに

はみえないからだ。これは、デンキなどをつかってかべをひからせるというのににてい

る。いまのところ、「デンキ」としておくが、タブン、ひかりというブッシツのなにかが

かべにあたって、かべがハッコウする。だから、エムイー（デンキをおびたもの）イコー
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ルエルアイ（ひかり）なのだろうといえる。つまり、デンキをおびるものは、ひかると

いうわけである。そのキョウジャクはあるだろう。

　

ヒャクよんジュウイチ、『ウ』ヒャクハチジュウニ

　

デンアツをかけると、ひかるものがある。わかりやすいのが、デンキュウである。また、

ねつをハッするものもある。わかりやすいのが、トースターであろう。このように、さ

きのシキにあてはめると（●ヒャクよんジュウ、『ウ』ヒャクハチジュウイチ）、おなじ

エムイー（デンキをおびたもの）だが、そして、タブンどちらとも、ひかりをだすが、コ

ウリョウにかたよったものと、ねつにかたよったものにわかれる。ゼンシャをメイコウ、

コウシャをネツコウということにする。

おなじデンキでも、このようなサがある。これは、ひかりジタイのセイシツなのだろう

か。あたるもののセイシツともかんがえられる。ドウロはねつをハンシャしてというぐ

あいにである。これも、デンキがあたって、ドウロがあつくなったのかもしれない。つ

まり、ドウロジタイがあつくなったということである。それなら、ものによってはあつ

くならないのであろう。

しかし、ネツコウには、ゲンドがありそうだ。タイヨウケイのそとがわのワクセイはす

ずしそうだからだ。つまり、キョリによって、ねつのつたわるリョウがきまりそうだ。タ

ンにタイヨウケイのそとがわのワクセイに、ねつをだしにくいものがあるわけでもない

だろう。

　

エムイー イコール エルアイ（ひかり）

　

だが、

　

エムイー イコール エフエルアイ（あかるいひかり）

　

でも、

　

エムイー イコールダブリュエーエルアイ（あたたかいひかり）

　

にはなりづらいであろう。いや、ひょっとしたら、

　

エムイー イコール エフエルアイ

　

にもならないかもしれない。そんなとおくまでひかりをとばしたことがないからだ。

つまり、
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ダブリュエーエルアイ イコールイー（エネルギー）、

　

もしくは、

　

イーエル（デンキ）、もしくは、エルアイ（ひかり）わる ディ（キョリ）　

　

か、

　

エフエルアイ イコール イー、　

　

もしくは、

　

イーエル わる ディ　

　

なのかもしれない。そんなとおくまで、すくなくともねつを、ひかりははこべない。ひ

かりそのものもねつをうばわれれば、コタイになるだろうから、うごきにくくなるとお

もう。だから、コウシャのリカイでいいのかもしれない。ほしのひかりがチキュウまで

とどくのは、それだけキョウレツにもえている、いたからであろう。しかし、ゲンショ

ウとしての「ひかり」がコタイになるのかというモンダイはある。

　

ヒャクよんジュウニ、『ウ』ヒャクハチジュウよん

　

　エル（ウンドウ）のイッシュとして、ダブリュエー（あたたかさ）があるのではとか

いたが（●ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクジュウハチ、『ウ』

ヒャクニジュウハチ、ヒャクジュウ、『ウ』ヒャクジュウロク、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャ

クジュウゴ）、ジッサイのシキにしてみると、

　

エル イコール ダブリュエー わる ダブリュ（シツリョウ）

　

となる（●ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクジュウハチ、『ウ』

ヒャクニジュウハチ）。

　

　

これは、ヒコーキなどをかんがえれば、わかるだろう。ネンリョウからかんがえてもい

いが、そこでおこるゲンショウから、かんがえてもいい。

つまり、ねつをださなければ、ヒコーキはとべない（デンキシキもあるかだが。）。まえは、
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エル イコール イー（エネルギー）わる ダブリュ

　

といった（●ヒャクニジュウロク、『ウ』ヒャクよんジュウニ、ヒャクニジュウサン、『ウ』

ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクニジュウイチ、『ウ』ヒャクサンジュウイチ、ヒャク

ジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュウハチ、ヒャクジュウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、

ヒャクジュウロク、『ウ』ヒャクニジュウロク、ヒャクジュウよん、『ウ』ヒャクニジュ

ウニ、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ、ヒャクイチ、『ウ』ヒャクイチ、キュウジュ

ウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、ゴジュウニ、『ス』

よんジュウサン、ジュウゴ、『よ』サンジュウニ）。

　

そのイーを、ダブリュエーにかえたわけだ。こういうわけだから、ウンドウは、あたた

かさのカンスウといえる。

　

ヒャクよんジュウサン、『ウ』ヒャクハチジュウゴ

　

イッパンのセイカツで、ものをもやしたあとには、くろいすみがのこる。コウセイがも

えたあとにも、これはできないであろうか。カーボンがふくまれていれば、それがのこ

るとおもわれる。くろは、ひかりをキュウシュウするというから、これゆえに、ブラッ

クホールにひかりがすわれるのかもしれない。ひかりをキュウシュウすれば、あとでか

くが、エルアイ（ひかり）のカンスウがウンドウなので、カツドウをはじめるとかんが

えられる。

　

ヒャクよんジュウよん、『ウ』ヒャクハチジュウロク

　

さきに、

　

エル（ウンドウ）イコールダブリュエー（あたたかさ）わる ダブリュ（シツリョウ）

　

のはなしをした（●ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクジュウハ

チ、『ウ』ヒャクニジュウハチ）。

　

そのダブリュエーは、ひかりのカンスウということをかいた（●サンジュウよん、ニジュ

ウイチ、ジュウニ）。つまり、
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ダブリュエー イコール エルアイ（ひかり）わる ディ（キョリ）

　

である。これがただしければ（ひかりのセイシツについてギロンしている［●ヒャクよ

んジュウイチ、『ウ』ヒャクハチジュウニ］。ここではねつのひかりである。）。

　

エル イコール エルアイ わる ディ わる ダブリュ

　

となる。

つまり、ウンドウは、ひかりのカンスウということである。これは、ウンドウだけでは

なく、デンキについてもいえる。だから、デンキとひかりはヘンカンカノウなのだ（　

　

イーエル イコール エルアイ わる ディ わる ダブリュ　

　

である。デンキはゲンショウとしてなので、シキにシツリョウはふくまれていない。

　

）。もっともシツリョウがちいさいひかりをとばせば、もっともウンドウがたかまるであ

ろうか。

　

ヒャクよんジュウゴ、『ウ』ヒャクハチジュウなな

　

エルアイ（ひかり）がおおいほど、ウンドウがおおきくなる（●ヒャクよんジュウよん、

『ウ』ヒャクハチジュウロク）。これは、シャカイゲンショウについてもいえるのではな

いだろうか。チキュウのそとから、チキュウのうらがわ（よる）をみると、ケッコウなあ

かるさだという。つまり、そのあかるさのブンだけ、だれかがうごいているということ

である。くらくして、ねてしまえばいいが、そうしないひともいる（わたしもいま、デ

ンキをつけている。）。そういうデンリョクがセツヤクされれば、チキュウもあったまり

にくいであろう（　

　

ダブリュエー［あたたかさ］イコール エルアイ［ひかり］わる ディ［キョリ］

　

より。●ヒャクよんジュウよん、『ウ』ヒャクハチジュウロク、ハチジュウ、『ウ』サン

ジュウよん、ななジュウキュウ、『ウ』ニジュウイチ、ななジュウハチ、『ウ』ジュウニ　

　

）。

ただ、そうすると、どこかとのキョウソウにかてないとかいいはじめるかもしれない。そ

ういうわけで、ロウドウセンソウは、おわらせづらいかもしれないが、イッセイにフェ
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アワークをドウニュウすることもできるだろう。そうしないと、チキュウがあったまる

ばかりである。まずは、よるに、しごとをしないというところからかもしれない。

　

ヒャクよんジュウロク、『ウ』ヒャクハチジュウハチ

　

カセキネンリョウをつかって、ハツデンすれば、トウゼンねつがでる。そのねつをひや

すためにつめたくしても、やはり、カセキネンリョウにたよるようだ。ゲンパツにして

もねつをだす。そうすると、やはりチキュウがあたたかくなる。それなら、ねつをださ

ないようなハツデンホウホウとか（フウシャなど）、あるねつからハツデンする（チネツ

ハツデンなど）のがいいかもしれない。

ニホンジンのいくらかは、またゲンパツをすすめたがっているが、やはり、ねつをだす

ことにはかわりがない。そういうおもわくがあるから、「ニサンカタンソがふえると、チ

キュウがあたたかくなる。」といったケントウちがいのセツになってしまうのかもしれ

ない。

なにかをもやすから、ねつがでて、「ニサンカタンソもでて」、チキュウがあったかくな

るであろう。そういうねつのメンからみれば、（ニサンカタンソはださないかもしれない

が）、ゲンパツはねつをだす。だから、だめであろう。いまあるねつを、ユウコウにカツ

ヨウできたらとおもう（　

　

イーエル［デンキ］イコールダブリュエー［あたたかさ］わる ダブリュ［シツリョウ］

　

である。●ヒャクニジュウゴ、『ウ』ヒャクよんジュウイチ、ヒャクジュウキュウ、『ウ』

ヒャクニジュウキュウ、ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュウハチ）。

　

　

ヒャクよんジュウなな、『ウ』ヒャクハチジュウキュウ

　

このまえ、

　

エル（ウンドウ）イコールダブリュエー（あたたかさ）わる ダブリュ（シツリョウ）

　

のはなしをした（●ヒャクよんジュウよん、『ウ』ヒャクハチジュウロク、ヒャクよん

ジュウニ、『ウ』ヒャクハチジュウよん、ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュ

ウ、ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュウハチ）。
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このシキをいじると、

　

エル かける ダブリュ イコールダブリュエー

　

　

となる。

つまり、イチ、ウンドウをしていて、ニ、シツリョウのあるものは、すべてねつをハッ

するということである。シツリョウがないなにかは、ほとんどないだろうから、ウンド

ウがあれば、だいたいねつをハッしているだろうということだ。

これをオウヨウすると、ねつやウンドウをソクテイして、もののおもさをスイソクする

ことができる。また、デンキについても、おなじことがいえる。

　

イーエル（デンキ）イコール エル

　

だから（●ヒャクニジュウハチ、『ウ』ヒャクよんジュウよん、ヒャクニジュウロク、『ウ』

ヒャクよんジュウニ、ヒャクニジュウサン、『ウ』ヒャクサンジュウキュウ、ヒャクジュ

ウなな、『ウ』ヒャクニジュウなな、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、ヒャク、『ウ』ヒャ

ク、キュウジュウなな、『ウ』ななジュウニ、キュウジュウロク、『ウ』ななジュウイチ、

キュウジュウニ、『ウ』ロクジュウロク、キュウジュウイチ、『ウ』ロクジュウゴ、ハチ

ジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）、イーエルかける ダブリュ イコール ダブリュエー とい

うわけだ。

これも、デンキとねつがわかれば、シツリョウがでる。なるべくシツリョウのちいさい

ものをねっすると、ハツデンコウカがおおきいということである。

　

　

　

　

　

ヒャクよんジュウハチ、『ウ』ヒャクキュウジュウゴ

　

エル（ウンドウ）イコール ダブリュエー（あたたかさ）わるダブリュ（シツリョウ）

　

のはなしをした（●ヒャクよんジュウなな、『ウ』ヒャクハチジュウキュウ、ヒャクよん

ジュウよん、『ウ』ヒャクハチジュウロク、ヒャクよんジュウニ、『ウ』ヒャクハチジュウ

よん、ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャ

クニジュウハチ、ヒャクジュウ、『ウ』ヒャクジュウロク、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャク

ジュウゴ）。
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わたしは、

　

エル イコール ジー（ジュウリョク）

　

とかんがえるので（●ヒャクニジュウイチ、『ウ』ヒャクサンジュウイチ、ヒャクジュウ

キュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクゴ、『ウ』ヒャクキュウ、キュウジュウな

な、『ウ』ななジュウニ、ハチジュウゴ、『ウ』よんジュウゴ）、

　

ジー イコール ダブリュエー わる ダブリュ

　

となる。　

つまり、ジュウリョクとは、ねつとシツリョウでできているとなる。「ブラックホール」

もそうだろう。わたしは、それを、コウセイがもえたあととかんがえている（●ヒャク

サンジュウキュウ、『ウ』ヒャクハチジュウ）。ブラックホールはジュウリョクをもつと

いう。うえのシキによれば、ねつがあるはずだから、あたたかいはずだ。ギャクにねつ

がひくければ、ジュウリョクはよわいわけだから、フツウにもえていたときよりもコウ

オンなのかもしれない。また、もえだすカノウセイがある。

　

　

ヒャクよんジュウキュウ、『ウ』ヒャクキュウジュウロク

　

さきのシキ（●ヒャクよんジュウハチ、『ウ』ヒャクキュウジュウゴ）をセイリすると、

　

ジー（ジュウリョク）かける ダブリュ（シツリョウ）イコールダブリュエー（ねつ）

　

となる。

ひっぱるちからと、シツリョウがあると、ねつがハッセイする。このゼンシャをマグテ

キなウンドウということにする（「マサツ」といったホウがわかりやすいだろうが。）。

　マグテキなウンドウをさければねつはあがらない。いろんなところでもえていると、

ジーがタクサンあるということである。

　

ヒャクゴジュウ、『ウ』ヒャクキュウジュウなな
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チキュウオンダンカがモンダイとされる。ねつをデンキに（

　

イーエル［デンキ］イコール ダブリュエー［あたたかさ］わるダブリュ［シツリョウ］。

　

●ヒャクよんジュウロク、『ウ』ヒャクハチジュウハチ、ヒャクニジュウゴ、『ウ』ヒャ

クよんジュウイチ、ヒャクジュウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクジュウハ

チ、『ウ』ヒャクニジュウハチ　

　

）かえているのだから、あつくなるイッポウあろう。ハツデンしたり、ダンボウをつかっ

たりというぐあいにである。

それをとめるには、ねつやデンキのリョウをひかえなくてはならないだろう。チキュウ

にながくすみたかったら、そうするだろう。しかし、センジュツのロウドウセンソウ（●

ヒャクよんジュウゴ、『ウ』ヒャクハチジュウなな）がそれをすることをよしとしない。

ようするに、チキュウジンのヘイワより、それをやっているくにのリエキがユウセンさ

れるわけである。これをどうかんがえるか。

たしかに、ねつがあがれば、ケイザイカツドウもおおきくなるだろう（　

　

エル［ウンドウ］イコール ダブリュエー わるダブリュ、●ヒャクよんジュウハチ、『ウ』

ヒャクキュウジュウゴ、ヒャクよんジュウニ、『ウ』ヒャクハチジュウよん、ヒャクジュ

ウキュウ、『ウ』ヒャクニジュウキュウ、ヒャクジュウハチ、『ウ』ヒャクニジュウハチ、

ヒャクジュウ、『ウ』ヒャクジュウロク、ヒャクキュウ、『ウ』ヒャクジュウゴ　

　

）。

　

トクにそれがおおきいくにもある。ジュウハチセイキは、エイコクのジダイなら、ニ

ジュッセイキは、ガッシュウコクとニホンのジダイかもしれない。ニジュウイッセイキ

はチュウゴクのジダイというひとがいるかもしれないが、それはあったとしても、もう

おわってしまったようだ。いまは、ヨーロッパのジダイではないか。

　

ヒャクゴジュウイチ、『ウ』ヒャクキュウジュウキュウ

　

ニンゲンは、なにかのウンドウがあって、イシキができる。イシキは、カガクブッシツ

やデンキシンゴウだから、そのうごきがさきにあるというわけである。しかし、たまに

ウチュウにもイシキがあるみたいなことをいうひとがいる。それが、ニンゲンのイシキ

のもとということであろう。

しかし、ものがうごかないイシキはないだろうから（もし、あるとすれば、シタイにもイ

シキがあるということになる。）、「ウチュウのイシキ」もなにかのもののウンドウのケッ

カといえるだろう。キョクロンすると、
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イシキ イコール ウンドウ

　

になる。

　

　

ただ、ウンドウをふやせば、イシキがふえるのかというのは、わからない。こういうわ

けだから、「ビッグバン」をウチュウのはじまりにするのは、まぁまぁダトウである。し

かし、ウチュウのそとにウンドウやイシキがあるかもしれないとは、いえるだろう。

　

　

　

　

おわりに

　

　このチョショは、イッカゲツもかからずまとめられた。キョウシュクではあるが、

シュッパンした。なぜかというと、カガクブンヤのオウヨウケンキュウもダイジだが、

キソケンキュウがダイジだとおもうからである。わたしは、キカイがあれば、キソケン

キュウをしている。このチョショは、エルガク（ブツリガク）についてのそのあゆみで

ある。ケンキュウをつづければ、またこれにつづくであろう。

　ブツリガクはコウガクのキソでもあるので、このギロンから、あたらしいギジュツや

セイヒンができかけている。そういうたのしみもこのケンキュウをすすめるイチジョと

なっている。

　

ニセンジュウキュウネンハチガツなのか

　

　

　

　

エイゾウ

エルガク

ひとりブツリガクのチョウセン

　

ニセンジュウキュウネンハチガツニジュウイチニチ

ニセンニジュウネンゴガツニジュウハチニチ

　

iiitoga b007-3
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エイチティティピーコロンスラッシュスラッシュアイアイアイティオージーエーピリオ

ドシーオーエム　

ティエスユーエスエイチアイエヌアットマークアイアイアイティオージーエーピリオド

シーオーエム　
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